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　これもまた、夢の中でしか思い出せない光景になってしまうのだろうか？

「準備はできたかい？」

　もう家や主ぬしのいない、かつてマリアが借りていたマンションの一室で、相あい対たいする〝Ｏ〟を見て、僕は考える。

　目の前にいるのは、妖よう艶えんさを感じさせるほどの恐ろしい美人だ。どこかマリアを彷ほう彿ふつさせる長い髪に、トップモデル並みの長い手足に、小さい頭。その顔には笑顔を貼はり付けている。……そう、貼り付けているという表現がぴったりだ。その笑顔は、あまりに完かん璧ぺきで、まるで精せい巧こうな人形の顔をそのまま持ってきたようだからだ。

　根源的な恐怖を感じさせる、不ぶ気き味みな笑顔。

　僕は今まで、この顔を何度も忘れ、夢の中でしか思い出せなくなっていた。

　……ああでも、もう忘れることはないだろう。

　なぜなら僕にとって〝Ｏ〟は、正体不明な存在ではなくなった。〝Ｏ〟は、マリアの〝箱〟、〝出来損そこないの幸福〟によって生まれた存在なのだと理解した。忘ぼう却きやくが〝箱〟の力だというのなら、〝空うつろの箱〟を手にしていることを自覚した僕は、その力に反発することができる。

　そうだ。意識しろ！




　──〝Ｏ音無彩矢〟

　彼女は、敵だ。
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　大丈夫だ。

　敵だと明確に意識したら、思考は正常に働く。

　部屋にばらまいたアロマオイルの香りがする。ペパーミントの香りが、目的を強く意識させる。

　──マリアを取り戻す。

　──マリアを日常に取り込む。

　──〝箱〟を知らなかった、ゼロのマリアに逢あう。

　そのためなら、僕はなんでもする。ああ、実際に友人を犠ぎ牲せいにした。世界中の人間を殺さなければならないのなら、僕は殺すのだろう。大げさでなく、そのままの意味で。

　僕は大きく息を吐はいて、〝Ｏ〟を睨にらみ上げた。

「準備はできたかい？」

　いつも通りの完かん璧ぺきすぎる、それ故ゆえに不ぶ気き味みな笑みを浮かべ、〝Ｏ〟は続ける。

「この世界にさよならを告つげる準備だよ」

　僕は思いっきり顔をしかめてやった。

「どうして僕がそんなことをしなければいけないんだよ？」

　確かに〝箱〟によって、僕が何よりも大切にしてきた日常は、完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされた。




　柳やなぎ悠ゆう里りは──〝怠たい惰だなる遊ゆう戯ぎ〟の中で犯おかした、殺人の罪に苛さいなまれ続けている。

　新しん藤どう色いろ葉はは──〝箱〟によって取り憑つかれた偽にせ物ものの奇き蹟せきを、人格ごと破壊された。

　神かみ内うち昂こう大だいは──殺された。

　宮みや崎ざき龍りゆうは──親を殺し、投とう獄ごくされた。

　浅あさ海み莉り子こは──行方ゆくえ不ふ明めいだ。

　茂も木ぎ霞かすみは──もう自分の脚で歩くことができない。

　桐きり野の心ここ音ねは──心身共に深く傷付き、まともな判断力を失った。

　臼うす井い陽はる明あきは──僕を含ふくめた友人を失った。

　大おお嶺みね醍だい哉やは──おそらくもう、帰ってくることはない。

　そして他でもない僕、星ほし野の一かず輝きは──

　僕は右手を眺ながめる。そこには自分で傷付けた、まだ生々しい傷きず跡あとがある。

　その傷跡は自身が罪を犯し、狂人になり、もう元には戻れないことを示していた。




「でも──」

　右手を握り締しめる。無限かと思うほどの力が、湧わき上がっている。

　そうだ。いくら絶望的状況でも、僕はこの世界を諦あきらめたりしないんだ。

「前回、君は失敗をした」

　しかし構わず、〝Ｏ〟は挑ちよう発はつ的発言をする。僕は強く睨にらみ付けるが、〝Ｏ〟はまったく意に介かいさない。

「君がやろうとしているのは、音おと無なし麻ま理り亜あに、〝箱〟を自発的に差し出させることだね？　けれど君自身の行動のせいで、それが不可能になったと分かっているだろう？」

　軽く唇くちびるを嚙かむ。その通りだ。

「君は大嶺醍哉くんを屈服させるために、彼女の前で桐野心音さんを犠ぎ牲せいにした。そんなことをしてしまえば、潔けつ癖ぺきな彼女が、君の説得を受け入れることはもうなくなると察していながらね。そして、その予想は当たっている」

「ぐっ……」

　他に手段が思い浮かばなかったとはいえ、マリアは僕がした行為を絶対に許したりしないだろう。僕は自みずから窮きゆう地ちに立ったのだ。

　押し黙る僕に、〝Ｏ〟は続ける。

「しかし、その事実さえも関係ないのだ。それ以上にどうしようもない事態が起こっているのだからね」

　それは──？

　尋たずねる前に、〝Ｏ〟は答えた。

「音無麻理亜は君の記憶を失った」

「な──」

　僕はマリアに〝箱〟を放ほう棄きさせようとしている。〝箱〟を求め、他人の幸せを願う、彼女の唯ゆい一いつの目的を捨てさせようとしている。強きよう靱じんな意志を持つマリアに聞き入れさせることは、端はなから想像できなかった。

　ただでさえ絶望的だったというのに──マリアが記憶を失った？

　その状態で説得？　……無理だ。だって、見ず知らずの人間の言葉に誰が耳を貸す？　心が動く？　僕の言葉はマリアの耳にはもう届かない。

　絶望的だ。

　いや、絶望だ。

　でもそれ以上に、僕の心を占める感情がある。

「……僕のことを、忘れた……？　僕との思い出を忘れた……そんな……」

　──嫌いやだ！

　──そんなのは嫌だ！

「う、う…………」

　マリアにとって僕は他人になってしまった。一生分の時間を共に過ごし、誰よりも強く結ばれていた絆きずなが消えた。

　マリア。もう会うことができても、僕のことが分からないの？

　マリア。もう名前を呼んでも、笑顔を向けてくれないの？

　マリア。もう僕の知っているマリアはいないの？

　──なら、なんのために僕は戦う？　マリアの〝出来損そこないの幸福〟を壊こわせても、僕との思い出が何一つないなら、マリアは離れていくだけなのに。

「絶望しているようだね」

　当たり前だ。〝箱〟を壊そうが、僕が望むものは手に入らないのだから。

　だけど──

「だけど、君は諦めないんだろう？」

　ああ、どうしてだか、その通りなのだ。

　これほどの強い悲しみに襲おそわれていても、〝Ｏ〟の顔をしっかりと見み据すえている。

　マリアがもう僕を憶おぼえていないとしても、僕はマリアを救う。マリアがそれを望んでいなくても、僕はマリアを救う。

　諦あきらめない。……いや、それは正確な表現じゃない。〝空うつろの箱〟に取り込まれた僕は、諦めることさえできない。自分の心を殺してでもマリアを追いかける。呼吸ができず、一寸先さえ見えない深海の中でも、マリアを捜さがす。諦める選択肢しは、初めから用意されていない。

　その僕の様子に、〝Ｏ〟は笑顔を消した。

　それまで、あらゆる〝箱〟との戦いの中でも見せたことのない真剣さが、その表情に宿っている。

「正直に言おう。私は、そんな君をわずかに恐れている」

　──敵。

〝Ｏ〟は以前までと違い、僕をはっきりと敵として認識している。

「もう君に希望はない。それは間違いないだろう。……しかし、それでも君が、音おと無なし麻ま理り亜あの心を揺ゆさぶる気がしてならないのだ。なぜならそれが、君に与えられた力だからね」

　それは──〝箱〟を壊こわす、『救きゆう世せい主しゆ』の力だ。

　マリアは『みんなの願いを叶かなえてあげたい』と願い、〝出来損そこないの幸福〟を生み出した。しかし〝箱〟は徹てつ頭とう徹てつ尾び、完かん璧ぺきに〝願い〟を叶える。そんなことが叶うはずがないという諦てい観かんも、自分を止めて欲しいという秘めた希望も、『みんなの願いを叶えてあげたい』という〝願い〟と同時に叶えている。

　マリアの相反する〝願い〟は、二つの存在を生み出した。

〝願い〟を叶える存在と──〝願い〟を潰つぶす存在である『救世主』を。

　すなわち〝Ｏ〟と──星ほし野の一かず輝きを。

　僕は、マリアを唯ゆい一いつ救い出せる存在である、『騎き士し』なのだ。

「──うん」

　傷を付けた右手を眺ながめる。その手には〝願い〟を潰す、強大な力が宿っている。〝Ｏ〟さえも消し去ることができる力だ。

　僕がこの場で〝Ｏ〟を消し去らないのは、〝Ｏ〟を壊すことが、〝出来損ないの幸福〟を壊すことと等しいからだ。〝出来損ないの幸福〟を無む理り矢や理り壊してしまえば、マリアの心は間違いなく壊れてしまう。

　そのことは、マリアが僕を拒否しているようにも映る。けれどマリアが望んだからこそ、僕が存在するのもまた事実だ。

　だから、どんなに絶望的に見えても、きっと方法がある。そう信じているし、信じられる。

　さて、確認しよう。

　マリアを救うためにはどうするか？

　答えはたった一つ。目の前にいる『彼女』から解放すること。

　その『彼女』の名を口にする。




「〝音おと無なし彩あ矢や〟」




〝Ｏ音無彩矢〟は再び、余裕を携たずさえた笑顔を作る。

「音無彩矢、か。確かに私は音無彩矢の外見をしているし、彼女が起源ではある。けれど、音無彩矢本人ではないよ」

「そうだろうね。あなたはきっと、『音無麻ま理り亜あ』の中にある、『音無彩矢』のイメージを実体化させた存在だ。本当に実在したであろう音無彩矢とは別物だ。元の音無彩矢も、すごい人だったのかもしれない。けれど、いくらすごい人だったとしても、人間だ。ここまで超然的じゃなかったはずだ。マリアの中できっかけがあって、音無彩矢という人物は神聖化されてしまったんだ」

　僕はマリアの境遇を想い、歯を食いしばる。

「その強大な存在から、マリアは逃げられない。いつまでも〝音無彩矢〟に囚とらわれ、追い込まれている。〝音無彩矢〟という怪かい物ぶつになるために、自分を蔑ないがしろにし、消そうとしている。だから──」

　右手を向け、〝Ｏ〟を威い嚇かくし、言い放つ。

「だから──マリアを解放しろ。〝音無彩矢〟」

〝Ｏ〟は僕の態度に、もちろん動じることはない。

「私に言われてもね。私は彼女を解放する方法など知らない。君ももちろん、その方法を知らない。……ああ、だがしかし、君の取る行動は手に取るように分かる」

「なに？」

　僕はこれからどうするべきか分かっていない。それなのに〝Ｏ〟は、僕さえ分からない今後の行動が分かっているのだと言う。

「どうして分かるのか？　それは君ができる行動がたった一つしかないからだ。一つしかない以上、君はどんなに迷っても、無む謀ぼうでも、そこに向かうだろう。それはただのあがきであり、徒労だろう。深海に潜もぐるがごとき行為だろう。しかし、そこに一ひと欠片かけらの希望もなくとも、君はそうすることしかできない」

　僕はそこで、〝Ｏ〟の言葉を思い出した。

「……そのたった一つしかない行動。それが、あなたが言った──」

「そう、この世界を去ることだ」

〝Ｏ〟が言っていることが具体的には分からない。

　しかしそれは正しい。その確信はなぜかある。

「君は、この世界を去り、永遠に帰ってこないだろう。敵である君が永遠に消え去れば、当然私の勝利だ。そうなれば、音無麻理亜は叶かなうはずのない『出来損そこない』の〝願い〟を、いつまでも追い求め、擦すり切れ、いずれ終わる。それを私は待つだけだ」

「だけど、僕がそうさせない」

「そうだね。君がこの世界に帰ってくることがあれば、私の予測できないなんらかの手段で、音おと無なし麻ま理り亜あを救い出したということだ。そのとき、私は敗北し、消失する。そのとき君は、音無麻理亜を、彼女の姉──『音無彩あ矢や』から解放している」

　ああ、分かった。

　つまり僕は、戻ってくればいい。

　ずっと僕が大切にしていた『日常』に。




　そうすれば僕は──逢えるのだ。

　もう遥はるか彼方かなたに追いやった、いつかの繰り返しの世界でも、僕が逢うことができなかった、裸はだかのマリアに。

　繰り返しを一回もすることのないマリアに。




　──ゼロのマリアに。




　ああ──だけど、それはどれだけ困難なんだろう？　もう僕が大切にしていた『日常』は壊こわれてしまった。なくなってしまった場所に、どうやって僕はマリアを連れて行けばいい？

　しかし僕は、〝Ｏ〟の言うとおりに、どんなに無む謀ぼうでもあがき続けるのだろう。

「さあ、最後の対決だ。星ほし野の一かず輝きくん」

〝Ｏ〟は手を広げる。

　僕をはっきりと見み据すえ、その美しくも醜しゆう悪あくな顔を歪ゆがめる。




「出来損そこないの世界で幸せに過ごすといい」




　そうして、〝Ｏ〟は僕を抱き締しめた。

　気持ちが悪い。だが、拒絶したくともできない。押しのけようと〝Ｏ〟の肩を摑つかもうとしても、実体のないその身体からだに僕の手は吸い込まれていく。まるで蜘く蛛もの巣に絡からめ取られるようだ。僕は〝Ｏ〟の身体に、細切れに入って、取り込まれていく。

　呼吸ができない。

　僕は〝Ｏ〟の中で溺おぼれる。

　ゆっくりゆっくりと、沈んでいく。その速度はあまりにゆっくりで、感覚では止まっているようだ。けれど光が徐々に自分から遠ざかっている。落ちていることがかろうじて分かる。

　沈み、沈み、永遠に沈み──

　──ここはどこだろう？

　まるで海の底の底の底。けれど太陽があるように明るい。

　聴覚にはノイズが際限なく入り込んでくる。近くか遠くか分からない距離から、笑い声が響いている。耳を塞ふさいでも消えない。あまりにうるさくて、思考するのをやめたくなるほどだ。

　呼吸は止まっているのに、苦しくはない。全身が空間に溶け込み、一体化し始めている。身体からだの主導権をこの空間に奪うばわれている。

　僕は、僕を失う。

　僕が、消えていく。




　これからどうなるか分からない。けれど、これだけは確信できた。

　エンディングには、この僕は溶けてしまって、いない。
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　　　　　１回目




「カズくんのことが、好きです」

　興味がない。僕は今、恋なんかに構ってる暇ひまはない。




　　　　　２３回目




「カズくんのことが、好きです」

　勘かん弁べんして欲しい。そんなことを言われてもどうすることもできない。




　　　　　１０５０回目




「カズくんのことが、好きです」

　うれしい。これだけ笑顔の素す敵てきな彼女に告白されて、そう思わないわけがない。




　　　　　１３１１８回目




　何度も靴の底で踏ふまれたガムのように、脳が頭の縁へりにへばりついている。使い古した油のプールにいるみたいに、体中に不快感が貼はり付いている。回っている。洗濯機の中にいるみたいにぐるぐるぐるぐると。周りの風景は変わらない。笑い声でうるさい闇やみの中。

　何も見えない。

　ただ繰り返す。

　闇に身体からだが溶けるまで続く繰り返し。細胞が分解されるまでの回転する繰り返し。繰り返し。




　──目を覚ました。

　吐はき気を堪こらえながら、まぶたをこすって、自分がいる場所を確かめる。

　斜めに傾いた黒板がある。どうやら僕は教室にいた。

「…………さっきまで見ていたのは、夢？」

　僕は教室の床に寝転がっていた。頭を搔かきながら、身体を起こす。

　教室の風景はいつもと違うものだった。まず机の配置からして変わっている。重ね合わせた四つの机の上には、明るいストライプのテーブルクロスが敷いてあり、窓には紙で一つ一つ作った花飾りが貼はり付けてある。黒板には女子が描いたらしい、かわいらしいメイドさんのイラストがあって、その右横にはこう文字が書かれていた。

『コスプレ喫茶』

「……はは」

　さっきまで見ていた悪夢と、この間抜けな単語との落差に、僕は苦笑する。

「──そうだ。今日は」

　10月10日、土曜日。

　学園祭だ。

　そのことを思い出すと、喧けん噪そうさえも心ここ地ちよくなる。

「何を妙みようなもの握にぎり締しめたまま、ボーッとしてるの？」

　聞き慣れた声。

「ん？　──って！」

　そちらに顔を向けたが、すぐに逸そらす。

　──だ、だって、不意打ちで目の前に脚があったんだもの！　肉付きが、個人的にちょうどいい白いニーソックスを穿はいた脚があったんだもの！

「あれあれ？　何その反応？　あたしの美脚に興奮しちゃったの？」

「し、してない！」

　と、反論したところで、僕は視線を上げる。アリス風の水色のメイド服を着た桐きり野の心ここ音ねが、ニヤニヤと僕を見下ろしていた。

「みんな忙しいのにサボってー。何してたの？」

「ええと……」

　眠る前にどうしていたんだっけ？

　いまいち何をしたらいいのか分からなくて、手持ちぶさたになって横になったのは憶おぼえている。昨日遅くまで学園祭の準備をしていたこともあって、思わず眠ってしまったのだろう。

　手には筒つつ状のものを握っている感触があった。そうだ。眠る前に、気合いを入れないとと思って、うまい棒ぼう（大好物のコーンポタージュ味）を食べようとしていたんだった。僕にとってうまい棒は、栄養ドリンク並みの効果があるんだ。そのくせ価格は十円。安い。みんな買おう。

　また準備を頑がん張ばろうと、僕は手に握られたものを囓かじった。

　──ガチリ。

「……あれ？」

　うまい棒にはあり得ない固い感触。

「あ、あたしのアルトリコーダーを、教室で堂々と吹こうとしているだと……！」

「え？」

　言われて僕は手に持っているものを見る。

　うまい棒ぼうを持っていたはずの右手には、どういうわけかアルトリコーダーが握にぎられていた。

「あ、あれ？」

「いやあああああ、変へん態たい！　変態が出た！」

　叫さけぶ心ここ音ね。

「……え、えと？　い、いやいや、ちちち、違うって！」

「いやああああ、笛を舐なめられる！　ねぶられる！　持ち帰られて神かみ棚だなに飾られる！　笛を使ってシャボン玉遊びをし始める！　軽快なメロディを奏かなでつつ、シャボン玉を膨ふくらませられる！」

「どんな変態だよ！」

　──と、どんなに思い返しても、僕がアルトリコーダーを手に取った記憶はない。

　ということは。

　息を大きく吐はく。冷静になった僕は、ゆっくり心音に言う。

「あのさ……心音が笛とうまい棒をすり替えただけでしょ？」

　これは心音のいたずらだ。

「ハア、ナンノコト？」

　とぼける心音。

「そもそも、なぜあたしがそんなことを？　どんな心境で、恋人でもない男子に自分の笛を吹かせようとするの？　それってどんな女子高生？」

「僕が聞きたい」

「もうっ、常識で考えて！　そんなことを、思春期まっただ中のいたいけな女子がするわけないでしょ？　分かるでしょ？」

「はい」

「つまりカズくんが自みずからあたしの笛を盗み、吹いたのです。それ以外の結論はありません。カズくんは変態です。認めてください。認めないとこの場が収まりません」

「はあ……」

「『僕は変態です』と言いなさい」

　下へ手たに反抗しても面めん倒どうくさそうだ。全面降伏する。

「僕は変態です」

「じゃあ次は……『僕は変態です。趣味は女の子のそり残しの毛を、凝ぎよう視しして辱はずかしめることです』。はい」

「僕は変態です。趣味は女の子のそり残しの毛を、凝視して辱めることです。特に脇わきが好きでたまりません」

「ひっ！　へ、変態！　寄らないで！」

　なぜか本気でドン引きしているご様子。無む理り矢や理り言わせたくせに理り不ふ尽じんだ。

「ところで心ここ音ね。メイド服似合うね」

「おおう、露ろ骨こつに話題を変えたね。まあ、そろそろ飽きたからいいけど。……で、メイド服ね。確かにかわいいよね。あたしってば何を着ても似合っちゃうよね？　絶世の美女だよね？」

「そうだね。絶世の美女に違いないね。空が青いね」

「何その薄いリアクション!?　自分から振ってきたくせに！」

　かわいいとは思ってるけど、自画自賛に対してはそんなリアクションしかできないよ……。

「さてはこのメイド服が胸を強調するデザインじゃないのが不満なんだな？　あたしのＥカップのおっぱいを、もっと強調し誘ゆう惑わくしろと言ってるわけだな！」

　言ってない。

「脇わきフェチ笛吹き変へん態たい野郎だけでは飽きたらず、ニーソ好きのおっぱいマニアか！　むっつりスケベとはまさにカズくんのことを表す単語だな！　Ｅカップのこの胸に──って、あ痛っ！」

　うるさく騒いでいる心音は、頭をこつんと殴なぐられた。

「はあ…………」

　呆あきれた様子で心音を叩たたいたのは、大おお嶺みね醍だい哉や。

　最近黒髪にした醍哉の左の耳たぶには、本来校則で禁止されているピアスの穴がある。端たん整せいな顔立ちと、斜しやに構えた態度から、付いたあだ名はやさぐれ王子だった。

　だけどこれでも一時期よりは丸くなった。その証しよう拠こに、学園祭とはいえ、クラスメイトに言われるがまま、執しつ事じの格かつ好こうをしていた。以前ならあり得なかったことだ。

　しかしこんな斜に構えた執事が実際にいたら、お嬢様に暴言を吐はいて一日でクビになるに違いない。……いや……需要はありそう？

　とにかく、誰にでも手厳しい醍哉は、僕にも意地悪をしてくるけれど、心音が調子に乗っているときには止めてくれる。

「醍哉、助かったよ、何か言ってやってよ」

「そうだな…………」

　いつもの醍哉ならこんな感じだろう。『まったく見ていられないな。いくら着飾っても、その内面は隠かくしきれない。馬ま子ごにも衣装と言うが、雌めす豚ぶたは衣装ではどうしようもないという実例だな』

　うん、こんなところだ。

　僕の期待を受けて、皮肉屋の醍哉は心音に吐き捨てる。




「僕の前で、他の男にアピールするな。嫉しつ妬とする」




　──はい？

　ええと、あれ？

　もしやこれは……醍だい哉やがデレている……？

「……あわわ」

　狼ろう狽ばいする僕。

　な、何が起きているんだ……？　確かに過去に色々あった二人が、付き合い始めたのは知ってるけど……！

「あ、ぅ……」

　心ここ音ねにとっても醍哉の発言は予想外だったのか、顔をみるみる赤くしていく。

「そ、その……！　あ、あたしが醍哉以外を好きになるわけないから……安心して…………」

　だんだん声を小さくする心音。その態度はものすごく女の子らしい。

「だがカズには、必要以上に心を許しているだろ？」

「友達！　友達だからだよ！」

「ふん、ならいいがな。キリは根っこの部分で自分が魅み力りよく的てきだと分かっていないから困る」

「う、うん。醍哉が言うなら気を付けるよ」

　困こん惑わくが徐々に消えると、心音は口こう角かくをこれでもかというほど上げる。醍哉の胸にぐりぐりと頭を押し当てる。

　……なんと、僕がここにいるというのに完全にいちゃつき始めた。家でやろう。

「あ……香水変えた？」

「よく気付いたな」

「毎日匂におい嗅かいでるもん。分かるよ。でも、香水は校則違反だよ。いけないんだ」

「お前も茶髪だろうが」

「でも、黒髪よりも茶髪の方が似合うって言ってくれたじゃん。あたしはもう眼鏡めがね掛けても、黒髪に戻してもいいけど、醍哉がこっちがいいって言うから変えないのに」

「ああ、似合ってるよ。わざわざ昔に戻ろうとしなくてもいい。その方が好きだ。だが、今はそういう話じゃなかっただろう？」

「……うん」

　上目遣づかいで醍哉を見上げる。

「……執しつ事じ姿かっこいい……。ね、ね。お帰りなさいませお嬢様って言って！」

「バカが。誰が言うか。お前がお帰りなさいませご主人様と言え」

「いいよぅ。お帰りなさいませご主人様。……あ、今度、醍哉のうちに遊びに行ったときも、これ着て同じことを言ってあげる！」

　絶望した。

　なんだこれは……！　か、完全にバカップルじゃないか！　心音はともかく、醍哉のこのざまはなんだよ！　こんな醍哉の姿、見たくなかった！　こんなの僕の醍哉じゃない！

「カズ。口をマヌケにポカンと開けてどうした？」

「ど、どうしたじゃないよ！　そんな見せつけるようにいちゃつかないでよ！」

「する必要がある。僕はモテるからな。こうやってカノジョがいることをアピールしておかないと、色々と面倒だ」

「……いくつか突っ込みたいところがあるけど、それは胸の中に押しとどめておくとして──とりあえず恥ずかしくないの？」

「見られて恥ずかしいカノジョを作った覚えはないな」

　この人、本当に恥ずかしいんだけど！

「……あたしと一いつ緒しよにいても、醍だい哉や、恥ずかしくないんだ？」

「むしろ誇らしいな」

「え、えへへへへ」

「ふふ」

「へへへへへ」

「ふふふ」

　もうやめて！　聞きたくない！

　二人よりも僕の方が赤面していると、肩に手が載のせられた。僕は振り向く。

「本当にこいつらは酷ひどいよな。カノジョいない俺らに見せつけてるとしか思えないぜ！」

　僕らの共通の友人である臼うす井い陽はる明あきだ。

「そうそ──って！」

　頷うなずき掛けたところで、僕はドン引きした。なぜって、陽明の服装だ。陽明もコスプレをしていたのだが、それがどういうわけか、他校の女子の制服だった。肩かた幅はばが広いせいで、はち切れんばかりになっている制服は、へその辺あたりまでしか丈たけがなく、中に着ている緑のシャツが見えている。スカートからは、野球部で鍛きたえられているたくましい脚が伸び、その筋肉の存在感をこれでもかと主張している。すね毛くらい剃そってください！

　ていうかなんでこの人、この格かつ好こうで恥じらいもなく堂々としていられるの？　ここは陽明の自宅？

「あーあ、かわいいカノジョが欲しいぜ。まったく俺の味方はホッシーだけだぜ」

「…………ち」

　その言葉を聞いて、僕は肩に乗せられていた手を払いのけた。

「え？　な、なんだよホッシー？　冷たい態度だな」

「……知ってるんだよ陽明」

　僕は普段出さないような低い声で言う。

「……何をだよ？」

「最近他校の女子と仲がいいらしいね。デートもしたんだってね」

「ぎく」

「……あ！　分かっちゃった！　さては制服もデートしてたその女子のでしょ？」

「…………」

　引きつった笑顔を浮かべ、押し黙だまる陽はる明あき。どうも図ず星ぼしのようだ。

「自分もイチャイチャできる相手がいるのに、白々しくも『俺の味方はホッシーだけだぜ』ってよく言えたものだよね。それはもう非リア充への暴力だよ」

　卑ひ屈くつな笑みで陽明に指摘する僕。

「……いや……その……ほら、別に付き合ってるわけじゃねえしさ。まだどうなるか分かんねーし。それなら、なんつーか俺も、モテないキャラのままの方が気楽っていうか……」

「ぺ！」

　唾つばを吐はき捨てる真ま似ねをする。

「ホームレスの真似をするのが趣味の金持ちみたいだな！」

　ふふふ、と卑屈な笑みを続ける僕。

「そ、そこまで言うか？　なんか喩たとえがよく分からねーし。……つーか、それを言うんなら、ホッシーだって──」

「僕だって？」

「霞かすみが──むぐぐ！」

　彼女の名前を出した瞬しゆん間かん、心ここ音ねに口を塞ふさがれる陽明。

　僕はといえば、その名前を聞いて、すっかり赤面し、口を閉ざしてしまう。

　だって彼女──茂も木ぎ霞は、僕が恋している子の名前だ。

　──お、おかしいな。そのことは話したことがないのに、どうして茂木さんの名前が陽明から出てくるんだろう？

　心音は小声で陽明に耳打ちする。

「……バカハルめ。二人の関係はまだデリケートなの……ほっといてあげて……」

「……おう、そうだったか……でもほら、どう見ても両想い…………」

「……だからこそほっとくの！　変にあたしたちが介かい入にゆうしたら妙みような感じになるんだから。……あの二人、自分たちが普段イチャついてる自覚ないんだよ……」

「……マジかよ。あいつら小学生かよ……」

　思いっきり聞こえてるけど。

　で、でも、両想いとか、な、何を言ってるんだろう？　そんなわけがない。確かに茂木さんは僕に笑顔をよく向けてくれるけど……それは、その、彼女の性格が明るいだけだ。よく僕を頼ってくれるのも、僕が頼りやすい性格だからだ。……そう。そうだ。そうに決まってる。

　けど。

　けど、二人がそういうのなら、もしかしたら本当に──

「カズくん」




「ひっ！」

　まさに考えていた人から声を掛けられ、僕は思わず悲鳴を上げる。

　慌あわてて振り返る。

「え、えと？」

　車いすに乗った細身の少女──茂も木ぎ霞かすみが、僕の過剰な反応に目を丸くしていた。

「『ひっ』ってなにかな？　もしかしてナース服、似合ってない……？」

　茂木さんは口をすぼませて、こうべを垂れる。車いすの彼女は、ピンク色のナース服を着ていた。

　も、茂木さんもコスプレすることになっていたんだ……。

　不意を突かれて、心臓の鼓こ動どうがすごいことになっている。もうこの音、大きすぎてみんなに聞こえるんじゃないだろうか？　どぎまぎして、目を合わせられない。

　似合ってないなんてことあるわけない！　僕は涙なみだ舐なめフェチとして有名だが、メイドフェチでもあり、ナースフェチでもある！（暴ばく露ろ）そもそも茂木さんのコスプレなんてナースでなくてもなんでもかわいいに決まってる！

　ちゃんとそのことを伝えないと！

　上目遣づかいで僕を見ている茂木さんに言う。

「すごい似合ってるよ！　かわいいよ！」

「か、かわ──」

「本当だよ！　すごくかわいいよ！　めちゃくちゃかわいいよ！」

「～～～～～っ!!」

　真っ赤になってうつむく茂木さん。

　あれ？　どうしたのだろう？　正直な感想を言っただけなのに。

「あーあ、また出たぜ、ホッシーの天然すけこまし能力が」

「あたし、あれわざとやってるんじゃないかと、最近思ってきた」

「マジかよ。だとしたら腹黒すぎんだろ」

「ああいう無む邪じや気きな顔をしている奴は、意外と女を喰くってる。主婦の隠かくれた欲望を見抜いてこましてる。ソースはレディコミ」

　陽はる明あきと心ここ音ねは言いたい放題だ。

「あののの……！」

　二人を遮さえぎるように発言する茂木さん。

　微び妙みように嚙かんだことを照れくさそうにしたかと思うと、茂木さんは僕をグッと気合いを入れて見てきた。

「ええと？」

「今日は、『私わたし係かがり』よろしくお願いします。カズくん」

　頭をぺこりと下げる。

　──『私係』……？

　心ときめくそのワードが、なんのことかよく分からない。だけど、陽はる明あきも心ここ音ねも、ついでに醍だい哉やも、からかうような笑顔で僕らを見ている。……うん、おかげで、『私係』の意味が分かった。

　今日僕は、学園祭の間中ずっと、茂も木ぎさんに付き添って案内するのだ。




　事故に遭あって、歩くことができなくなってしまった茂木さんは、まだリハビリ中で学校に本格的には復帰できていない。

　クラスメイトはそんな茂木さんを、学園祭に参加させてあげたいと考えていた。自分たちが仲間であることを、茂木さんになんとしても示したかったのだ。

　茂木さんに不自由なく学園祭を楽しんでもらうために、僕らは色々考えた。その話し合いの中で一日中彼女に付き添う人間が必要だということになり、その役はどういうわけか満場一致で僕に決まった。

　もちろん僕は快かい諾だくした。嫌いやなわけがない。茂木さんと一いつ緒しよに居られるのはうれしいに決まっている。もしこの学園祭の思い出が、彼女のリハビリ生活の力になってくれれば、これは本当に素す敵てきなことだ。

　僕は、まだ頭を下げている茂木さんに、思わず微笑ほほえみを浮かべる。

「こちらこそ、よろしくね、茂木さん」

　言って、頭を下げる。

「あ！　そんな……！　あの、本当に迷めい惑わくをかけちゃうと思うけど、よろしくお願いします」

　またぺこりと頭を下げる茂木さん。

「遠慮しないで色々頼んでね。茂木さんをうまく楽しませることができるか自信はないけど、頑がん張ばるから」

　ぺこり。

「ああ……！　頭下げないで！　私、カズくんと回れてうれしいから！　だから本当によろしくお願いします」

　ぺこり。

「えへ」

　ぺこり。

「えへへ」

　ぺこり。

　ぺこりぺこりぺこりぺこり。

　なぜかお互い照れ笑いを浮かべつつ、頭を下げ合うことに。

「てい！」

「痛っ」

　そんな感じでいたら、陽はる明あきに頭を叩たたかれた。

「酷ひどいよ、陽明……」

「これぐらいされて当然だろ！　さっき俺は、デートしたってだけでホッシーに責められたんだからな！」

　……まあ、さすがに割と幸せな境きよう遇ぐうにいることは自覚したよ。

「おい、星ほし野の。こっちはもういいから、行ってもいいぞ」

　委員長の宮みや崎ざきくんが、少し不ふ機き嫌げんそうな声で、こちらに呼びかける。別に僕らに気を悪くしているのではなく、これが彼のデフォルトの態度だ。

「じゃあ遠慮なく」

　宮崎くんに言って、車いすのハンドルを持つ。

「行こう、茂も木ぎさん」

「うんっ！」

　そうして僕は、車いすを押し始める。




　ああ、こうして。

　最高の一日がまた始まる。




「……………………あれ？」

　─────また？

　しかしそのわずかな違和感は、振り返って笑顔を向ける茂木さんの前に消えた。







　学園祭の締しめくくりはキャンプファイヤーと世界的に決められている。……なんてのは噓うそだ。本当はどれだけ浸しん透とうしているのか知らない。

　生徒たちは赤く照らされながら、オクラホマ・ミキサーに合わせ、フォークダンスを踊っていた。たまたま僕らが告白シーンを目もく撃げきした（びっくりした！）一年生のカップルが、うれしそうに手を取り合っている。最後まで見届けはしなかったが、どうやら告白は成功したらしい。

　その奥では、コスプレから制服に戻った、心ここ音ねと醍だい哉やが踊っていた。二人には複雑な過去があって、これまでは関係がもつれていた。しかし二人は過去と向き合い、付き合うことにした。過去が二人に立ち塞ふさがることはこれからもあるだろう。けれどそんなことは今は関係なく、幸せそうに踊っている。

　制服姿に戻った茂も木ぎさんは、車いすに乗って、揺ゆれる炎をじっと見つめている。この瞬しゆん間かんを強く記憶に結びつけようとするかのように、真剣に。

　まだ高校二年の僕だけど、ちゃんと分かっている。

　これほどに輝きに満ちた時間は、何度も来ない。この青春のきらめきは、一生の宝物になり、僕は今後もずっと大切に抱かかえ込み続ける。

　それはきっと、心ここ音ねや醍だい哉やたち、他の多くの生徒も同じだろう。この学園祭には、それぞれ一人一人に青春の物語がある。それは楽しいものだけではないかもしれない。けれど、この特別な日は、人生に意味を持たせ続けるのだろう。

　同じ日は二度と来ない。

　踊っているカップルを見て、茂木さんは小さく呟つぶやいた。

「いいなあ」

　思わずどきっとする。だって茂木さんの身体からだでは、あんな風には踊れない。

　僕の表情を読み取って、茂木さんは必死に手を振った。

「あ、違うよ！　踊れないことを嘆なげいてるわけじゃないよ！　単に、こんな特別な日に、お互いに好き合ってるっていうのが羨うらやましかっただけだよ！」

　それが本当なのはすぐに分かった。茂木さんの表情は、すごく満ち足りていていたからだ。

「カズくん」

　さすがに今日一日中過ごして、僕も茂木さんの気持ちが分かった。

「この身体になったとき、思ったことがあるの。私はもう、普通の幸せが手に入らないって。いくら無理に明るくしても、たまに楽しいと思えることがあっても、この身体のことはずっと付きまとう。笑顔でいても、どこか心に引っかかりがあるんだろうって、そう思ってたの」

　自じ虐ぎやく的なことを言う茂木さんの表情は、けれどとても穏おだやかだ。

「でもね、今日の私、自分の身体への後ろ暗さなんて、まったく感じなかった。本当に、まったくだよ！　大発見だよ！　例えばね、カズくんと踊りたくても踊れないのは事実なのに、全然それでもいいと思えるの。しょうがないって自分を偽いつわってるわけでもなく、それでいいって、それでも幸せだって思えるの。すごくない？」

　僕は微笑ほほえんで、深く頷うなずいた。

「心の底から今日を楽しめてる自分が、好きになれたの」

　茂木さんは僕の手を握にぎる。

「そんな気持ちにさせてくれて、ありがとう」

　少し顔が赤くなっているのは、炎に照らされているからではないだろう。僕はその表情を見て、茂木さんがこれから何を言うか分かった。




「カズくんのことが、好きです」




　その笑顔は、世界中の何よりも美しかった。本当に、掛かけ値ね無しにそう思えた。そんな笑顔を茂も木ぎさんは僕一人だけに向けてくれるのだ。僕は、間違いなく世界一の幸せものだ。この笑顔を護まもるためならなんでもできる！

　胸を満たすこの気持ちは、もう容量いっぱいで口から溢あふれてしまいそうだ。体中の細胞が喜び弾はずんでいる。

　間違いなく人生最良の日。

　そんな日が。

　こんな何度でも繰り返したい日が。

「ああ──……」




　──糞みたいな茶番だと、思うんだ。




　温かい風に紛まぎれた冷たい風が頰ほおを撫なでる。刃物で切られたような冷たさに、のぼせ上がった僕の頭は一気に冷える。

　なんだここは、気持ち悪い。

　優しく見えた赤い光景は、油絵で描かれているような違和感まみれの光景に変わる。まさに絵え空そら事ごとだ。

「く、く──」

　せせら笑う。自分がここまで思い出せなかったことが滑こつ稽けいで。

「……カズくん？」

　突然の僕の変わりように、茂木さんは首を傾かしげる。

　しかし僕は茂木さんを構うことなく、右腕を見る。

　ああやはり。そこにあるはずの傷きず跡あとがない。

　──マリアを救うためにした、僕の覚かく悟ごが消えている。

　今の僕は〝箱〟を潰つぶす力を使えないのだ。

　目を丸くしている茂木さんを見る。

　告白はうれしい。それは紛れもない真実の感情だ。繰り返しの世界で徐々に茂木さんに心惹ひかれていった僕は、本当に茂木さんのことが好きになっている。すっかり茂木さんに恋をしている。

　しかし、この物語に続きはない。告白され、両想いになるだけで終わる。次の展開はない。

　ああ、そういえば、この経験は以前にもしている。これは立場が変わっただけで、かつて〝拒絶する教室〟で経験したことだ。茂木さんが何度も僕に告白し、気持ちが報むくわれたことに喜び、しかし次がないことに絶望した。その無価値と同じだ。

　そう、どんなに心ここ地ちよくても、ここは欺ぎ瞞まんで塗り固められた世界なのだ。どんなに幸せなように見えても偽にせ物ものなのだ。そうだろう？

　だって──いない。

　ここにはマリアがいない。

　彼女がいないことを前提に動く世界。ハッピーエンドにも思える世界。もし彼女が僕らの許もとに〝箱〟をもたらさなければ、こんな日々があったかもしれない。すべての元げん凶きようは〝Ｏ〟であり、〝出来損そこないの幸福〟かもしれない。

〝箱〟という非日常をもたらしたマリアは、僕らにとって害だった。

　けれど──

「関係ない」

　僕は生きる。マリアのためだけに生きる。

「……カズくん？　どうしたの？」

　この状況はいつかの〝拒絶する教室〟にそっくりだが、茂も木ぎさんがまた仕向けたわけではないだろう。しかし偶然の一致とも思えない。マリアは、繰り返しの世界であまりにも長い時間を過ごしたことで影響を受けた。おかげで〝出来損ないの幸福〟は、〝拒絶する教室〟と似た力も得た。

　それは、幸せな日々が永遠に継続する能力。

　しかしそれは虚構で、一日だけで、繰り返し続ける。

　そう、僕の敵である〝Ｏ〟は、作さく為い的てきにその世界に僕を取り込み、追いつめることにしたのだ。

　この幸せを受け入れてしまったとき、マリアがいなくてもいいやと思ってしまったとき、僕は〝Ｏ〟に負け、この世界に取り込まれ続けるのだろう。

　だから僕は、茂木さんにはこう言わなければいけない。永遠に明日のない僕らの関係性にはこう言う他ない。

「……明日まで待って」

　絞しぼり出すように声を出すと、僕は茂木さんに背を向けて駆かけ出した。

「カ、カズくん……!?」

　呼び止める茂木さんの声も無視し、校舎に入り、階段を駆け上る。一足飛びに屋上に向かう。扉を開けると、夕暮れの光が目に突き刺さった。

「はあ……はあ……はあ……」

　この繰り返しの日々に抵抗するために、僕は記憶を継けい続ぞくしなければいけない。〝拒絶する教室〟では、茂木さんやマリアたちが大型トラックに轢ひかれる様さまを見て、そのショックで記憶を継続することができた。

　確信はないが、今回も似たようなことをすれば、同じ事ができるはずだ。そしてその方法は、ここに来ようとした時点で思い付いていた。

　屋上から飛び降りる！

　全力で金かな網あみに向かって走る。全力で走ることで、高所から落ちる事への恐怖が足を摑つかんで僕を動けなくさせるのを振り払う。

　飛びつくような勢いで金網を摑み、登りきる。

　金網の上に立ち上がる。

「────ぁ」

　遠くの地面が視界に入ってしまった。

　──僕はこれからあの固い地面に叩たたきつけられる。

　一いつ瞬しゆんにして恐怖に絡からめ取られる。足が硬こう直ちよくする。興奮状態から一気に冷えた頭は、次々に言い訳を繰り出す。『自殺だなんて頭がおかしい。今すぐ戻って茂木さんの告白を受け入れろ。マリア一人に執しゆう着ちやくするなんてバカバカしいことだ。彼女以外の誰もが幸せな世界になんの不満がある？　考え直せ飛ぶな死ぬな考えるな忘れろ忘れろ忘れろ────』

「う……るさいんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　思い切り金網を蹴けり出す。

　赤い空に、浮かぶ。

　イメージする。世界を飛び越えるイメージ。

　一瞬だけ、完かん璧ぺきなはずの世界にひびが入った。ひび割れの先に見えた闇やみは、この場所が偽にせ物ものだと証明するかのようだった。

　だがそれは本当に一瞬だった。世界はすぐに何事もなかったかのように、闇を隠かくす。

　そして待っているのは、逆さまに落下する現実だ。

　慈じ悲ひもなく、遠慮もなく、容よう赦しやなく、僕は地面に叩きつけられる。

　ぐしゃり。

　自分の頭ず蓋がい骨こつとその中身が潰つぶれる音を聞いて、僕の意識は──




　　　　　１３１８９回目




　──連続した。

　落下し、脳をはみ出させているはずの僕は、教室の床に横になっていた。クラスメイトたちは学園祭を前にして、忙しそうにしている。

　僕は身体からだを起こし、手に持っているアルトリコーダーを床に置く。

「あ、ぐ……」

　脳のう裏りに焼き付いた先ほどまでの光景が、心臓の鼓こ動どうを狂わせる。脂あぶら汗あせが止まらない。今すぐにでも胃の中の物をすべてぶちまけてしまいそうだ。

　もう二度とあんな思いをするのはごめんだ。けれど……たぶんこれから何回も同じようなことを繰り返すことになるのだろう。

　だって──

「成功した」

　記憶の継けい続ぞくに。

　それは、この世界に対抗するための最低条件だ。だって、記憶がなくなれば僕はまた、この学園祭の一日を楽しむだけで終わる。無意味なこの世界の歯車になる。

　それを防ぐためには、自殺めいたことをしなければならない。

　ふらふらと立ち上がり、テーブルクロスが敷かれている机に肘ひじを置き、体重を預ける。

　遥はるか以前に僕は〝Ｏ〟に取り込まれた。それはもうかなり昔であり、いつのことか分からない。記憶は薄くぼやけていて、まるで映画の内容のように、自分に起こった実感がない。僕は長い間この今日を──この学園祭の一日を──繰り返し、幸せな幻想の中にいた。

　かつての〝拒絶する教室〟のときと違い、繰り返した回数は把は握あくできていない。あのときは記憶を継続しているマリアが繰り返しの回数を数えていたから、今いる地点を確認できたのだ。

　すでに僕は一万回以上同じ日を繰り返しているのかもしれない。この世界に染まりつつあるのかもしれない。そうだとしても、僕はそれに気付くことができない。

　現実世界の感覚は忘れてしまった。この世界と本当の世界の違いが分からない。これが繰り返しの世界だと気付いたのは、おそらく奇き蹟せきに近いのだ。

　記憶の継続がなくなれば、そのうちこの世界に疑問を持つことがなくなってしまう。そうなれば、一万回でも、百万回でも、百億回でも、学園祭の楽しい一日を繰り返す。

　終わらない一日を繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し味がしなくなるガムを嚙かみ続けるように、溶けて、消えて吞のみ込んで。

　──それは死と何が変わらない？

「う、あ──」

　恐怖。

　何もかもの意味を塗り潰つぶされて漂ひよう白はくされて自分に価値がなくなる恐怖。

　けれどその恐怖さえも、いずれ自覚できなくなる。

「ぐ……!!」

　僕は恐怖に駆かり立てられるように、教室を飛び出した。

　呼び止める心ここ音ねの声が聞こえたが、そんなのに構っていられない。僕はこの繰り返しの世界を終えなければいけない。




　学園祭に盛り上がる学校を勢いよく飛び出したはいいが、僕はすぐに足を止めることになった。

　行く当てがない。それどころか足がかりらしい足がかりすらない。

〝拒絶する教室〟では〝所有者〟捜さがしという目的があった。だが、今回は捜すべき〝所有者〟がいない。〝Ｏ〟──つまり〝出来損そこないの幸福〟の一部に取り込まれたのだから、強しいて言えば〝所有者〟はマリアと言える。

　だがこの世界にマリアはいない。だから捜しようもない。

「でも──」

　この世界はマリアと繫つながっている。だったらどこかに、ヒントがあってもおかしくない。

「マリアの欠片かけらを、この世界で見つけるんだ」

　それを捜し当てれば、きっと解決の糸口が見つかるはずだ。




　街を走り回った。まず僕が向かったのは、マリアがかつて住んでいたマンションだ。そこは現実世界と同じように空き部屋になっていた。ペパーミントの香りももちろんしない。ずいぶんと見回したが、そこに何も手がかりを見つけられなかった僕は、かつて現実世界でマリアと一いつ緒しよに行ったところを回ることにした。

　公園、ゲームセンター、カラオケ、ショッピングモール、病院、遊園地、ファミレス、喫茶店、焼き肉屋──しかし、どこにもマリアの欠片かけらを見つけられない。

　そんなものはこの世界に見当たらない。

　結局、闇やみ雲くもに走り回っただけで、時間は無む惨ざんにも通り過ぎ、空は赤く染まり始めてきた。

　前回飛び降りた時間が迫る。また記憶を定着させなければいけない。また自殺めいたことをしなければならない。

　この繰り返しの世界の一日が、どこで区切られているのか分からない。前回飛び降りた時間が過ぎれば、いつリセットされ、連続した記憶が消えてもおかしくない。

　この前の時間までに、また飛び降りないと！

　もちろん死にたくもないのに飛び降りることは異常で、恐怖だ。

　だが、やるしかない。

　飛び降りにこだわる必要も、そこが前回と同じ場所である必要も理屈としてはない。だが僕はまた、学校の屋上へと向かった。

　校門をくぐり、校舎へと向かう。その途中、見知った相手に呼び止められてしまう。

「ホッシー！」

　陽はる明あきだ。眉まゆをつり上げて、しかも車いすを押しながら、僕へと向かってくる。

「どこに行ってたんだよ！　ホッシーは今日、霞かすみの世話係だろ！　お前も楽しみにしてただろ！　それなのになんで!?」

　もっともな怒りだ。

「い、いいよ陽はる明あきくん……たぶん、事情があったんだよ」

　茂も木ぎさんの言葉は優しいが、残念に思う気持ちを表情が隠かくしきれていない。

　──茂木さん。僕だって、何も考えず君と学園祭を回りたいよ。近くで君の笑顔を見ていたいよ。……でも、できないんだ。

　この世界に用意されたその『設定』に引きずられるわけにはいかない。その誘ゆう惑わくに負ければ、いつまでもこの繰り返しを抜け出すことができない。

　気持ちを押し殺し、僕は質問する。

「マリアを──音おと無なし麻ま理り亜あを知っている？」

「……こんなときに何を言ってるんだよホッシー？　誰だよそれ？」

　陽明は語気を荒らげる。

「もしかしてその人が、カズくんが今日いなくなったことに関係あるの？」

　やはり二人ともまったくマリアのことが分からないようだった。

「あ……うっ……!!」

　それを聞いて耐えられなくなる。僕は二人に背を向けて屋上へと走り出す。

　早く飛び降りよう。早く飛び降りないといけない！　死ななきゃいけない！

　──何にそこまで耐えられない？

　二人はマリアを知らない。マリアの影が二人から感じ取れない。

　それはいい。それは分かっていたし、覚かく悟ごしていた。

　それなのに何を僕はこんなにショックを受けている？　うろたえ、苦しみ、焦あせり、逃げだそうとしている？

　だって僕は、違和感をまるで抱けなかったのだ。マリアを知らないことは本来おかしなことのはずなのに、それが不自然に思えないのだ。マリアなる人物は、もう創作上の、関わりようがない世界の人間としか思えない。

　たった一人、マリアのことを憶おぼえている僕の方が、明らかに偽にせ物ものめいている。

　そうして気付いた。




　マリア。

　君はどんな女の子だったっけ？




　マリアのことを忘れかけている僕は、どれだけの時間による暴力を受けてしまった？　楽しい偽物の時間は、すでに僕を圧あつ死しさせるに十分なだけの質量を持ってのしかかっている。

　今後さらにマリアのことを忘れてしまうなら──なんのために孤独な戦いを続ける？

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　疑念を振り払うかのように足を動かし、屋上へ駆かけ上る。

　扉を開く。視界に飛び込むのは赤い世界だ。もう時間がない。

『カズくんのことが好きです』

　この世界は魅み力りよく的だ。この世界に居続けたい。

　しかし首を大きく振る。

　迷わない。迷いたくない。迷ってはいけない。僕は躊躇ためらう余地なく金かな網あみをよじ登り、その上に立つ。

　落ちる。

　僕は逆さまになり、また頭の中身をぶちまける。




　　　　　１３１９０回目




　朝の教室に舞い戻った僕は、記憶が連続していることを確認すると、立ち上がる。

　けれど瞬しゆん時じに、立ちくらみが起こる。額ひたいを抑えると手が震ふるえている。飛び降り自殺が深い精神的ダメージを与えている。

　──いつまでこんなことを続けられる？

　弱気を振り払うように頭を振った。これ以上考えてはいけない。心に隙すきを見せれば、繰り返しの世界に一瞬で押し流されるだろう。

「……よし」

　今回は学校を徹底的に調べ上げよう。校舎を歩き回り、マリアとわずかにでも接点があった人物に、しつこく聞き込みをするのだ。

　茂も木ぎさんをほっといて、学校を歩き回る僕への風当たりは前回以上だろう。でも僕はやりきるのだ。……やりきるのだ。




「────は、」

　屋上の扉に寄りかかる僕の目の前には、赤い空が見えている。またなんの手がかりも得られず、一日が終わる。

　茂木さんを悲しませ、クラスメイト全員に責められてまで敢かん行こうした聞き込みの結果は無む惨ざんなものだった。誰もマリアを知らなかったし、マリアに繫つながる情報もなかった。

「────ふ、はは」

　空から笑いをするしかない。憔しよう悴すいはかなりのものだ。連続した繰り返しの中で眠っていない影響もあるのか、脳が疲ひ弊へいしきってしまい、真っ直ぐに歩けない。休きゆう憩けいしたい。何も考えたくない。逃げたい。逃げてしまいたい。茂木さんと学園祭を楽しむだけの一日に、一回だけでもいいから戻りたい。

　でも、できない。

　そんな甘い世界をもう一度味わえば、僕にこの繰り返しを耐える気力はなくなる。

　だから、また飛び降りよう。

　自殺しよう。

「…………本当に狂ってる」

　──なんだこのロジック？　どうしてこんな痛いことを繰り返さなければならない？　そんなに僕がしようとしていることに価値があるのか？

　それ以上考えずに、屋上から飛び降りる。

　ぐしゃり。また頭の中身をぶちまける。
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　記憶は連続した。しかし教室の床に横たわったまま、立ち上がることができない。やらなければいけないという気持ちはあるが、身体からだと心が付いてこない。

　せめて砂すな粒つぶぐらいの大きさでもいいから、希望が欲しい。豆電球の光ほどでもいいから欲しい。とにかく一歩だけでも先に進みたい。

　鉛なまりのように重たい身体を起き上がらせる。




　けれど今回も成果はない。

　屋上で僕は仰あお向むけになって倒れていた。誰もマリアのことを知らない。ここにはマリアの影さえない。

「う……う……」

　涙を流す。もう飛び降りたくない。もうこんな痛い思いしたくない。茂木さんの悲しそうな顔を見たくない。何もかも嫌いやだ。

　けれど諦あきらめるわけにはいかない僕は飛び降りる。ぐしゃり。頭の中身をぶちまける。

　いっそ殺せ！




　　　　　１３１９２回目




　けれど続く。記憶は続く。僕自身が招いたことなのに苦しくて、教室で泣き喚わめく。注目を浴びていても、堪たえられない。

「く、そ──」

　ひとしきり泣き喚いたところで涙を拭ぬぐい、呪のろうように吐はき捨てる。

「諦あきらめない」

　僕は絶対に諦めない。




　　　　　１３２０１回目




　赤い空を屋上から眺ながめる。

　何度同じ日を繰り返しただろうか？　それでもまだ十回程度か。

　もうやることもなくなってきた。マリアの欠片かけらなんてどこにもない。

　僕はこの繰り返しの世界に閉じ込められているのだ。出る手段などないのだ。

　じゃあ一体どうすればいい？　それでもまだ戦わなくちゃいけないのか？　連続する記憶をなくしちゃいけないのか？　もう十分頑がん張ばったんじゃないか？　休んでいいんじゃないか？

　自分を納得させようとする思考に襲おそわれる。襲われ続けて、終わらない。もうずっと、逃げることしか考えていない。




　けれど僕は金かな網あみを上った。意味があるかも分からない。正しいのかも分からない。けれど僕は、マリアを日常に連れ戻すという執しゆう着ちやくにまだ縛しばられている。

　僕は飛び降りる。

　頭の中身をぶちまける。

　あはは、そろそろぶちまける中身もなくなったんじゃないかな？




　　　　　１３４４５回目




　落下した回数は２５０を超えた。２５０回死んだ。屋上から見下ろすとキャンプファイヤーが見えた。遠く離れたオクラホマ・ミキサーに、もう意味を見出せない。




　思考はしばらく前にカットした。邪じや魔まだった。

　今こうして、意味のある言葉を頭に浮かべていることさえまれなことだ。

　けれど僕は屋上から飛び降りる。また見えない死体の山に僕の死体が一つ積み上がる。

　もうそうするのがどうしてだったか、考えていない。

　ぐしゃりぐしゃり。




　　　　　１４５９０回目




　マリアって誰？

　僕は飛び降りる。

　ぐしゃりぐしゃり。




　　　　　１４６８８回目




　死体。５００体の。

　星ほし野の一かず輝きは飛び降り自殺するための装置。




　　　　　１４８８８回目




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　　　　　１５２３３回目




「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」




　　　　　１８９００回目




「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」




　　　　　２２０００回目







「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」




　　　　　２６０００回目




「










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」




　　　　　２７５００回目




「

























　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」




　　　　　２７７５６回目




「あ……？　あ？」

　屋上で赤い空を見ていたら、僕は突とつ如じよ、言葉を思い出した。

「……夕焼けだ」

　それが幾日ぶりだかも分からない。夕焼けも、飛び降りる行為も、思考を失い続けていた僕には、すっかり意味をなくしたただの現象となっていた。

「きれいだ」

　そんな普通の感想が浮かぶのが奇き蹟せきだ。もう今が何回目の学園祭かは分からない。最近の記憶もない。

　今一いつ瞬しゆんだけ、人間に戻れている。

　けれど、きっとこれは本当に奇蹟で、ここを逃のがしてしまえば、僕はまた人間ではなく現象に戻る。ただ一日を過ごし、夕日を見ると飛び降りる、その行為を自動的にする意味のない現象になる。

　ああ……決断しなければいけない。僕は繰り返しの日々を逃れるために、自殺を繰り返していた。でも結局、違う繰り返しに囚とらわれてしまっただけだった。がんじがらめの僕は、この結果を受け入れるしかない。この無む為いな繰り返しをやめる決断をしなければならない。

　飛び降りるのをやめなければいけない。




　彼女を諦あきらめなければならない。




　──それでいいのか？

　かつての僕が問いかける。それは彼女を日常に連れ戻すことのみに執しゆう着ちやくした、もう形けい骸がい化した僕だ。僕の思考を奪うばって、飛び降りさせた元げん凶きようだ。

　──それでいいのか？

　よくない。僕は助けたい。彼女を助けたい。きっと僕にとって彼女は何よりも大切だった。僕の命を、他の命をすべて犠ぎ牲せいにしても、彼女を助けなければいけないと思っていた。

　だけど……




　だけど──




　──彼女の名前はなんだっけ？




　この繰り返しの日々に、彼女の面おも影かげさえも塗り潰つぶされた。これが敵の策さくならば、僕はまんまとその策に嵌はまっている。膨ぼう大だいな時間に、僕は彼女を忘れていく。彼女を助けられないし、彼女を助ける意味すらなくした。

　僕は完全に敗北したのだ。

「でも、それでいい……よね？」

　十分戦った。繰り返した日数は憶おぼえていないが、酷ひどく膨大だ。きっと過去の〝拒絶する教室〟に並ぶほどだろう。これ以上無む為いな戦いを続けても壊こわれてしまうだけだ。

　……いや、もうとうに壊れている。

　この戦いの記憶を消さなければ、狂った自分を消すことはできない。

　それを自覚しても足は、僕を屋上に引き留め、隙すきあらば金かな網あみを超え飛び降りようとしている。それが僕の習性になってしまっている。

　ふざけるな！　邪じや魔まをするな！　何度も自分の太ふと股ももを殴なぐり、阻そ止しする。もう限界だろ！　分かれ！　諦あきらめろ！　痛みで足が上がらなくなってようやく、足は勝手に死ぬ習慣を止めた。

「はあ……はあ……」

　ずりずりと重い足を引きずりながら、無む理り矢や理り屋上を離れる。荒い呼吸をしながら階段を一段一段下りる。

「……戻ろう」

　楽しいことを思い浮かべよう。

「……戻ろう」

　茂も木ぎさんの笑顔を思い浮かべよう。

「楽しい学園祭の中に……戻ろう」

　僕は幸せな世界に向かう。それが偽にせ物ものでも構いやしない。

　玄関を出て、校庭へと向かう。キャンプファイヤーの炎が見える。聞こえるオクラホマ・ミキサー。

　──ああ、本当に久しぶりに、学園祭に戻ってきた。

　なら、本当に戻ってきたのなら、茂木さんの許もとに向かわないといけない。ずっと言えなかった言葉を伝えなければいけない。

　それが名前も忘れてしまった『彼女』への決別になる。

　呪のろいを掛けられていたように重かった足は、その決意で徐々に軽くなる。空くう虚きよで、凍こおっていた心が、少しずつ温かみを取り戻していく。

　心の中心にあるのは、僕が恋をしている女の子の笑顔だ。

「カズくん……？」

　車いすの少女が、炎の前に現れた僕を見つけ、車輪を漕こいで僕に近寄ってくる。

「今日はどうしたの？」「普通じゃなかったけど大丈夫？　顔色悪いよ？」「……大丈夫だったら、せめてキャンプファイヤーだけでも楽しめないかな？」精せい一いつ杯ぱい作った笑顔で優しく接してくれる。

　傷付いていないわけはない。心から今日を楽しみにしていたのに、僕に約束を破やぶられたのだから。

「…………ごめん」

「え……？　い、いいよ。カズくんにも事情があったって分かってるから……」

「ごめん！」

　涙が浮かび、もう止まらない。

「え、えと……今日一日だけのことでそんな謝あやまらないで……」

　一日だけじゃないんだ。僕はずっと茂も木ぎさんを、この世界を蔑ないがしろにしてきた。茂木さんではなく、名前を忘れた『彼女』のためにずっと奔ほん走そうしてきた。

　この世界の茂木さんを裏うら切ぎり続けていたんだ。

　僕はもう、この世界で生きる決意をした。こちらの世界で起こることは、消えて失くなってしまう現象ではなく、大切な一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんの積み重ねだ。もう何もかも蔑ろにはできない。

　自殺なんてもうできない。

『カズくんのことが好きです』

　何度も茂木さんからされた告白を、なかったことにもできない。

　今までも僕は、この告白にずっと影響されていた。名前を忘れた『彼女』のことしか考えられなかった僕の心を、この告白は少しずつ少しずつ動かし、変えたのだろう。

　この世界で、茂木さんのことを、どんどん好きになった。

　いつかの繰り返しの世界と同じく。




『彼女』は、この繰り返しの世界に消し去られる。




　涙を拭ぬぐって、茂木さんの華きや奢しやな肩を摑つかむ。

「カ、カズくん……？」

　今こそ返事をする。




「僕は、茂木霞かすみさんのことが好きです」




　拭ったはずの涙がまた溢あふれる。

「ずっと一いつ緒しよにいてください」

　もう『明日まで待って』とは言わない。

　茂木さんは突然の告白に呆ぼう然ぜんとしていた。

　分かっている。茂も木ぎさんに告白されたのは今回のことではない。茂木さんからしてみれば、戸と惑まどいしかないはずだ。

　それなのに茂木さんは、笑顔を浮かべてくれた。

「ありがとう」

　僕の大好きな、ひまわりのような笑顔を。

「私もカズくんとずっと一いつ緒しよにいたいよ」




　僕と茂木さんは手を取り合い、ささやかにマイムマイムを踊る。車いすではちゃんとは踊れないけれど、それでも満足だった。その瞬しゆん間かんの僕は、間違いなく幸せだった。

　僕はこの無為な繰り返しの世界で生きる。それがもし端はたから見たらバッドエンドでも、僕自身は幸せだって言い切れる。

　だって、両想いの女の子と永遠に両想いでいられること、それ以上の幸せがある？

　ない。ないね。

「あは」

　だから僕は幸せだ。

「あはははは」

「あはははははははは」

「あははははははははははははははははははは」

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　こうして僕の、長い長い戦いは終わった


































　のなら、よかった。
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　知らない街だ。

　大型ショッピングモールに活気を奪うばわれた特徴のない商店街だ。この街はなんていう名前だったか？　……どうでもいいか。私は一人で戦うだけであり、そこがどこであるかどうかは私になんの影響も与えない。

　人ひと気けのない夜の商店街の真ん中で、学生服の男──手て島じま雪ゆ希き斗とが倒れる。気を失っている手島は、少女が遊ぶような着せ替え人形を、その手に握っていた。

〝彼と彼女の鏡きよう面めん終しゆう末まつ〟

〝箱〟は、『この世界には自分と理想的な彼女しかいらない』という手島の願望を叶かなえた。手島は自分と、一学年上の女子高生──雨あめ宮みや鈴すずしかいない世界を望んだ。しかし〝箱〟は、願望の裏うらにある諦てい観かんも叶える。手島はこんな願望が叶うわけがないと思っていたし、雨宮鈴が自分と二人しかいない世界を望まないことも内心分かっていた。さらに言えば、孤独を望んだ手島は、しかし心の奥底では孤独を望んでいなかった。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな願いを〝箱〟に込めた結果が、〝彼と彼女の鏡面終末〟という鏡の迷めい宮きゆうだ。手島が成し遂とげたことは、自分が望む口当たりのいいことしか言わない等身大の雨宮鈴の人形と共に、鏡の迷宮に引きこもっただけだった。

　私はその世界に入り込み、人形がふらつき回る鏡の迷宮を彷徨さまよった。解決の当ては何もなく、思った以上に長い時間、閉じ込められることになった。状況を打開できたのは、辺あたり構わず鏡を割り続ける破やぶれかぶれの策のおかげだ。迷宮のルールは壊こわれ、奥にいた手島を見つけ出し、説得し、締しめ上げ、〝箱〟を取り出した。

　現実世界の経過時間は一日だが、〝箱〟の中での体感時間は一年ほどだ。疲ひ弊へいしていないといえば噓うそになる。

　ちなみに手島と雨宮鈴は付き合っていたわけではない。手島の想いとは裏うら腹はらに、雨宮鈴からしたら手島は、話をしたことがあるというだけの、ただの一いち後こう輩はいだった。彼女は容姿が整った女の子ではあったが、鏡の迷宮で見た理想的な女の子とはほど遠い、世俗的で凡ぼん庸ような人間だった。

　私は、銀の折り紙を貼はり付けたような、キラキラと安っぽい光を放つ〝箱〟を地面に落とした。ゴミ箱ほどの大きさのそれを、足で踏み、壊す。手て応ごたえもなく、あっけなく〝箱〟は壊れた。

　また、一から出直しだ。

　……いつまでこんなことを続けるのか？　続けられるのか？

「また君は〝箱〟を手にできなかったね」

　突然現れたその声の主を、私は睨にらみ付ける。

「〝Ｏ〟」

　その姿は手島雪希斗の父親のものだったが、その魅み力りよく的な微笑で〝Ｏ〟だと分かる。

「いい加減諦あきらめたらどうだい？　君はもう二度と空っぽの〝箱〟を手にすることはないし、手にしたところで使いこなすことはできない」

「そうかもしれない。だが、それでも関係ないのだ。私は〝箱〟を求め続ける。そうして出来損そこないの幸福〟を、出来損ないでない本物にするのだ。世界中の人間を幸せにするのだ」

「そのために、自分の身を犠ぎ牲せいにしても構わない、と？」

「ああ、そうだ。なぜなら私は──」




「音無彩矢だからだ」




　言い捨てると〝Ｏ〟は嘲ちよう笑しようし、その姿を消した。

　いつからこんな追いかけっこをしているのか、私は憶おぼえていない。私の記憶は現在のものしかない。

　だからもし、忘れた記憶の中に、大切な記憶があっても、思い出せない。

　例えば──

「────ぁ」

　誰かの名前が浮かびそうになる。それだけで、胸の奥がじんわりと温かくなるのを感じる。

　だがすぐに、その断片は消えた。

　ああ、どうせ自分にはもう関係ないものだ。過去に誰かと親しん睦ぼくを深めたことがあったとしても、私が忘れてしまっては関係ない。きっとその誰かも、今頃は恋人でも作り、私のことは忘れているだろう。

「私は──」

　一人なのだ。

　ずっとあの頃から一人なのだ。




　疲労感が消えない私は、ふらつきながらもビジネスホテルの一室に入る。すぐベッドで横になったが眠れない。

　頭がハンマーで叩たたかれているように痛む。〝箱〟と対たい峙じし続けていることでダメージは蓄ちく積せきし、身体からだの内側は今にも何者かに蹴け破やぶられそうだ。悲鳴を上げれば、空くう虚きよという怪かい物ぶつが喉のどから飛び出し、私を喰くい尽つくすだろう。

　限界。

　とっくに限界だ。

　私は這はいずるように、鞄かばんからアロマオイルを取り出し、ティッシュに染みこませる。

　ペパーミントの香り。

　不思議とこの香りがあれば、眠りに就つくことはできる。この香りが自分を安らげるものであることだけは、私の肉体が憶おぼえているのだろう。

　私の意識は落ちる。




　そうして、夢の中でしか思い出せない過去の中に落ちる。
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　私の姉、音おと無なし彩あ矢やは予言者だった。

　開始十分で推理ドラマの犯人を当てた。家政婦の吉よし田ださんが出す今日の夕飯を当てた。解散する音楽グループを当てた。ある交差点で死傷事故が起こることを当てた。私のクラスメイトが誰と付き合うかを当てた。自分の担任教師が退職することを当てた。

　予言が当たる度たびに、私は彩矢お姉ちゃんに心しん酔すいした。彩矢お姉ちゃんの予言は、私からしたら不思議で魔ま法ほうにしか思えなかった。しかもその魔法使いのお姉ちゃんは、誰よりも頭が良くて、美人だった。

　完かん璧ぺきなお姉ちゃんの妹であることが、個性のない私の誇りだった。

　でも──彩矢お姉ちゃんは、私にも予言をした。しかもとびっきり不吉な予言を。

　それは私が12歳の冬だった。その日はすごく寒く、屋敷中の窓が強風でガタガタと鳴っていた。学校から帰ってきた私は、コートを着たまま、温かくなっているであろう彩矢お姉ちゃんの部屋に飛び込んだ。思おも惑わく通り暑いくらいにエアコンで暖まっている部屋と、いくつもの香水やアロマオイルが混じっている部屋の香りに、私は顔を緩ゆるませた。

　このごちゃ混ぜなようで、だけど調和したこの香りが、大好きな彩矢お姉ちゃんの感触だ。

　なんの変へん哲てつもない私の部屋とは違い、ここには子供部屋にしては豪ごう華かすぎる家具が揃そろえられていた。特にシャンデリアとアンティーク調の大きな鏡は、まるでファンタジー世界のもののようだった。

　けれどその大たい層そうな部屋が、彩矢お姉ちゃんには似合っていた。

　天てん蓋がい付きのベッドに腰こし掛けていた彩矢お姉ちゃんはなぜかその日、コートを脱ぐ私を険けわしい顔で見ていた。首をひねる私に、「少し私の話を聞いて欲しい」と言った。不思議に思いながらも、正面の椅い子すに座った。

　彩矢お姉ちゃんは険しい顔を解き微笑ほほえむと、立ち上がり、私の頭を抱き寄せる。

　そして、はっきりとした口調で言った。

「麻ま理り亜あの将来について予言するよ」

　私の頭に回していた腕を離す。

　様々な予言をしてきた彩矢お姉ちゃんだったけれど、私についての予言は初めてだった。だから私は、驚きつつも背せ筋すじをピンと伸ばした。

　彩あ矢やお姉ちゃんは私の目を覗のぞき込んで、断言する。

「あなたは私になる──いや、ならなければならない」

　啞あ然ぜんとする私に、彩矢お姉ちゃんは続けた。

「他人を幸せにする存在にならなければならない、ってことだよ」

「私がお姉ちゃんになる？　それならお姉ちゃんはどうなるの？」

　その質問に彩矢お姉ちゃんは、少し躊躇ためらいつつも、しかし迷いのない目でこう言った。

「麻ま理り亜あ、私は14歳で旅立つよ」




　事実、彩矢お姉ちゃんの享きよう年ねんは14歳だった。誕生日に彩矢お姉ちゃんは交通事故で死んだ。父さんと母さんと一いつ緒しよに死んだ。

　予言通りになるよう、私だけを残して。




　それから私は、彩矢お姉ちゃんの予言通りに、音おと無なし彩矢として生きている。
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　彩矢お姉ちゃんに初めて会ったのは生まれたとき──ではなく、私が４歳の春だった。

　その日のことはよく憶おぼえている。

「ねえ……なんでみんな並んでるの？」

　その質問にはお母さんはにこりと微笑ほほえむだけだった。家政婦さんも含ふくめて家の者は玄関の前に、一列に並んでいた。そんなことは初めてだったので、私は不安がりながら、お母さんの手を握にぎっていた。

　父親が運転するベンツが正門をくぐり、目の前に止まった。そして、後部座席からその女の子は下りてきた。

　私たちを見ると、わずかに頰ほおを上げて、頭を下げた。

「ごきげんよう」

　なんでもない仕し草ぐさだったのに、私は強く衝しよう撃げきを受けた。同じくらいの背せ丈たけなのに、同年代の女の子とはまったく違う生き物だと直感的に思った。理想をそのまま当てはめたような顔立ちに、長い手足と雪のような肌。しかし外見以上に異様だったのは、まとっているその雰ふん囲い気きだった。まだ４歳のはずなのに、どこか儚はかなげで厭えん世せい的（もちろん当時はそんな言葉を知らないけれど）な雰囲気があった。私は見たことのない種類の女の子に、ただただ圧倒され、お母さんの背に隠かくれた。

　お母さんはそんな私に「今日からこのお姉ちゃんと一いつ緒しよに暮らすのよ」と言った。

　一緒に暮らす？　この人と？　そんなことできるの？

　周りを見ると、お母さんも含ふくめてみんなは歓迎ムードになっていた。年齢にそぐわないほど礼儀正しい彩あ矢やお姉ちゃんに、むしろ好感を抱いているようだった。私のように、同じくらいの歳でなければ、違和感に気付けないものなのだろうか？

　私以外には完かん璧ぺきな第一印象を抱かせた彩矢お姉ちゃんだったが、しかし、その印象はすぐに変わることになる。

　運転席から下り、専属の運転手に車庫入れを任まかせた父に、彩矢お姉ちゃんは誰もが耳を疑うことを言った。

「土ど下げ座ざをしてくれないか？」

　大人おとなびた、子供とは思えない口調で。

　最初、父は冗談だと思っていた。４歳の女の子の言う戯ざれ言ごとだ、誰だってそう思うだろう。しかし彩矢お姉ちゃんは強い口調で続けた。

「謝罪が必要だね。あなたの不ふ貞ていのせいで、母親と引き剝はがされた私に。私を育てなければならない新しい母親に。腹違いの姉と過ごす妹に。だから謝罪の土下座をするんだ」

　それが自分がこの家に入る条件だと言わんばかりに、父親の目を見み据すえた。冗談ではないと分かった父は、当然困こん惑わくした。だけど、所しよ詮せん４歳児のすることだ。そんなことは適当に流せばよかった。

「土下座をするんだ」

　しかしできない。

　彩矢お姉ちゃんの真剣さの前に、茶ちや化かすことは許されない。ここで対応を間違えれば、彩矢お姉ちゃんは二度と家族というものを信頼しない。私は──いや、そこにいる全員がそう感じた。

　そして、改めて今考えるとおかしいのだが、みんながこう思った。

　──父が土下座をするのが、唯ゆい一いつの正解だ。

　父は地面に膝ひざを突き、頭を下げた。

「……すまなかった」

　とんでもないことだ。大手金融会社で重役を務つとめていて、普段は頭を下げられることしかない父が、家族と奉ほう公こう人にんたちの前で４歳の娘に土下座をしたのだ。４歳の女の子の前で、屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませているのだ。

「ありがとう。これで私はここにいられる」




　とはいえ、この事件だけで、父の威い厳げんがなくなるわけではなかった。彩矢お姉ちゃんはこの日から、基本的には親の言うことをよく聞く素直な娘になり、父の尊厳をいたずらに傷付けることはなかった。

　けれど、思えばこの日から、この家の実質的な支配者は彼女になっていたのだと思う。

　彩あ矢やお姉ちゃんが操あやつる糸に絡からめ取られ、彼女の思うがまま、家族は動いていたのだと思う。







　父と母が彩矢お姉ちゃんに甘かったのは、彼女の同情的な立場にもある。

　私の家族は父──道みち重しげ、母──有ゆ香か理り、姉──彩矢、そして私──麻ま理り亜あの四人家族だ。彩矢お姉ちゃんと私は腹違いの姉妹であり、誕生日も三ヶ月しか違わない。

　道重さん（私は父をお母さんと彩矢お姉ちゃんに倣ならって、普段は道重さんと呼んでいた）の最初の妻である順より子こさんを病気で亡くしてから五年後、道重さんは彩矢お姉ちゃんの産みの母である、元タレントの凜りん子こさんと結婚した。道重さんは凜子さんのたぐいまれな容姿に引かれたのだろう。凜子さんの美しさは、世間の人間と同じ生き物だと言っていいものかと思うほどのものであり、男性ならば誰もが魅み了りようされてしまうものだった。

　しかしその生活はすぐに破は綻たんした。凜子さんは家庭に入るようなタイプの人間ではなかったし、道重さんを愛してもいなかった（というのが道重さんの言い訳だ）。道重さんは家庭の外に安らぎを求め、当時高卒で父の勤める金融会社で受付として入社したばかりの有香理と不ふ倫りんした。ほどなくして有香理は妊娠。だがその頃、凜子さんのお腹にも、三ヶ月になる彩矢お姉ちゃんがいた。

　不倫された凜子さんは、生活するには十分な慰い謝しや料と養育費をもらえることが決まると、あっさりと離婚を承しよう諾だくした。生まれたばかりの彩矢お姉ちゃんは凜子さんが引き取り、道重さんはお母さんと再婚し、私が産まれた。

　道重さんと凜子さんは、離婚後も連絡を絶たなかったらしい。道重さんは、お母さん（有香理の方）の許可を得て、彩矢お姉ちゃんとも会っていたようだ。そして彩矢お姉ちゃんが４歳の頃、凜子さんは子供を引き取って欲しいと道重さんに要望した。

　道重さんはすぐに承諾した。というのも、どうも彩矢お姉ちゃんが、ネグレクトに近い状態だと別経由で報告を受けていたからだ。




　彩矢お姉ちゃん自身は、あまり凜子さんの話をしなかった。ただ、私に冗談交まじりにこう話してくれたことはある。

「私はこう言われていたよ。──あなたさえ生まれてこなければ」

　凜子さんと数えるほどしか会ったことのない私には、その言葉の真意は分からない。

　けれど、状況だけ見れば、彩矢お姉ちゃんは世間的に『可哀かわい想そうな子』だった。

　だからそう本人に思わせないための配慮を両親はしたのだろう。しつけこそある程度厳しくしていたが、私に比べてだいぶ甘やかされていた。豪ごう華かな部屋を与え、好きなオモチャを買ってあげて、ケーキを選ぶ順番も私より彩あ矢やお姉ちゃんが先だった。学校も変な噂うわさを立てられないようにと、私と別々にした。

　その区別に、小さい頃の私が不満を抱かなかったかといえば噓うそになる。でも、そういうものだとも受け止められてもいた。

　だってお母さんは、いつも私にこう言ってくれるのだ。

「あなたが生まれてきてくれて、本当によかった」

　それがお母さんの口くち癖ぐせ。

「あなたが道みち重しげさんと私を、繫つないでくれたのよ。あなたは私の天使だわ」

　聞く度たび、誇らしかった。

　私がお腹にいなければ、道重さんは凜りん子こさんと離婚することなく、お母さんとの関係を終えていたかもしれない。道重さんはお母さんの深い愛情に解きほぐされ改心したと、私たちによく話してくれた。私から見ても、お母さんと道重さんの愛情は本物で、こういう夫婦に将来なりたいと私に思わせるほどだった。

　私は家族の中心にいる。




　そう。

　本当にそうだったのなら、きっと何も起きなかったのに。





[image: くぎり]






　中学一年の夏休みの初日。少し廊下を歩くと、すぐに汗で下着が肌に貼はり付くぐらい、暑い日だった。それがすごく不快だったので私は、夏休みの間中、冷房の下で暮らすことを決意した。外になんか出てやらない。

　大だい嫌きらいな学校から解放され、しかも今日は家庭教師もピアノの教師も来ない。その幸せを存分に味わおうと、私はベッドの上で携帯ゲーム機のスイッチを入れた。今日は絶対に何もしないんだ！

　だから家のチャイムが鳴っても気にしなかった。どうせ自分には関係ない。だって、私に突然尋たずねてくるような友達はいない。

　なのに、私の部屋の扉がノックされた。ノックの仕方で誰かが分かる。

「彩矢お姉ちゃん？」

　ベッドから身体からだを起こす。扉が開くと、案あんの定じようそこには、仕立てのいい白いワンピースを着た彩矢お姉ちゃんがいた。

　13歳の彩矢お姉ちゃんは、もう「かわいい」とは言われなくなっていた。誰もがその容姿に溜ため息いきを吐つくしかない、妖よう艶えんという言葉が似合う美人になっていた。よくよく顔や体つきを見ると、年相応の幼さもまだあるのだが、そこに目を向けさせないだけの超然とした雰ふん囲い気きがあった。

「もしかしてさっきのチャイム、私？　荷物でも届いたの？」

「いや、私の客人だよ」

　返答に首をひねる私に、彩あ矢やお姉ちゃんは愛おしそうに私の長い髪を撫なでる。髪型だけでもお姉ちゃんに似せたくて、伸ばしてる髪だ。だからこうやって触られるとうれしい。

「それで、客人をこれから部屋に招くのだけど、そこに麻ま理り亜あもいて欲しいと思ってね」

「え？　私もその人に会うの？」

　そんなことを彩矢お姉ちゃんが言うのは初めてだ。私たちは学校が違うこともあって、共通の友人はいない。……というより、そもそも私には友達がいないのだけど。

「そうだよ。麻理亜はこれからのことを見ておく必要があるんだ」

「……どういうこと？」

　説明が長くなりそうだからか、彩矢お姉ちゃんはそれ以上何も言わず、私の手を引き、有う無むを言わさず部屋から出した。強引なお姉ちゃんの行動には慣れていたので、私はすぐに諦あきらめて、なすがままにされた。

「ああ、そうだ麻理亜の好きな『予言』があるんだ」

　廊下を歩く私に、振り返り言う。

「ラムネをのむ」

　また首をひねる。今日のお姉ちゃんは一段と意味が分からない。どういうことか尋たずねても、それ以上は微笑ほほえみを浮かべたまま言わない。

「お姉ちゃんはいつも私を振り回──ひゃ！」

「ん？　どうしたんだい？」

　私は目を逸そらしながら指をさす。そこにいる八本足の生き物に、彩矢お姉ちゃんは微笑みを浮かべる。

「なんだ蜘く蛛もか」

　言って、大きな蜘蛛を平然と素す手でで捕つかまえた。じっと自分の手の中で動いているのを見ている。

「よ、よく平気だね……」

「ん？　だって私たちに何ができるわけでもないじゃないか。それによくよく見るとかわいいよ。計算されたようなこのフォルムが愛いとおしいね」

　そう言って彩矢お姉ちゃんは優しく微笑んだまま──

「──あ」

　ぐちゃり、と、手の中で蜘蛛を潰つぶした。

「……どうして？」

　驚いて目を覗のぞき込むと、彩矢お姉ちゃんは言った。

「だって、ここにいることを私は許可していない」




　どんな人がいるのかと身構えていたけれど、彩あ矢やお姉ちゃんの部屋にいたのは、部屋の豪ごう華かさに見合わない平凡な男子だった。顔立ちは悪くないが、彩矢お姉ちゃんと比較してしまうとごくごく普通の、そこら辺にいそうな男子だ。

　でも彼はずいぶんと深刻そうな顔をしていた。目の下に隈くまがくっきりとあり、十分に眠れていないことが見て取れる。

「こんにちは」

　疲れた表情をくずし、笑顔で、歯切れ良く挨あい拶さつをしてくれる。彩矢お姉ちゃんが通っている私立中学校の生徒だけあって、育ちはきっといいのだろう。

　だけど私は挨拶を返せずうつむく。別に気を悪くしているわけじゃない。情けないことに、中学生になっても私は、同年代の男子とどう接していいのか分からないのだ。

　彼は気を悪くする様子もなく、彩矢お姉ちゃんへと向き直る。

「これ、約束のものです」

「ありがとう」

　彼は彩矢お姉ちゃんにノートのようなものを渡すと、ちらりと私を見る。

「ええと彩矢さん、どうして妹さんをここに呼んだんですか？」

「大丈夫。妹は何もしないよ」

「……話を聞かれても問題ないですか？」

「もちろん」

　とは言われても、彼は私のことを気にしているようで、ちらちらとこちらを見ている。部外者なのだからそうもなるだろう。

　……いたたまれない。部屋に戻ってゲームしたい。

「そうだね。むしろ妹に、私たちの状況を話してあげて欲しい」

「……妹さんはどれくらい、彩矢さんの学校でのことを知っているんですか？」

「何も知らないよ」

「何も……。じゃあ一からで？」

　彩矢お姉ちゃんは頷うなずく。

　ところでお姉ちゃんは、私に彼を紹介するつもりがないらしい。彼も私に、彩矢お姉ちゃんの妹であること以上の興味がないように思えた。本当に、どうして私はここに呼ばれたのだろう？

「妹さん、今うちの学校で起きていることを説明するよ」

　こっちに身体からだごと向いた名前も知らない彼は、ゆっくり口にする。私は男子に見られたことに緊張し、肩を張る。

「僕たちには『敵』がいる」

「……敵？」

　不ふ穏おんな単語に思わず言葉を返す。

「そう、クラスメイトのヤマシタたち女子グループだ。彼女たちは『敵』だ」

　私は顔をしかめた。──『敵』。クラスメイトに使うには強すぎる言葉だ。普通ならクラスメイトに使う単語はせいぜい、『性格が合わない』とか『嫌きらい』だとかその程度だろう。育ちのよさそうな彼が言うと、特におかしい。

「ヤマシタたちは彩あ矢やさんを転校させようとしている。無視をしたり、嫌いや味みを言ったり、そんなレベルじゃない。教師や親に訴うつたえ、署名運動をし、彩矢さんを庇かばう先生の授業をボイコットし、噓うその悪評をばらまき広げている。生徒会選挙で副生徒会長に立候補して、彩矢さんの転校を公約にしたときは、さすがに笑っちゃったけどね。でも、もはや彩矢さんとヤマシタさんたちの対立は、クラス単位じゃなく、学校単位の問題だってことだけは分かって欲しい」

　まったく知らなかった。彩矢お姉ちゃんからは聞いたことはなかったし、悩んでいる様子もなかった。

　むしろ──

　私は、彩矢お姉ちゃんの顔を見る。お姉ちゃんは表情を変えず、微笑ほほえんでいる。

「…………」

　むしろ──最近、妙みように機き嫌げんがいいと思っていたくらいだ。

「向こうの言い分はこうだ。１年３組はおかしい。それは彩矢さんがいるからだ。彩矢さんが秩ちつ序じよを乱している。いなくなれば解決する」

　彼の言葉に、彩矢お姉ちゃんは首をすくめる。

「実際、私がいると普通のクラスにはならない。今までもそうだったよ」

　そうらしい。彩矢お姉ちゃんがいるクラスには、いつも何か問題が起きる。以前にも、彩矢お姉ちゃんに惚ほれ込んだ人がストーキングをし、我が家にナイフを持って乗り込む事件があった。彩矢お姉ちゃんの人を惑まどわせる魅み力りよくが事を起こさせた、典型的な例だろう。

　特別とは、周りに影響を起こすから特別なのだ。

「でも、彩矢さんが何か悪いことをしたわけじゃない！　奴らは問題を自分たちの手で大きくしているくせに、それで自分に火の粉がふりかかると、それを全部彩矢さんのせいにするんだ。自作自演だよ！　奴らは頭がおかしい！」

　なんとなくその構図を想像できた。

　初めにそのヤマシタさんたちが彩矢お姉ちゃんに突っかかった気持ちは、例えば『男子たちが夢中で気に入らない』『先生も贔ひい屓きしていて気に入らない』ぐらいのよくあるものだったのかもしれない。それで大勢を連れて突っかかったのだろう。普通だったら集団に迫られたら、なすがままになるしかないので、そこで話は終わりだ。

　しかし相手は彩矢お姉ちゃんだった。そして、彩矢お姉ちゃんは決して誰かに屈くつしない。

　しかも彩あ矢やお姉ちゃんには、味方に付いてくれる人間がいくらでもいる。だから、味方も敵も増える一方で、事が大きくなってしまうのだ。

　引き下がろうと考えても、すでに自分一人だけの問題ではなくなっているから、易やす々やすとできない。周りに後押しする人がいるから、振り上げた拳こぶしを引っ込められない。

　そうしてさらに大おお事ごとになる。

　彩矢お姉ちゃんには昔から、味方も多いが敵も多い。いる場所いる場所でトラブルを巻き起こす。

　けれど、いつものことだと安あん堵どするには、今回は規模が大きすぎる。なにせ学校全体を巻き込むほどだという。

「なんの罪もない彩矢さんに、転校しろと迫るあいつらは邪じや悪あくだ」

　それに──

　彼のこの目に宿る狂気は、本物だ。

「徹底的にやっつけてやる。殴なぐり殺してやる」

　いかにも男子的な発想だ。よく聞く言葉だ。

　けれど、重みが違う。口だけではなく、本当に行動しかねない凄すごみがある。

「暴力はやめてくれ、って言っているよね？」

「……でも彩矢さん、もう直接奴らに思い知らせるしか！」

「もしかして今日やってきたのは、暴力の許可を得るためかい？」

　彼は押し黙る。

「暴力に出てしまえば、いくら正義がこちらにあっても、こちらが悪になる。そういうものだよ。やるべきじゃない」

「……くそ！　じゃあどうすれば！」

　うつむき、拳を握にぎり締しめる。

「……殺したい……殺す……殺す殺す殺す！」

　私は恐怖していた。この人は本気で、対立する人たちが死ねばいいと思っている。

　たぶんその意志には、この言葉がふさわしい。

　──殺意。

「…………ぅ」

　想像してみる。殺意という大きな感情で満たされている教室。

　コップ一杯でも向けられれば十分胃を壊こわすほどのこの感情。それが、教室中に充満しているのだとしたら、まともに日常生活を送れない。このギラギラと刺すような感情は、それだけで日常を壊すのだ。

　だとしたら──無駄だ。

　いくら彩矢お姉ちゃんが止めても、近いうちに暴力による惨さん事じが起こる。

　身体からだが震ふるえる。

　──ああ、どうして彩あ矢やお姉ちゃんは、こんなものを私に見せようとしたのか？




　その後も彼の異常さを思い知らされるばかりで、私はどれほど逃げ出したいと思っただろう？

　歪いびつな会合はようやく終わって、私たちは彼を正門まで送った。

　彼は、私には最後まで礼儀正しく、生き真ま面じ目めな態度で接してくれる。『敵』と『音おと無なし彩矢』以外には、極めて真まっ当とうなのだ。

「ああ、そうだ。これを」

　彩矢お姉ちゃんは帰り際ぎわに、紙袋を彼に渡す。

「これは？」

「うん。眠れないと言っていたからね、安眠グッズだよ。私のオススメのアロマなど色々入っている。自分に合う物を使うといい。使い方のメモも入れてあるよ」

「あ……ありがとうございます」

　ぎょっとする。その程度の行為で彼が、感激のあまり涙を流し、嗚咽おえつし始めたからだ。

　お姉ちゃんへの感情があまりに普通じゃない。これは恋心でも愛でもない。

　もう……信仰だ。

　私は自分の部屋へと逃げ込んだ。それ以上何も考えたくないので、布団ふとんに潜もぐり込んで、携帯ゲームに集中した。

　だけど、どうしようもなく感じていた。

　もう私は、逃げられない。







　彼が訪たずねてきてから一週間後。

　私は夜中に肩を揺ゆさぶられ起きた。寝ぼけ眼まなこで「どうしたの？」と尋ねても、彩矢お姉ちゃんははぐらかして説明しない。彩矢お姉ちゃんは、無言で私のパジャマのボタンを外はずしていく。

　着替えが終わると、彩矢お姉ちゃんは私を連れて家の外に出た。彩矢お姉ちゃんはタクシーを止めて乗り込むと、一駅ぐらい先にある住所を運転手に告つげた。

「そんなところに何しに行くの？」

　彩矢お姉ちゃんは答えない。

　タクシーを降りると、彩矢お姉ちゃんは注意深く周辺を見渡して、私をマンションの駐輪場に引っ張り込んだ。そして何かから隠かくれるように、身を潜ひそめた。

「お姉ちゃん……そろそろ説明してよ」

「すぐ分かるよ」

「ちょっとお姉ちゃ──」

　彩あ矢やお姉ちゃんは口に人差し指を当てて、叫さけぼうとした私を黙だまらせる。私は諦あきらめて静かに待つことにした。

　それから五分ほど経たった頃だろうか？

　四人組が私たちの正面にある家の前で止まった。明らかに不自然な挙動の人たちだった。目立たないようにするためか、全員が黒いジャージを着ている。

「……あ」

　思わず小さく声を上げる。そのうちのキャップをかぶった一人が、この前家にやってきたあの彼だったからだ。

　その時点で、嫌いやな予感はした。

「やるぞ」

「ああ」

　彼らのうちの二人が見張りを始め、キャップの彼ともう一人が、家の前に張り付く。その二人は、手にポリタンクを持っていた。彼らはポリタンクの中の液体を、家の壁に掛け始める。

　独特の鼻をつく油の臭におい。

　これは……灯油の臭い？

　──まさか……。

　察した私は、身を乗り出して、彼らが液体を掛けている家の表札を見る。

『山やま下した』

「お姉ちゃ──むぐ……！」

　口を塞ふさがれる。

　──どうして？　だってあの人たちは放火しようとしている。家を燃やそうとしている。深夜だ。中に人がいるだろうし、消火も遅れるだろう。下へ手たしたら中の人が死んでしまうかもしれない。それをどうして止めないの？

　私が困こん惑わくしている間にも作業は続く。灯油をまいていた二人は、お互い頷うなずき合って、新聞紙を取り出した。家の壁際ぎわにばらまいた新聞紙の上に、灯油を零こぼす。

　ライターで火を点つける。あの火が新聞紙に触れたら──終わりだ。

「……ん、んん！」

　お姉ちゃんには何か考えがあるんだろう。そう思ってはいたが、さすがにもう何もせずに黙っているわけにはいかない。

　私は口を塞いでいる手を振り払って、叫んだ。

「だめえええええええええええええええええ!!」

　しかし遅かった。叫んだとき、すでに新聞紙には火が点いて、炎が燃え広がっていた。灯油をばらまかれた木造の家は、あっという間に炎に包まれる。

　私の声に全員気付き、こちらを振り返っていた。目もく撃げき者しやが現れてしまったことでどうするか迷っていたようだが、おそらく手はず通りに、見張りをしていた二人は逃げ出した。キャップの彼の隣となりにいた一人も、迷いは見えていたが、全速力で逃げ出した。

　残ったのはキャップの彼だけ。

　私が彩あ矢やお姉ちゃんの妹だと知っている彼は、目を丸くして私を見ていた。

「……どうしてここに、彩矢さんの妹さんが……？」

　うろたえている彼の前に、彩矢お姉ちゃんが立ち上がって姿を見せる。

「……あ、彩矢さん……！」

　彩矢お姉ちゃんは彼に何も言わず、ケータイを取り出して、１１９番に電話を掛け始めた。私も気が付けば山やま下した家のチャイムを連打していた。「家が燃えてます！　逃げてください！　逃げて！」次に玄関のドアを思い切り叩たたいて、叫ぶ。それでも反応がないので、またチャイムを鳴らす。ようやく山下さんの母親らしき人物と繫つながり、私は避難するよう促す。「逃げて！　逃げてください！」

　電話を終えた彩矢お姉ちゃんに、キャップの彼は近づく。

「あ、彩矢さんも早くここから離れてください！　そこにいたら彩矢さんも犯人の一人と勘かん違ちがいされてしまう！」

　彩矢お姉ちゃんは燃えさかる炎を見て、溜ため息いきを吐ついた。

「それは大丈夫だろう。妹も証言してくれる。……それより私は言ったね？　暴力はダメだって」

「でも！　こうでもしないとどうしようも……！」

　彼の顔は、一週間前に会ったときよりも酷ひどくやつれていた。追いつめられている人間の顔そのものだった。

「私のために君はこんなことをしたんだ。私がこの事件から目を逸そらすことはできないよ。説明責任は負おう」

「そんな責任はないです！　僕らが勝手にやったことです！　彩矢さんはこの事件になんの関係もない！」

「残念ながら誰もそうは思わないだろうね。……まだ自覚していないのかな？　君はすでに私に迷めい惑わくを掛けたのだ。取り返しは付かない」

　彼は衝しよう撃げきを受けたように、目を見開く。

「……お、俺が彩矢さんに迷惑を……そんな……！」

　何よりそのことが許せないと言わんばかりに、声を震ふるわせる。

「う、うう……！」

　彼は泣き崩くずれる。

「うあああああああああああああああああああああああああああ!!」

　そのまま声を上げて、むせび泣く。

「…………」

　私は呆ぼう然ぜんとこの光景を見守り、思う。

　──なんなの、これ。

　気持ちが悪い。何かが大きく間違っている。出来損そこないの演劇を見せられているような、そんな気持ちの悪さだ。

　そもそも私は知っている。

　彩あ矢やお姉ちゃんは彼の凶きよう行こうをいつでも止められたのに、敢あえて止めなかった。私が叫さけばなければ、もっと家が炎上するのを待っていたかもしれない。

　つまり、彩矢お姉ちゃんは彼が間違いを犯おかすのを待っていた。

　それは、どういうこと？

　私は彩矢お姉ちゃんを見る。

　そうして、息を止めた。

　だって彩矢お姉ちゃんはこの状況で微笑ほほえんでいた。ああ、それはまだいい。問題は、それよりも問題なのは、その明らかに状況にそぐわない微笑みを私が──

　──魅力的だと感じてしまうこと。

　私の足あし下もとがぐらりと傾く。炎に照らされるこの光景は、明らかにおかしい。ずれている。日常から徹底的にずれている。

　彩矢お姉ちゃんがずらしている。




　この事件をきっかけにクラスの対立はなくなったらしい。対立し合っていた中心の二人が、退学してしまったのだから、当然といえば当然だろう。

　家を半焼させられた山やま下したさんは、最後は彩矢お姉ちゃんに泣きながら「許して」と懇こん願がんした。キャップの彼は、自宅に警察が駆かけつけるまでに自殺を試みたらしい。睡眠薬を大量に服用して死のうとしたのだ。吞のんだものは、前回彩矢お姉ちゃんが『安眠グッズ』と称して紙袋に入れたものだった。

　だけど、彼は死ななかったし、苦しみもしなかった。どうして自分が死なないのか呆然としながら、放火事件の主犯として警察に連行された。

　でも、瓶びんの中身を全部吞んでも死なないのは当たり前だ。なぜなら瓶の中身は、睡眠薬の錠じょう剤ではなく、コンビニで売っている七十円のラムネだったからだ。

　しかし彼は、彩矢お姉ちゃんが説明するまで、その中身を睡眠薬だと信じて疑わなかった。なぜなら彩矢お姉ちゃんがそれを睡眠薬だと書いて渡したからだ。それでもう彼は疑えないのだ。

　騙だまされた彼は、しかしそれを自分の自殺を止めてくれるための工作だと都つ合ごうのいい解釈をして、自分を放火に追い込んだ彩あ矢やお姉ちゃんに感謝した。

　……ああ、そうだ。彩矢お姉ちゃんの予言。

「ラムネをのむ」

　今回もまた、お姉ちゃんの予言は当たった。
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　夢の中の蜘く蛛もは糸を吐はいて巣を作る。その糸はとても強力な粘ねん着ちやく性があり、一度貼はり付いてしまったものを離すことはない。蜘蛛は慌あわてることなくゆっくりと、巣に絡からみついた餌えさを捕ほ食しよくする。その蜘蛛の歯は特別性で、麻ま酔すい性の毒どくがあり、喰くわれる側に快楽を与える。餌は幻覚の中、恍こう惚こつとした状態で捕食される。……ああ、よく見たら喰われているのは人間だ。食べられているのはあのキャップの彼か？　山やま下したさんか？　……いや、違う。

　喰われているのは──私だ。

　私は快楽の中、蜘蛛に喰われている。指を喰われ、足を喰われ、頭の半分を喰われ、内臓を喰い荒らされても、私は快楽に身を委ゆだねている。

「……は、ぁ……はあ……はあ！」

　目を覚ます。

　放火事件の後から夢見はずっとこんな調子だ。毎夜、悪夢にうなされている。

「聞き出さないと……」

　どうして彩矢お姉ちゃんは、私にあんな光景を見せたのか？　それにどんな意味があったのか？

　それを聞かないと、私は悪夢から逃げられない。なんとなくそう分かる。

　それなのに、勇気が出ない。

「う、う……」

　頭を抱かかえる。睡眠不足のせいか、頭がズキズキと痛い。手で視界を塞ふさぐと、彩矢お姉ちゃんのあの顔がまぶたの奥に広がる。

　あの──何よりも魅力的な微笑みが浮かぶ。

　それがどういう意味かは分からないが、これだけは分かっていた。

　聞いてしまえば、私たちはただの仲の良い姉妹ではいられなくなる。




　熱帯夜だ。冷房が効きいている自分の部屋を出ると、すぐに汗が噴ふき出た。急激な温度変化に自律神経が一時的に狂い、呼吸が荒くなり、目眩めまいがする。

　けれど、もう聞くと決めたのだ。

　彩矢お姉ちゃんの部屋の扉を勇気を出してノックする。こんなに暗あん澹たんとした気持ちで、この部屋の扉を叩たたくのは生まれて初めてだ。

　いつだってこの扉を叩くとき、私の胸は弾はずんでいた。

　いつだって私は、彩あ矢やお姉ちゃんが好きだった。

　返事はなかった。けれど私は、部屋の中に入った。

　入ると、いくつかの香水とアロマオイルの匂いが鼻に広がった。いつも私を安心させてくれた香り。

　ベッドに目を向ける。彩矢お姉ちゃんは暗い部屋の中で、私に背を向けるように横になっていた。

「お姉ちゃん」

　呼ぶと、身体からだの向きを変え、こちらを見た。宝石のような透とう明めいな瞳ひとみで、じっと私を見つめている。それだけですべてを見み透すかされているような気分になる。

「こっちにおいで」

　彩矢お姉ちゃんは布団ふとんの中に私を招いた。今までだったら、すぐさま大好きなお姉ちゃんの許もとに、飛び込んでいただろう。

「麻ま理り亜あ、どうしたんだい？」

　私が動かないのを見て尋たずねる。

「あの……あのね……」

　拳こぶしを握にぎり締しめる。

「お、お姉ちゃんは何がしたかったの？」

「……ん？　どうして麻理亜に、あんな惨さん状じようを見せたか？　質問はそれでいいのかな？」

　こくりと頷うなずく。

「麻理亜。私は常日頃からあなたにそれは言っているよ。私はここにやってきたときからずっと、たった一つの目的のために動いていると」

「それって──」

　彩矢お姉ちゃんには口くち癖ぐせがある。

　４歳の頃からずっと言っている、あり得ない理想的な夢物語。

「世界中の人を幸せにしたい」

　発せられた言葉は、私がイメージしていたものと、一いち言ごん一いつ句く同じだった。

　私は首を振る。

「全然分からないよ……。お姉ちゃんがやったことは、人を幸せにすることと正反対だよ……そうでしょう？」

「表面上はそうだね。……でも麻理亜。あなたは、あの事件後の私のクラスを知らないね？」

「え？」

「私のクラスは異常な状態だった。私を中心に対立し、様々な負の感情が充満していた。クラスメイトのほとんどは、生きた心ここ地ちがしなかっただろう。そして、その負の感情は学校中を巻き込んだ。学校中の人々にとって、この問題は他ひ人と事ごとではなくなった。無視できるものではなくなった。この問題について考え続けなければならなかった。……さて、どうして学校がそういう状態になったのか？」

　そこまで言えば、続く答えは分かった。

「私が導いたからだ」

　ああ、そうだったんだ。今回の問題がここまで大きくなったのは、意図的にお姉ちゃんがこうしたからなのだ。

「しかしその大きな問題が、この前の一件で、一気に解決した。生徒たちは大きな問題から解放され今、充実を嚙かみ締しめている」

　彩あ矢やお姉ちゃんは柔にゆう和わに微笑ほほえむ。

「課題に立ち向かったことで、皆は人間的にも大きく成長した。彼らは、同じ間違いを犯おかすことはないだろう。私を中心に巻き起こっていた事件が、結果的に彼らの多くを幸せにし、将来をも幸せに導くのだ」

　私は想像した。教室の生徒、先生までもが、彩矢お姉ちゃんを中心に、不自然な笑みを浮かべている光景を。

　……それが幸せなのかは分からない。

　だが、それ以前の問題がある。

「でも、お姉ちゃんはそのために、あのキャップの男子や山やま下したさんを……ううん、たぶんその人たちだけじゃなく、他にも何人か不幸にしたんだよね？」

「不幸になった人間より、幸せになった人間の方が相対的に多い。けれど、麻ま理り亜あの指摘は正しい。世界中の人を幸せにしたい、という目的からすれば、犠ぎ牲せい者しやを出すのは好ましくないからね。こんなやり方しかできないのは私の力不足だ」

「家を燃やされたり、犯罪者になったりするのが、彩矢お姉ちゃんにとって許せる犠牲なの!?」

「それによって多くの人を幸せにできるのなら、許容はできなくとも、私はそちらを選ぶ。それに、私にとってこの経験が今後の糧かてにもなる」

「おかしい……おかしいよ……！」

　普通の人にはこんな選択はできない。彩矢お姉ちゃんには情じようが欠けているんだ。こんなことは絶対に間違っている。

「どこがおかしいんだい？　説明してごらん。十人を犠牲にし、百人を幸せにできるなら私は納得はできないが実行する。そう言っているだけだよ？」

「で、でも……おかしいの！」

　おかしいのは間違いないのに、その感覚に自信はあるのに、うまい反論の言葉が出てこない。駄だ々だっ子のように「おかしいおかしい」と首を振ることしかできない。

「ええと……ええと！　もっと方法はあったはずだよ……その、今すぐには思い浮かばないけど、頭のいい彩あ矢やお姉ちゃんにならもっといい方法が見つけられたはずだよ。……例えばね、お姉ちゃんが集めている信頼とか好意とか、そういうプラスの感情をうまく使って、みんなを幸せにする方法はなかったの？」

「それはすでに小学生の頃にやった」

「え？」

「結果分かったことは、望むものを与えるだけでは、一時的な快楽にしかならない。その上、ごく少数の人間しか幸せにできないということだ」

「……想像できないよ」

「言葉だけではそうだろうね。仕方ない。私の机の引き出しを開けてみてくれ。一番上の引き出しだ」

　でも恐怖心で私は動けない。だって、そこに何があっても、私の価値観を壊こわすものだとは分かったからだ。

　動かない私を見て、彩矢お姉ちゃんは立ち上がる。シャンデリアの灯りを点つけて、机の一番上の引き出しを開ける。

　そこから取り出したノートのようなものを、私に渡した。それは、キャップの彼が家に来たときに、彩矢お姉ちゃんに渡していたものだ。「彼に不法侵しん入にゆうしてもらって、手にした盗品だけどね」と苦笑する。今さらその程度のことには驚かない。

　ノートには『日記』と書いてあった。

「さあ、読んで」

　嫌いやな予感しかしない。けれど私は、言われるがまま、その日記を読み始めた。




『身分違いの恋をしてしまった』

　その一文から始まった日記。恋をしている相手の名前は書かれていないが、明らかに彩矢お姉ちゃんのことを示していると分かった。そしてその日記の内容は、ほとんどが彩矢お姉ちゃんのことで埋め尽くされていた。

　一ひと目め惚ぼれしてしまったこと。でもその想いを伝えてはいけないと、決意したこと。しかし彩矢お姉ちゃんの方から、「私ばかり見ているね」と指摘されて、それが好意的な反応だったことから、気持ちが抑おさえきれなくなったこと。デートに誘さそったらまさかのオッケーをもらって、はしゃいだこと。デートが最高にうまく行ったこと。自分に一生彼女を養う覚かく悟ごがすでにあること。告白し、正式に付き合うことになったこと。愛についての考察。不出来な恥ずかしいポエム。




　私はそこまで読んで、すっかり青ざめていた。この盲もう目もく的な恋愛感情の、なんと気持ち悪いことか。この日記の主は、彩あ矢やお姉ちゃんのことを誰よりも見ているくせに、誰よりも理解していない。まるで彩矢という名前のきれいな人形に、キャラクター設定を付けているようだった。

　そして何より、この事件の顚てん末まつを、すでに私は知っていた。

「麻ま理り亜あ」

　彩矢お姉ちゃんは私にささやく。

「私は一人の男性を幸せにすることはできる。けれど、気付いてしまったんだ。それは世界中の人を幸せにする行為とは、最も遠い行為だと」




　日記は不ふ穏おんな空気を帯びてきた。

　付き合っているはずなのに、彩矢お姉ちゃんの態度が冷たくなったこと。彩矢お姉ちゃんへの好意が、なぜかクラス中に知れ渡っていたこと。職員会議で大問題になったこと。クラスの誰もが自分を相手にしなくなったこと。噂うわさを広めた犯人は、彩矢お姉ちゃん自身だったこと。




　丁てい寧ねいだった日記帳の文字は、荒々しくなってくる。怒りの感情が抑おさえきれていない。




　改めて、結婚を前提とした交際の申し込みをしたが、袖そでにされたこと。その告白は録音されていて、クラス中に小学生にプロポーズした音源が広まったこと。生徒も保護者も同どう僚りようも、誰もが会う度たびに軽けい蔑べつのまなざしを自分に向けてくること。実質的な退職勧告をされたこと。親に勘かん当どうを言い渡されたこと。

　私たちの家に侵しん入にゆうしたこと。




　彩矢お姉ちゃんの小学六年時の担任教師の恋愛日記。その最後は書き殴なぐったようにこう締しめられていた。

『音おと無なし彩矢を殺す』

　私はその日記に宿る、怒りを越えた感情に、胃の中が逆流しそうになる。よく知らなかった不法侵入の事件が、生々しい描写を得て、私に襲おそいかかってくる。

　けれど、この人を単純に責められない。

　だってお姉ちゃんは、こんな予言をしていたのだ。

『私の担任の教師は、退職する』

　つまり──小学生だった彩矢お姉ちゃんは、大人おとなの教師を誘ゆう惑わくし、追い込んだのだ。

「……ど、どうしてこんなことをしたの!?」

「幸せにしようとしたのだ。実際日記を見ても、初めは幸せそうだっただろう？　けれど、彼は私を独占しようとした。私が他人を幸せのために働きかけることを嫌きらった。このまま彼の望み通りになっていては、私は他の人間に幸せを与えられない。それは論外だ。目的に反する行為だ。しかし彼は、私が彼以外誰も愛さないと錯さつ覚かくしていた。切り離すのも一苦労だった。このように強く拒否する処置に出るしかなかった」

　彩あ矢やお姉ちゃんは小さく首を振る。

「ご覧らんの通り、これは明らかな失敗だ。けれど同時に、愛と憎しみの近きん似じ性を実感し、それを利用すれば、操作の精せい度どを上げることができると分かった。だから今回私は、誰か一人と向き合うのはやめて、憎しみを利用する搦からめ手を使った。成果は、今まででは一番よかったよ。……とはいえ十じゆう全ぜんからはほど遠い。理想とは途方もない距離がある。しかし私は、この道を歩むのをやめない」

　決意に、強く唇くちびるを結ぶ。

「これからも私は、世界中の人間を幸せにする方法を考え続ける」

　そうして彩矢お姉ちゃんは、微笑ほほえんだ。

　──ああ。

　理解した。どうしてあのとき、そして今、この微笑みを、何よりも美しく魅み力りよく的だと思ってしまうのか？

　それは──

　──彩矢お姉ちゃんが、聖人そのものだからだ。

　どこがと言われるかもしれない。犠ぎ牲せいを出してしまっているし、結果が必ずしも伴ともなっているとは言えない。人道にも外はずれている。

　けれどそこに、彩矢お姉ちゃんの欲望はまったくない。

　私し利り私し欲よくを捨て、世界中の人の幸せを考え続けている。

　その姿勢は、純粋に美しい。

　ああ……こんな風に感じる私もまた、どうかしているのだろうか？

「お姉ちゃんの考えていることは分かってきた……かもしれない。でも、彩矢お姉ちゃんは、私の質問にまだ答えてないよ」

「ああ、そうだね。どうして麻ま理り亜あに私の行動を見せたかは説明してないね。でも、ちゃんと以前に予言をしたのでは？」

　予言。

『君は私になる──いや、ならなければならない』

　その意味を考え、震ふるえる。

　彩矢お姉ちゃんは、私の唇に優しく指先を触れる。

「麻理亜は、私と同じく、世界中の人間の幸せのために生きる。だから、私のやり方を学んでもらおうと思ったのだよ」

　私が？　私がお姉ちゃんと同じことをする？　私利私欲を捨て、感情を捨て、世界中の人間を幸せにするために生きる？

「む、無理だよ、そんなの」

　私は彩あ矢やお姉ちゃんのように超ちよう人じんではない。学校に馴な染じめないからと小、中と通学さえろくにできない、弱い人間だ。

「可能かどうかではない。その運命に逆らえないのだよ」

「な、なんで！　そんなことをするのはお姉ちゃんだけで十分でしょ？　私を巻き込まないでよ！」

　私の強い否定に、彩矢お姉ちゃんは溜ため息いきを吐ついた。

「……言うかどうか最後まで迷っていたのだけど、やはりこの話題は避けられないようだ」

「な、何が……」

　彩矢お姉ちゃんは言う。

「『あなたが生まれてきてくれて、本当によかった。あなたが道みち重しげさんと私を、繫つないでくれたのよ。あなたは私の天使だわ』」

　それはお母さんの口くち癖ぐせだ。私はその言葉に支えられて生きてきた。

「そ、それがどうしたの……？　どうして今、その言葉を言うの……？」

「愛情のある言葉に思える。私が生みの親に言われてきた『あなたさえ生まれてこなければ』という言葉と正反対に思える。けれど本当に正反対かな？　だって、見方を変えれば、こうなってしまう」




「生まれてきたときに、用済みになった」




　その言葉は、私の土台だ。すべてその基礎の上に、私が成り立っている。

　だから、ただの一ひと言ことで、崩くずれてしまうわけがない。

「─────ぁ」

　──のに。

「う、あああああ…………」

　保てない。

　その一言だけで、私を支えてきた前提が崩ほう壊かいする。

　ガラガラと身体からだの中で音を立てて崩れる。積つみ木きを崩すみたいにあっけなく。ガラガラ壊こわれて、元には戻らない。

　ああ……こうまであっけないってことは、私はきっと日々の生活の中で感じていたんだ。両親が私に関心がないことに、気付いていたんだ。その愛の溢あふれる言葉の言外に、そういう意味も含ふくまれていることに気付いていたんだ。

「──ぅ、ぅ」

　虐ぎやく待たいされたわけでも、生活に不自由があったわけでもない。親に対する不満らしい不満も挙あげられない。

　けれどそれでも私たちは結局、道みち重しげさんとお母さんの間にある、余分な物。

　その実感だけは確かにある。




　そう──

　私たちは、いらない。




　彩あ矢やお姉ちゃんは慈いつくしむように、泣いている私の頭を抱き締しめる。

「麻ま理り亜あは特別だ」

　抱き締める力は、いつも通り優しい。

「まだ何も入っていない、無む垢くな箱だ。可能性の塊かたまりだ。世界に〝願い〟を叶かなえる神様がいるとしたら、それは私ではなく、麻理亜の前に現れるだろう。それぐらい希け有うな純粋さがある」

　しかし、付け足す。

「でもそれは空うつろ、ということでもある」

「わ、私はどうすれば……」

「麻理亜も、私も空くう虚きよだ。だから生まれてきた意味を求め続ける。そうすれば私たちの心の空白を埋められる。私たちが生まれた意味を、重大なものにしよう。だから、世界中の人を幸せにしよう。それができたら、誰もが私たちを必要としてくれる」

　耳元で誘ゆう惑わくするようにささやく。

「私たちが生まれてきた価値がある」

　けれど。

「……別の……目的を見つけるかもしれない……」

　私はまだ自分のすべてを投げ打つ覚かく悟ごができない。彩矢お姉ちゃんのような生き方は無理だ。

「……ねえ、麻ま理り亜あ。私は出会ってすぐの人間さえ、ある程度意のままに操あやつれる。そうだね？」

「そうだけど……」

「麻理亜、君は私と出逢あって何年だい？　何年同じ屋根の下で過ごしてきた？　それなのに私の影響を受けてこなかったと言えるかい？」

「……あ」

「……そうだよ、麻理亜。もう君は、私に操そう作さされている。幸せを求めるように操作されている。拒絶する心があろうとも、最後には決断する」

　彩矢お姉ちゃんは言う。




「音おと無なし麻理亜は、音無彩矢になる」

　断言された瞬しゆん間かんだった。

　私には見えた。透とう明めいな、蜘く蛛もの糸。何度も悪夢の中で見た、私を離さない蜘蛛の巣。

　私はその糸に絡からめ取られている。逃のがれることはできない。あの日記の教師が、キャップの彼が、他に彩あ矢やお姉ちゃんに関わったすべての人が逃れられず捕ほ食しよくされたように、私も捕食される。

　彩矢お姉ちゃんは微笑ほほえむ。

「さあ、始めよう。私たちは誰を恨うらんでいるわけでもない。だけど確かに形のない衝しよう動どうに襲おそわれている。空くう虚きよとも言うべき敵がいる。そいつに見せつけてやろう」

　魅み力りよく的に。

　何よりも魅力的に微笑んで、言い放つ。

「私たちの復ふく讐しゆうの在あり方を」
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　雨の中、家族三人の葬そう式しきは行われた。

　私は制服姿で、彩矢お姉ちゃんの遺影を抱かかえて、誰とも口を利きくことなく佇たたずんでいた。

　鏡に映り込んだ自分を見ると、蟬せみの脱ぬけ殻がらのようだった。少しの力でパリッと小こ気き味みいい音を立てて潰つぶれてしまうような。

『麻理亜、私は14歳で旅立つよ』

　どうしてお姉ちゃんが心中を選んだのか？　死んでしまったら、世界中の人を幸せにすることはできないだろうに。

　しかしこの結果は予言していたものなのだから、前々から計画していたことには違いない。

　つまり彩矢お姉ちゃんは初めから、私に託たくすつもりだった。世界中の人を幸せにする目的を引き継つがせるつもりだった。そのために放火を目もく撃げきさせたり、日記を見せたりしたのだ。

　そして、引き継がせるための準備を終えたと判断したのだろう。

　彩矢お姉ちゃんは自分の14の誕生日に、元担任教師の憎しみの感情を操そう作さして、事故を起こさせ、自分たちを殺させた。

　復讐。

　彩矢お姉ちゃんは、復讐すると言った。

　彩矢お姉ちゃんは家族を憎んでいたのだろう。自分を空虚にした家族を憎んでいたのだろう。そして、私には隠かくしていたが、もっとも復讐らしい復讐もまた、彩矢お姉ちゃんの悲願だったのだ。ずっと殺人の計画を練っていたのだ。

　そしてその復讐相手の中には、きっと私も含ふくまれている。それは殺人ではなく、心の牢ろう獄ごくに私を放り込むこと。

　その証しよう拠こに、私にもう逃げ込む場所はない。

　親しん戚せきたちは、呪のろわれた元愛人の子を誰が引き取るんだ私たちは絶対嫌いやだとか、お金をとにかくよこせ家をよこせ土地をよこせだとか喚わめいている。私のあずかり知らないところで行われた骨肉の争いの結果は、誰も私を引き取らずに、財産を家や土地を含ふくめてすべて奪うばい取ることだった。

　私には両親の保険金だけ渡された。ささやかに生きるなら、成人するぐらいまでは生活できる額。それで責任を投げ出せると、親戚たちは判断したようだ。

　どうしてそんな人たちの中に、私の居場所があると思えるだろうか？　それなら宿やど主ぬしのいなくなった蜘く蛛もの巣の中で、ずっと糸に絡からまって衰すい弱じやく死ししたほうがマシだ。

　いつの間にか目の前には何もない。狭い部屋に閉じ込められたような感覚──ではなく、どこにも壁がない無限に広がる空間に放り出されたような感じ。色がないその世界は、どんなに歩いても風景が変わらず、どこにもたどり着けないのだ。

　しかし一つだけ例外的に目印になるものがある。

　それは輪りん郭かくだけが残っている、透とう明めいな彩あ矢やお姉ちゃんの残ざん滓し。他にどこにも向かう場所がない私は、喜んでそこに飛びつくのだ。

　──彩矢お姉ちゃん。

　ふと雨の中、泥どろにまみれた大きな蜘蛛を見つける。私は何の気なしに蜘蛛を拾い上げる。いつか彩矢お姉ちゃんがしたように、蜘蛛を手のひらに載のせたまま、拳こぶしを閉じる。

　拳を開く。

　大きな蜘蛛は、そのまま私の手のひらにいた。私には力を入れて握にぎり締しめることができなかった。潰つぶされなかった蜘蛛は、私の手から離れていく。そのまま、私の手を泥で汚したままで、どこかへと消えた。

　そのとき、どうしようもなく感じたのだ。

　──私はこれから、音おと無なし彩矢になる。




　魂たましいを抜かれた私は、いつの間にか土ど砂しや降ぶりの雨の下にいた。ここまでやってきた記憶が抜け落ちている。葬式からどれくらい時間が経たったのかよく分からない。

　ここはまったく知らない土地だ。びしょ濡ぬれの制服のスカートの下から、ポタポタと水滴が垂れている。

　暴雨は私から感情を流し、温度を奪うばい、輪郭を削けずり、血を薄め、私を地面に溶かしていく。

　雨の中をどれくらい歩いただろうか？　時間にしたらおそらくそれほどの長さではない。けれど、目的地のない歩行は、私の魂をガリガリと削っていく。

　その歩行を続けて──

　魂がすり減へりきった頃──

　──私は光の中にいた。




　そうとしか表現しようがない。そこには天と地もなく、私は生まれたままの姿になっていた。そのまま光の中に拡散して、存在が消えていくのを感じた。その空間は私という個人が『在ある』ことを許さない。すべての存在が等しく価値があり、同時に無価値だった。

　けれど、かすかに空気の流れを感じる。私が動くことで、わずかに空気が動く。しかしそれに何も意味を見出せない。だからこのまま私はこの世界から消えるのだろう。

　ああ、だけど。

　だけど私は、しなくてはいけない。

『世界中の人を幸せに』しなくてはいけない。

　空っぽなはずの私に残っている、その方向。途端に空気の流れが決まり、私に向かって収束する。

　光が。

　光が。

　光が、溢あふれる。




　いつの間にか光の世界から出ていた。知らない森の中、フクロウや虫たちの鳴き声を聞きながら、私は起き上がる。

　しかしそれから何もできない。立ちすくんで、動くことができない。私の心に動力となるものが何もない。

　空の色が変わるほど動かなかった後に、私はふとポケットに手を入れ、そこにあるものを取り出した。

　ラッピングされた小さな袋。袋を開けると、誕生日に彩あ矢やお姉ちゃんに渡すつもりだった、アロマオイルの小こ瓶びんが入っていた。

　私は蓋ふたを開ける。

　ペパーミントの香りが、わずかに漂ただよう。

　泥まみれの制服を「気持ち悪いな」と思う程度の感情が私に戻った。

　私の手には、いつの間にか〝箱〟があった。

　透とう明めいな美しい、立方体の箱。けれどその箱は、薄いガラスでできているように、酷ひどく脆もろく見えた。

　直感的に分かった。

　これは私の〝願い〟を叶かなえるもの。もう、私はどんな〝願い〟でも叶えることができる。

　言うまでもなく、私の〝願い〟は一つだった。




　私はその〝箱〟を〝幸福〟と名付けた。

　だけどそれは〝出来損そこない〟だった。
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　──ドンドン！

　壁を叩たたくような物音に目を覚ます。

「……ん」

　私はまぶたをこする。懐なつかしい夢を見ていた気がするが、起きた瞬しゆん間かんに忘れた。

　ペパーミントの香りが部屋に漂ただよっている。

　とうに限界を迎えている私の身体からだと心を立ち上がらせる香り。

「さて、行こう」

　起き上がり、私はまた〝箱〟を求める。手に入るかどうかなんて分からない。しかし私は、たとえ過去を忘れてしまっていても、『世界中の人を幸せに』しなければならないのだ。

　それだけが私の存在意義なのだ。

　立ち上がり、少し歩いただけで、私の足はふらつく。もうこの細い脚では耐えられないほど、長く長く歩き続けた。人の一生分の時間を、無む為いに繰り返したこともあった。しかし止められないし、止める必要もない。

　私は他者のためだけに生きる。誰にもその生き方を止めさせやしない。

　──ドンドン！

　ああ……それにしても、壁を叩く音がうるさい。
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　大おお嶺みね醍だい哉やを最後に学校で見かけた後、一度だけ彼のアドレスからメールが送られてきたことがあった。メールには挨あい拶さつどころか彼の言葉は何一つ書かれていなかった。そこにはただ、住所だけが書かれていた。僕に縁もゆかりもない離れた県の住所だ。

　醍哉の真意までは分からなくとも、それに重要な意味があることは分かる。

　次の休みを待たず新幹線に飛び乗った。その住所付近は高級住宅街のようで、立派な家が建ち並んでいた。その中でも一回り大きい家、それが住所が示した場所だった。

　しかしどうしてか、立派な家なのに、この住宅街にはどこか不ふ釣つり合いな印象がある。広い庭園は手入れが行き届いているとはいえず、物もの寂さびしげに感じられた。

　そして僕は、すぐに目の色を変えることになる。

　なぜなら表札に、『音おと無なし』と書かれていたからだ。

　──ここは、マリアの実家だ。

　確信すると、焦あせるようにチャイムを鳴らした。だるそうに返事をした中年女性に、挨拶もせずにマリアのことを尋たずねた。その相手は「マリア」の名前を聞き、明らかに態度を豹ひよう変へんさせ、会話を一方的に切った。

　間違いない。この女性は、僕の知らない〝箱〟に出で遭あう前のマリアを知っている。

　ならば僕は止まらない。マリアのためなら友人をも犠ぎ牲せいにできる僕が止まるはずもない。何度もチャイムを鳴らす。答えるつもりがないのが分かると、門を乗り越えて、敷地内で飼われていた血統書付きであろう犬を殺した。犬の断だん末まつ魔まの叫さけびに飛び出してきた女性に、すでに死んでいる犬の内臓の損そん壊かいを見せつけ、脅きよう迫はくした。

　僕がどれだけイカれた奴か理解した女性は、怯おびえ泣いてようやく質問に答えた。マリアと、そして音無彩あ矢やのことを話した。

　女性はマリアの叔お母ばに当たる人だった。僕は音無家にあった過去の悲しい事故のことを知り、マリアが天てん涯がい孤独になったことを知った。そして叔母を含ふくめた親しん戚せきの誰もが、今現在マリアが何をしているか、どこにいるかを把は握あくしてないと知った。

　ああ、やっぱり、そうなのだ。

　マリアには僕しかいないのだ。

　──だから僕が、マリアを見つけ、救うんだ。




　けれどその決意は遠い遠い昔の記憶の中。

　茫ぼう洋ようたる色素の薄まった世界で、茂も木ぎさんと手を繫つなぐ僕には、関係のない話。

　偽にせ物ものと分かっている幸せの世界で僕は暮らすだけ。




　ああ────

　それなら、まだ救いがあったのに。




　　　　　３０３３３回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂も木ぎさんのことが好きだよ」

「ずっと一いつ緒しよにいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




　　　　　３２８７５回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

「ずっと一緒にいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




　　　　　３５８９０回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

「ずっと一緒にいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




　　　　　３７２２７回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

「ずっと一緒にいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




「……あれ？」

　なぜだろう？

　両想いになるっていう、世界一幸せなこの瞬しゆん間かんが、あまりうれしくない。




　　　　　４０３０１回目




「カズくんのことが、好きです」

　僕も茂も木ぎさんのことが好きだ。けれど、僕は気付いてしまった。

「……明日まで待って」

　僕はこの世界が繰り返しであることに気付いてしまった。もう名前は忘れてしまったが、『彼女』を日常に取り戻さなければいけないんだ。それは僕の絶対的な目的なんだ。

　だから、どんなに好きでも、茂木さんの気持ちには応こたえられない。




　逃げるように校庭を去った僕は、屋上にやってきた。記憶を定着させるために思い付いた案が、飛び降りることだったからだ。

　この世界が、同じ一日を繰り返していることに気付けたのは奇き蹟せき的なのだろう。なら、この機会を逃のがすわけにはいかない。もしかすると、自覚していないだけで、数万回同じ日を繰り返しているかもしれないのだ。

　飛び降り自殺をするのが怖こわくないわけはない。こんなことをするなんておかしい。しかし僕の意志はこの程度で揺ゆるがない。

　夕日で赤く染まった空の下、僕は飛び降りる。

　ぐしゃり。

　自分の頭ず蓋がい骨こつとその中身が潰つぶれる音を聞いて、僕の意識は──




　　　　　４０３０２回目




　──連続した。

　僕は先ほど浴びた落下の衝しよう撃げきに耐えきれず、教室で嘔おう吐とする。

　泡あわを食っているクラスメイトたちを尻しり目めに、僕は教室を飛び出す。『彼女』の手がかりを摑つかまなければならない。名前は忘れてしまったが、『彼女』とどこを回ったかはなぜか憶おぼえている。

　僕は『彼女』の手がかりを走り回って探した。

　しかし、そんなものはまったく見つからない。

　何も得られるものはなかったが、この記憶を失うわけにはいかない。この世界に疑問を持つことがなくなってしまえば、僕は数万回でも、いやそれどころか数百億回でも同じ日を繰り返してしまうかもしれないのだ。

　赤い世界で僕はまた飛び降りる。頭の中身をぶちまける。




　　　　　４０３０３回目




　学校中を回っても、何も手がかりは見つけられない。

　僕は飛び降り、頭の中身をぶちまける。




　　　　　４３０５８回目




「
















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」




　　　　　４９１７８回目




　久しぶりに感情が蘇よみがえり、言語を思い出した。

　僕は涙なみだする。もう無理だ。もう自分を殺し続ける生活をするのは不可能だ。

「……戻ろう。楽しい学園祭の中に戻ろう」

　屋上を去り、校庭で行われているキャンプファイヤーへと向かう。茂も木ぎさんが僕に話しかけてくれる。

　もう、かつて茂木さんにされた告白を無視しない。

「僕は、茂木霞かすみさんのことが好きです」

　こうして僕の、長い長い戦いは終わった。




　　　　　５５５５５回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

「ずっと一いつ緒しよにいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




　　　　　５９８７６回目




「明日まで待って」

　僕はこの世界が繰り返しであることに気付いてしまった。もう名前は忘れてしまったが、『彼女』を日常に取り戻さなければいけないんだ。それは僕の絶対的な目的なんだ。

　夕日で赤く染まった空の下、僕は記憶を定着させるために飛び降りる。




　　　　　６５２２２回目




「……戻ろう。楽しい学園祭の中に戻ろう」

　僕はもう、茂も木ぎさんの告白を無視しない。

「僕は、茂木霞かすみさんのことが好きです」

　こうして僕の、長い長い戦いは終わった。




　　　　　６６６６６回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

「ずっと一いつ緒しよにいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




　　　　　７０５１２回目




「明日まで待って」

　夕日で赤く染まった空の下、僕は記憶を定着させるために飛び降りる。




　　　　　７８１６５回目




「僕は、茂木霞さんのことが好きです」

　こうして僕の、長い長い戦いは終わった。




　　　　　８８８８８回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂も木ぎさんのことが好きだよ」

「ずっと一いつ緒しよにいようね」

「ずっと一緒にいるよ」




　　　　　１０２５３８回目




「カズくんのことが、好きです」

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

「ずっと一緒にいようね」

「ずっと一緒にいるよ」

　好きな相手と両想いになる。そのことよりも素す敵てきなことがこの世界にはあるだろうか？

　僕は今、世界中の誰よりも幸せだ。その幸せを守り続けたい。

　けれど、どうしてだろう？

　とてつもない違和感があるのだ。ねえ、この世界はこんなに色のない世界だったっけ？　こんなにも狭い、圧迫感のある世界だっけ？

　こんなにも幸せなのに、海の底にいるみたいに、息苦しい。




　　　　　１２４３９０回目




　例えばの話なのだけど、もしこの世界が、学園祭の一日を繰り返し続けているとしよう。〝拒絶する教室〟と同様、繰り返していることにみんなが気付いていないとしよう。

　それでも僕ならば、ここが繰り返しの世界だと気付くことがあるかもしれない。そうしたならば僕は、なんとかしてここから逃のがれようとするだろう。名前を忘れた『彼女』のために脱出しようとするだろう。そのために自殺するのも厭いとわないだろう。

　けれど手がかりはないとする。手がかりはこの世界に何一つないとする。僕はそう簡単には諦あきらめないだろうけど、手がかりが一いつ切さいないのだからいずれ諦めるしかない。消しよう耗もうしきって、もはや理性も人格も失った頃に、僕は記憶を継けい続ぞくするのをやめる。精神を保つために、繰り返しの世界の中に意味を見い出そうとする。

　そうして茂木さんと共に過ごすことを選ぶ。

　しかしそれで、エンディングは迎えられない。

　だってこの世界が延々と繰り返し続けるとしたら、僕はまた繰り返しに気付くことがあるからだ。そうなれば僕はまた抜け出そうともがき、また敗北し、また諦あきらめる。苦く渋じゆうの末に茂も木ぎさんを選んだことを忘れて、また茂木さんを選ぶ。

　それを繰り返す。繰り返し続ける。

　まさに無む間けん地じ獄ごく。僕は何度も、ありもしない希望が血の池の底にあると信じて飛び込み、苦しめられ、その奔ほん走そうさえも忘れる。また希望を探さがして、血の池に飛び込む──そんな愚おろかな行動を繰り返す。抜け出すすべはない。

　終わりはない。ハッピーエンドはもちろんないし、バッドエンドもない。

　そんな世界に、僕がいるとする。

「カズくんのことが好きだよ」

　キャンプファイヤーの炎に照らされて、茂木さんが言う。僕も茂木さんが好きだ。なのに、僕はうれしいはずのその言葉が、なぜか心に響かない。

「カズくん？」

　うつむいた僕は、そのまま駆かけ出す。呼び止める茂木さんの声も振り切って、校庭から離れ、校舎の中に入る。

　屋上に上がろう。無意識にそう思った僕は、自分の思考に首を振る。なんでこんな当然のように飛び降りようとしている？　それじゃあまるで、飛び降りるのが習慣のようじゃないか。

　習慣に従う。それでは抜け出せない。

　引き返し、今度は家庭科室に入った。

　息を荒らげながら、調理机に寄りかかる。窓の向こう、ここからはキャンプファイヤーの炎が見える。踊っている生徒たちを見て、思う。

　──解かい像ぞう度どが足りない。

　ずいぶんと荒っぽいドットだ。これじゃあまるでモザイクだ。作り物であることが見え見え──いや、世界はきっと元々こんなものだったんだ。それまで僕が気付かなかっただけだ。そう信じないと、僕は救われない。

　例えばの話は、本当に思い付きの例えばの話だ。現実じゃない。そんな恐ろしいことあってたまるか。

　すべて妄想で、僕は精神病なのだ。

　けれど、逃げようのない現実がある。




　──僕はもう死にたい。




　引き出しを開け、包ほう丁ちようを取り出す。躊ちゆう躇ちよは不ふ思し議ぎなほどなかった。

　僕は自分の心臓に包丁を突き立てた。まるででかい芋いも虫むしを刺したような、心臓を潰つぶした感触は確かにあった。バカみたいに出血もしている。

　だから僕は死ぬはずだった。




　　　　　１２４３９１回目




　けれど記憶が継けい続ぞくした。僕は瞬しゆん間かん移動と、タイムリープをし、学園祭が始まる直前の教室にいた。

　それをあっさりと受け入れられた。その感覚が、学園祭の一日を繰り返していることが事実だと分からせた。

　脇わき目めも振らず。すぐに家庭科室に直行した。

　包丁を見つけ出し、自分の心臓へと突き刺した。




　　　　　１２４３９２回目




　しかし記憶は継続した。死にたいのに、死のうとすればするほど、無む為いな繰り返しに中にいることが証明されていく。

　どうやら心臓を突き刺しても僕は死なないらしい。失血死までタイムラグがあるからだろうか？　即死すれば違うのか？

　ふらふらと教室を出ると、バイパスへと向かった。できるだけ大きいトラックを見つけると、すかさず飛び出し、僕は轢ひかれた。




　　　　　１２４３９３回目




　しかし記憶は継続し、僕は生きていた。教室にいた。思わず「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」と絶ぜつ叫きようする僕に、クラスメイトは奇き異いの目を向けた。知ったことではない。

　僕は駅へと向かった。駅のホームの最後方へと移動した。

　勢いよく走り込んできた電車に飛び込んだ。

　僕の身体からだは飛び散った。




　　　　　１２４３９４回目




　しかし記憶は継続し、教室に戻った。限りなく即死に近かったのに無事だ。まだ僕は生きている。

　どうやらこの繰り返しの世界から抜け出す方法はないらしい。

　大声で泣き喚わめく。玩具おもちやを買ってもらえず駄だ々だをこねる子供のように、仰あお向むけになって手足をばたつかせ暴れ回る。クラスメイトは奇き異いの目を向けるがどうでもいい。だってどうせそれも忘れるんだろう？

　ひとしきり泣いて気分が多少晴れたところで、死を諦あきらめきれるわけではない。僕は起き上がると、トイレに駆かけ込む。便座に座り、ケータイであらゆる死に様を検けん索さくする。ここに書いてある死因をすべて実践してやる。何か一つ正解があるかもしれない。そう考えるとようやく心しん拍ぱく数すうが元に戻った。死について考えているときだけ安らぎがある。

　とりあえず今回は、感電死してみよう。

　僕は電柱に上り、濡ぬれた手でそこにある電線三本を摑つかんだ。




　　　　　１２４３９５回目




　死ねなかった。まあ、そうだろう。死ねないことに悲観しなくはなった。

　今回は首つりにチャレンジしてみる。




　　　　　１２４３９６回目




　今回は海の底で窒ちつ息そくしよう。




　　　　　１２４４２３回目




　轢れき死し、墜つい落らく死、感電死、縊い死、転落死、圧死、溺でき死、失血死、窒息死、凍死、熱死、爆死──ありとあらゆる死を体感したが、僕は死ねなかった。

　僕はようやく死ぬことさえも諦めた。……諦めた？　ふふ、そうか、また僕はまた諦めたのか。

　思わず乾いた笑い声が出る。諦めた。一体何度目だ？　何万回目だ？　僕の想いは何も叶かなうことがない世界で、何度似たようなことを繰り返している？

　急速にそのことに腹立ち、教室で血がにじみ出るほどに頭を搔かきむしる。もちろんそんなことでは何も解決しない。

　完全に追いつめられた。僕は何もできない。自殺することをやめ、繰り返しの記憶を失えば、僕はまた名前すら忘れた『彼女』の欠片かけらを見つけようとする。そして手がかりがなく諦め、この世界で生きようと茂も木ぎさんを選ぶ。その長い戦いの歴史すらすぐに忘れ、不意にまた今回のように何度も同じ日を繰り返していることに気付き絶望し、自殺を繰り返す。自殺して死ねないこともまた忘れて。

　ふざけるな。どんな地じ獄ごくだ。これよりも酷ひどい地獄の種類を教えろ。

　この地獄ではわずかに抱いた希望も、すぐにやってくる絶望も等しく意味がない。塗り潰つぶされて均一化だ。僕はどこにもたどり着かない砂すな嵐あらしの中を歩き続けることを強要されている。どんなに歩いても砂嵐でしかない。風景は砂にかき消される。喉のどが渇かわいて口を開けたら、味のない砂が入って咳せき込むのだ。

　僕が何をした。僕がこんな目に遭あうのはどうしてだ！

「誰か……誰か応こたえろ！」

　叫さけび、しかし誰も応えてくれない。教室を飛び出す。自然と足は行き慣れた場所──屋上へと向かう。屋上の扉を開けたとき、視界に空の色が飛び込んできた。

　一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんとし、すぐに自分へと嘲ちよう笑しようする。

「ふ、ふ……」

　だって、まだ朝のはずなのに、空が赤く染まっている。夕空とも色が違う。その禍まが々まがしい赤は、返り血で塗り潰つぶしたような濃い色だ。

　どうやら僕はとっくのとうに気が狂ってしまったらしい。だから正しく世界の認識ができない。青いはずの空が赤く見えてしまう。

　笑いが止まらない。僕は笑い声を上げながら金かな網あみへと近づく。もうどうなったっていい。とりあえず死のうか？　そう思って地面を見下ろすと、そこにはたくさんの死体が積んであった。意味が分からない。不ふ条じよう理り。だからどうやら幻げん覚かくだ。死体の下には、泥どろのように赤黒い血液が溜たまっている。死体の顔は様々な表情をしているが、大半が苦痛で顔を歪ゆがめている。

　そして死体の顔は、全て僕の顔をしていた。

「────はは」

　ああ、あれは僕が蔑ないがしろにしてきた僕の命だ。無意味にここで散った僕の命だ。

　それまで笑っていた僕の目から、強制的に涙なみだが流れる。しょうがないだろう。この光景は視覚への暴力だ。眼球にナイフを突き入れられているに等しい。

　突き付けられる現実。僕はこの世界で、これだけの目に遭ってきた。こんなにも死んだ。なのに解放されない。報むくわれない。逃げ場はない。

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　叫ぶ。

　どこにも声は届かないのに叫ぶ。

『苦しむことはないよ。誇らしく思うべきだよ』

　しかしどこにも届かないはずなのに、答える声があった。あり得ないことなのに僕は動どう揺ようしない。幻げん覚かくの次に幻聴ちようが来ても、驚きに値あたいしない。

『それは君が、この世界に抵抗してきた証しよう拠こだ』

　そいつは、積み上げられた死体の上に、不ふ遜そんにも足を組んで座っている。僕を見上げ、慈いつくしむような表情で微笑ほほえんでいる。

　その顔は──僕、星ほし野の一かず輝きの顔だ。

　幻覚が僕に似てようがどうでもいい。それよりもその安らかな表情が腹立たしかった。

　だって、その表情はどこか、僕の敵に似ている。

　だから感情的に声を上げた。

「抵抗したからなんだっていうんだ。どんなに死んで記憶を保っても無意味だった！　これからも無意味なんだ！」

『無意味なんかじゃない』

　僕の顔をした『僕』が答える。

「なんだって？」

『気付けばいい。それだけで無意味でないことが分かるはずだよ』

「何に気付けっていうんだ！」

『君がもたらした変化だよ』

　変化？　変化なんて僕の気が狂ったことぐらいだ。それとせいぜい茂も木ぎさんに恋をしたことぐらいだ。それがなんだというんだ？　何も変わっていない。

『違うね』

『僕』は言う。

『ほら、空はこんなにも赤い』

「…………」

　確かに赤い。

　でも、それがなんだ？

　真意を確認しようと、改めて僕は『僕』を見る。ラフ画のように適当な死体の山の上にいる、一人だけカラフルな『僕』。不ぶ気き味みに微笑んでいる『僕』の右腕には、傷きず跡あとがある。

　傷跡。それはどういう意味だったか……？

　どういう決意の表明だったか……？

『君がこの世界にこれほどまでに苦戦しているのは、どうしてなのか分かる？　それは、誰もが幸せに暮らすこの世界に魅み力りよくを感じているからだよ。茂木霞かすみと両想いになる世界を、捨てきれずにいるからだよ。その気持ちがなければ、これほどまで死体が必要になることはなかったんだ』

　死体が必要なかった？

「……僕が死体を積み上げたことに意味があるとでも？」

『あるよ。だってこんなの、『幸せな世界』に不要だろう？　邪じや魔まだろう？　この死体の山は幸せしかないこの舞台への反はん逆ぎやくだよ。それなのに何も影響がないとでも思ってる？』

「無意味だ！　無意味でしかなかった！　その証しよう拠こに僕は、『彼女』の名前すら──」

『忘れたフリをするな』

　それまで優しい口調だった『僕』が突とつ如じよ、厳しく豹ひよう変へんする。

『『彼女』の名前を、忘れたフリをするな』

『僕』は冷たく睨にらみ付ける。

『逃げるな。偽いつわりの幸せの中に逃げ込むな。すべてを直視するんだ。この世界を直視するんだ。君は覚かく悟ごが足りない。君はすべてを捨てて、彼女だけのものになる決意が足りない。行動に移せば、どういう結果を招くのか、君は無意識で悟さとっていた。その行動がこれ以上の絶望が待ち構えていることを知っているからできなかった』

「な、何を言って──」

『分かっているはずだよ。君は彼女のためになんでもできると言いながら、最後の一線は越えられなかった。人間らしさを捨てられなかった。右腕に傷がなくなったことを言い訳に、君は最後の決断をできないでいた』

　じいっと僕を見つめる。

『〝空うつろの箱〟に頼らなければ、彼女を助けられないの？　そんなに君は弱いの？』

「……でも、何をしたらいいか分からないんだ……」

『『彼女』の名前を叫さけぶんだよ。そうすれば自おのずと分かる』

　僕は息を吞のみ、必死に首を振る。

「だ、だから、名前を忘れたんだ。どんな人だったかも、忘れたんだ……」

『忘れるはずがない。他でもない君が『彼女』のことを忘れるはずがないんだよ。だって君は、『彼女』の救きゆう世せい主しゆなんだから』

『僕』はまた慈いつくしむような表情に戻り、言う。

『さあ、この世界にトドメを刺すんだ』

　言い捨てると『僕』は消えた。

　積み上がっていた僕の死体も消えた。

「────」

『僕』とのやり取りは幻げん覚かくであり、幻聴ちようであり、妄もう想そうだ。けれど、この世界には、妄想と対ついになる現実は存在しない。確かなものはなく、根っこがなく、芯しんがなくふにゃふにゃで、障しよう子じの紙のように薄く、蹴けり上げればたやすく穴が空くような世界だ。

　妄想だってこの世界を侵しん食しよくし、征せい服ふくする。

　だから『僕』の言うとおり、現状を直視してやる。

「……ああ、そうか」

　僕は今、空が赤いと錯さつ覚かくしたと思っていた。

　違った。よくよく思い出すと違った。

　とっくにこの世界では、一日中、空が赤かった。

　それが物語る真実。




　僕はこの世界に打撃を与えていた。




　僕は何度も自殺し、記憶を継けい続ぞくした。それは幸せな繰り返しをするはずのこの世界に反抗する行為だ。スプーンで牢ろう屋やの壁を削けずるように、少しずつこの世界を傷付けてきた。甘い誘ゆう惑わくに誘さそわれ、偽にせ物ものの日常に流れてしまうことはあった。けれど一時的に心が揺ゆらいでも、世界に反抗することをやめなかった。向かうべき方角を決定的に間違えてしまうことはなかった。

　赤い空を仰あおぎ、手を広げて、その場を回る。

　──見ろ、この血まみれの空が僕の成果だ。

　そうだな。僕は『僕』の言うとおりにしてやる。

「……この世界にトドメを刺してやる」

　途方もない繰り返しは無む為いではなかった。攻こう撃げきの手て応ごたえが、僕に決意をさせた。

　ああ……興奮で眼球の奥が痛い。

　屋上を出て、階段を駆かけ下りる。すぐに教室に戻ろうとしたが、あるものを取りに家庭科室へと寄った。解かい像ぞう度どが低くなり、ぼけている人たちを通り過ぎる。まったく、なんで今までこいつらが薄まっていることに疑問を抱かなかったんだ？

　教室には車いすの少女──茂も木ぎ霞かすみがいた。

　はっきりとこの目に映らない人が多い中で、茂木さんだけはカラフルに色がついていた。

「茂木さん！」

　顔を紅潮させ、目を剝むいて叫さけぶ僕の様子に、茂木さんはたじろいだ。誰がどう見ても、僕は異常だ。

　だが、どう思われても構わない。

　僕は茂木さんの両手を取り、尋たずねる。

「愛ってなんだと思う？」

　常じよう軌きを逸いつしている僕に、茂木さんは戸と惑まどった様子で首を傾かしげることしかできない。僕は茂木さんの手を強く摑つかんだまま目を覗のぞき込み、解放しない。

「い、痛……。ね、ねえ、どうしたのカズキくん？」

「早く答えて」

　茂も木ぎさんは怯おびえたまま答える。

「……ええと、愛だよね？　その……すごく好きなこと、かな？　あとは、お互いを思いやること、とか？」

　僕は首を振る。

「足りないよ。僕は、もっと愛っていうのは深いと思うんだ。もっと取り返しが付かない。相手のことを思いやるのを越えて、お互い取り込み合って、切り離せない。自分と彼女で、一つの概がい念ねんになる。同体。相手が欠けてしまえば自分でなくなる。それが愛だと思うんだ!!」

　まくし立てる。

「そう。だから、捜さがし続けていた彼女の欠片かけらは、ここにあるんだ」

　自分の胸を指す。

「この世界のどこにも彼女の欠片は見つからなかった。ないと思っていた。ふふ……まったく僕はバカだ。一番近いところに彼女の欠片はあるじゃないか。僕を解体すれば、彼女の一部があるじゃないか」

「何を……何を意味不明なことを言ってるの？　怖こわいよ……」

「でも、理解しただけじゃ足りないんだ。それだけじゃ彼女までたどり着けないんだ。僕は、彼女をより感じ取れるように仕向けなければならない。どうすればいいと思う？　ねえ、どうすればいいと思う？」

「……や、だ！」

　茂木さんは、僕の手を払いのける。

　ショック？　ああ、ショックだ。だって僕は茂木さんが好きなのだ。でも仕方ない。

　この世界の反はん逆ぎやく者しやたる僕は、誰にも理解されない。

「僕の中にいる彼女をもっと、もっと、もっと感じるには──」

　懐ふところに隠かくしていた包ほう丁ちようを取り出す。

「──僕は、一人になればいい」

「……え、ぁ……!!」

　茂木さんの胸へと突き刺す。




　この世界から人を消す方法。

　かつて〝拒絶する教室〟の世界で、茂木さんは他人を消すことに成功した。それは対象者を殺すことでなし得た。

　僕もまた、同じ手段で、茂木さんを消そうとしている。

　胸に刺した包丁を引き抜くと、大量の血液が溢あふれた。返り血を浴びると共に、罪悪感が一気に頭を支配する。僕は茂木さんが好きで、本当に好きで、なのにそんな女の子を殺している。何も事情を知らない、大けがをしても前向きに生きている女の子を殺している。少しでも彼女との楽しい記憶を思い出せば、自分のしでかしたことの罪に押し潰つぶされ、脳は正常な機能を失うだろう。

　しかし僕は狂っている。倫りん理り観をぶっ飛ばして、その記憶に蓋ふたをすることができる。

　騒然とする教室で、僕は小さく唱となえる。

「愛」

「愛」

「愛」

　思考を保て。迷うな。決断を続けろ。情じようを捨てろ。未来を投げろ。進むべき方向を間違えるな。ただ真っ直ぐに進め。愛のために。愛のために。愛のために。愛のために皆殺しだ。

　そして叫さけべ。

　自分が向かった先にいる彼女の名前を、叫べ。




「マリア！」




　そう、彼女の名前は──

　マリア。

　音おと無なし麻ま理り亜あ。




　彼女を選んだ。マリアを選んだ。

　だから、

「消えてくれ、茂も木ぎ霞かすみ！」

　僕は再び、茂木さんの胸に包ほう丁ちようを抉えぐり込む。

　……ああ、そういえば〝拒絶する教室〟の中で、この家庭科室の包丁を使い、茂木さんは僕を殺そうとしたことがあった。しかし結局、茂木さんは僕に包丁を刺せなかった。茂木さんは好きな相手を殺すという、最後の一線は越えず、人間らしさを保ったのだ。

　けれど僕は一線を越えた。

　さようなら、人間、星ほし野の一かず輝き。

　瞬しゆん間かん、右肩に衝しよう撃げきが走る。僕は包丁を落とし、肩から倒れた。何が起きたかと見上げると、目を大きく見開いた陽はる明あきが立っていた。どうやら陽明に体当たりされ、倒されたようだ。

「何を……何を……やってるんだ、ホッシー！」

　陽明は茂木さんを介かい抱ほうしようとする。でも無駄だ。手遅れだというのは、刺した僕がよく分かっている。

　僕は、茂木霞を、確実に殺した。

　けれどこれだけでは終わらない。僕をこの世界に引き留とめる最も強力な人間は茂木さんだけれど、他の人たちだって十分僕を引き留とめる力を持っている。特に陽はる明あきは危険だ。

　──陽明を刺すか？

　そう考えたが、すでに警けい戒かいされている状況で、体格のいい陽明を殺すのは難しい。

　この場に留とどまれば、僕はこれから陽明たちに自分の罪を咎とがめられるだろう。陽明の言葉に、自分の決心が揺ゆるがされるかもしれない。なんらかの拍ひよう子しに、殺さつ戮りくを取りやめてしまう自分がいる可能性を否定できない。

　だからさっさと、撤てつ退たいしよう。

　人の心を取り戻す前に、逃げ切ろう。

　僕は自分の喉のどに包ほう丁ちようを突き刺した。




　悲鳴が飛び交かう。倒れ伏ふし、流れる自みずからの血を指でなぞりながら、口元を歪ゆがませる。

　──ああ、僕よ、もっと狂え。

　狂って、自分一人以外、受け入れなくするのだ。

　たった一人、もう自分の中に溶け込んでいるマリアと向き合うために、他のすべてを捨てるのだ。




　　　　　１２４４２４回目




　──マリア。

　名前を叫さけんだ瞬しゆん間かんに、僕の脳の中身は音を立てるほどの速さで回転した。脳はガリガリ音を立てて揺ゆさぶられ、その衝しよう撃げきで僕は壊こわれてしまいそうになる。少しは宿やど主ぬしを憂ゆう慮りよして欲しいものだ。

　しかしそうして満たされる映像は、本物の幸せの記憶だ。淡い光に包まれた映像が再生される。

　思い起こしているのは、いつかのなんでもない記憶だ。




　あれは梅雨の頃だったか。僕はペパーミントの香りがするマリアの部屋にいた。

　僕は心配で顔を曇くもらせながら、キッチンで冷凍のうどんを慣れない手つきでゆでていた。

「一かず輝き」

　いつもの凜りんとした声とは違う、か細い声。ああ……ようやく思い出す。僕を名前で呼び捨てにするのはマリアだけだった。これは彼女だけの僕の呼称だ。

　呼ばれた僕は、菜さい箸ばしを持ったまま、キッチンから部屋へと顔を出す。セミダブルのベッドで寝ているマリアは、深くかぶさった布団ふとんから、紅潮した顔だけ出して、こちらを見ていた。額ひたいには冷却シートが貼はられている。高熱を出して苦しんでいる彼女にこんなことを思ってしまうのは不ふ謹きん慎しんだろうけど、その姿は彼女らしくなくかわいらしかった。

「どうしたの、マリア？」

　マリアはゲホゲホと咳せきをすると、にんまりと笑う。

「……ふふ。なんでもない……」

「え？」

　わざわざ咳をしながら呼んだのに？

「なんでもないと言っているだろう。お前の顔が見たかっただけだ。……ゲホゲホ！」

　その後も用件を言わない。どうやら本当になんでもないらしい。

　僕は首をひねりながら、キッチンへと戻る。うどんを作り終え部屋に戻ると、テーブルの上に丼どんぶりを置く。

　マリアは起き上がる。頭がずいぶんと重たそうだ。ゆっくりとクッションの上に座ったはいいが、マリアは箸はしを握ることなく、眉み間けんに皺しわを寄せ、うどんを睨にらみ付けている。

「……どうしたの？」

「熱そうだ、息を吹くのもきつい、そう思ってな」

「あ、そうなんだ。ゆっくり食べるといいよ。……ってあれ？　何その不満そうな顔？」

「気が利きかない奴だ。それなら自分がゲホゲホ！　……代わりに冷ましてやる。それぐらい言うのが男の甲か斐い性しようではないのか？」

「ええと……」

　か細い声のくせに傲ごう慢まんだな。ということは、僕がうどんをふーふー吹いて、口を開けているマリアに食べさせるってこと？

「……って」

　それってかなり恥ずかしいことでは？　ラブラブカップルぐらいしかやっちゃいけないことでは……？

「早くしろ」

「……いや、その……恥ずかし──」

「早くしろと言っている」

　やらなければいつまでも睨み付けられそうだ。僕は諦あきらめて、言われるがままになる。

　箸で摑つかんだうどんを吹き、マリアの口元に差し出すが、どうしてかマリアは口を開けてくれない。

「……ええと、なんなの？」

　何も言わず、僕をニヤニヤと見ている。

「……もしかして、僕が『あーん』と言うのを待ってる？」

「分かっているなら早くしろ」

「……あ、あーん」

「声が小さいな」

　こうなりゃやけくそだ。

「あーん!!」

　風か邪ぜを引いているマリア以上に真っ赤になって、箸はしを差し出す。

　ようやくマリアが口を開けてくれた。無防備に口を開けて、赤い舌を見せているマリア。

　その顔に、ちょっと、どぎまぎしてしまうのは許して欲しい。

「ん」

　うどんをすする。

　すごく満ち足りた顔をしながら、マリアは言った。

「味が薄いな」

　わがままだな！

「あと、やっぱり面めん倒どうくさいから、あとは自分で食べる」

　初めの口こう上じようはなんだった!?

　と、マリアの暴ぼう虐ぎやくはそれで終わらなかった。うどんを食べ終えると、マリアはパジャマを脱ぎだした。何の断ことわりもなく突然だ。

　パジャマの下は当然下着姿だ。

「な、何やってるの！」

　必死に目を逸そらして叫さけぶ僕。

「着替えていないから汗でベトベトなのだ。特に今熱い物を食べたから尚なお更さらな。まったく気持ち悪い」

「いきなり服を脱ぐ理由にはなってないよね！　マリア、熱のせいで露ろ出しゆつ狂きようになったの！」

「シャワーに入りたいが、風邪の身体からだにはよくないし、洗っている最中に倒れてしまうかもしれない。だから一かず輝き、濡らしたタオルで身体を拭ふいてくれないか？」

「……な、何を言ってるの！　自分の姿をもう一度見て！　下着姿だよ！　もっと恥じらいを持って！　マリアは一応年下の女の子でしょ！」

「構わん。やれ」

　わがままなだけでなく痴ち女じよ化している！

「ぼ、僕がマリアの裸に興奮して、襲おそってきたらどうするの？」

「意識が朦もう朧ろうとしているからどうでもいい。どうせすぐ忘れるだろう。そんなものはノーカウントだ」

　なんて痴女痴女しい言葉！

「…………はあ」

　深く溜ため息いきを吐つく。説得するのは諦あきらめた。強情なマリアがここまで言ったら撤てつ回かいするわけがない。それに汗を搔かいて気持ちが悪いのも本当だと思う。たぶん。

　僕は洗面器にお湯を入れて、タオルを絞しぼる。絞ったタオルを華きや奢しやな背中に当てる。

　思わず息を止める。

　しょうがないだろう。どんなに見ないようにしても、マリアの白いブラが見えてしまうのだから。

　うう……どうにかなってしまいそうだ。

「どうにかなってしまいそうか？」

「な、ならないよ！」

　でも、どうにかなってしまっても、僕はマリアを襲おそったりしないだろう。一時的な欲情でマリアを傷付けたくない。マリアもそれを分かっているから、こうやって僕をからかえる。

　ちくしょう……掌てのひらの上じゃないか……うう。

　自分に言い聞かせてごまかそう。これはマネキン、マネキン、マネキン。

　なんとか意識を保ったまま背中を拭ふき終えたので、今度は腕だ。タオルを絞しぼって、二の腕を拭く。

　贅ぜい肉にくのないマリアの身体からだは、女子らしい柔らかさはあまりない。あばら骨もはっきりと浮き上がっている。身体のあちこちを見ると、まだ発育途中だということも分かる。

「う……」

　意識したら、マネキンだと思い込むことができなくなってしまった。手が止まってしまう。

「どうした？　早くやれ」

　マリアは口の端はしを上げる。どう見ても楽しんでいる。

　言っておくけど、僕にだって、もっと触れていたいって気持ちがあるんだからな！　僕も楽しんでいるんだからな！　だから上下関係はイーブンと言えるんだぞ！

　折れそうになる自分をそう偽いつわって、身体を拭き終えた。暴あばれまくった心臓が僕をすっかり疲れ果てさせ、僕は床の上でゼエゼエと荒い呼吸をして横になる羽は目めになった。

　しかし、マリアの暴ぼう虐ぎやくは終わらない。

「寒い。一かず輝き、寒いぞ」

「え？」

　マリアといえば、わざとらしく身体を震ふるわせている。

　そして恐ろしい言葉を続けた。

「お前で暖を取らせろ」

　というわけで、僕は下着にＴシャツ一枚のマリアと、布団ふとんの中でくっついて眠ることになった。

　僕の鼻に、マリアの長い髪が押し当てられている。背中や、脚の感触が、僕の身体にくっついている。

　──もうこれいいよね？　襲っていいよね？　むしろ普通の女の子だったらそういうサインだって思うべきだよね！　……ああでも分かってるよ！　僕はどうせ手を出さない男です！

　背を向けているから見えないが、僕をからかうことに成功して、マリアの表情はさぞ満ち足りているんだろう。

　けれど、どういうわけか、マリアは僕をからかうようなことは言わなかった。息を整えるだけで無言だった。静かに僕の手を握にぎってくる以外、何もしなかった。

　眠ってしまったのだろうか？　そう僕が思ったときに、マリアはようやく本当に小さな声を出した。

「思い出すな……」

　わずかにマリアの頭が動く。

「こうやって身体からだがまいっていると、保健室の消毒液の香りを思い出す。昔は身体が弱くて、学校の集団生活に馴な染じめなくて、よく保健室登校をしていたのだ。あのときの私はお姉ちゃ──」

　そこでマリアは言葉を止めた。

「……マリア？」

　マリアが過去のことを話すことはない。そもそも〝出来損そこないの幸福〟のせいで、記憶のほとんどが消えているはずだ。

「……朦もう朧ろうとした意識が、ありもしない過去を捏ねつ造ぞうしてしまったようだ。……忘れてくれ」

　それ以上、僕は追及しなかった。したところで二度と続きを話してはくれないだろう。

「一かず輝き、すまない」

　後頭部をこちらに向けたまま言う。

「風か邪ぜをうつしてしまうかもしれない。すまない」

　今さらそれを言うんだ。……いや、性格上なかなか言い出せないだけで、たぶんずっと気にはしていたんだろう。

「いいよ。なんならうつしても構わないよ。その熱じゃ、誰かの手が必要だったのは分かってるしね。他の人に看病させるくらいなら僕がやるよ」

「本心で言っているから困る」

　マリアは言う。

「優しすぎて困る。本当に困る」

「……困りはしないでしょ」

「困るのだ。私がこんなに誰かに依存してしまうのは……困るのだ。私は一人でいなければいけない……なのに、一輝とずっと…………」

　言葉が消えた。

「マリア？」

　寝息が聞こえてくる。気まずくなり寝たふりをしたのかとも思ったが、今度こそ眠ってしまったようだ。

　普段ならこんな本音めいた弱さを見せないだろう。マリアは本当に熱に浮かされているのかもしれない。

「……マリアが困るって言っても、僕はずっと一いつ緒しよにいるよ。風か邪ぜをうつされても、もっと酷ひどい目に遭あっても、僕はずっと一緒にいるよ。マリアと一緒にいるためなら、なんでもできるよ。何もかも捧ささげられるよ」

　華きや奢しやな身体を抱き締しめ、言う。

「ずっと、永遠に、一緒にいよう」

　それは決意とは違う。そんな大おお仰ぎようなことでなく、ごく自然に出てきた言葉だ。

　勘かん違ちがいとか思い上がりではなく、僕らの根っこはもう繫つながっていて、同じ栄養を吸収して生きている。そう本気で思える。

　まだ間に合うと思い込んでいるのはマリアだけだ。

「仮にマリアが、手の届かない世界に消えてしまっても」

　マリアの髪を撫なでる。

「僕はマリアを捜さがし出せる自信があるよ」




　それは本当に、特別でもなんでもない、何気ない日常の一ページだった。

　けれどそのなんでもない日常の中に、あらゆる日常に、僕の覚かく悟ごは点在している。

　僕が死体を積み上げるだけの動機は存在している。

　初めから言っていた。僕はマリアの騎き士しだと。マリアの前に立ち塞ふさがる障害はすべて壊こわし、すべて殺し、その瓦が礫れきと骸むくろの山に登り、彼女を迎えに行くと、ずっと言っていた。

　それを僕は、実行するだけの話だ。
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　さて、過去の回想から、僕を縛しばり付けている偽にせ物ものの世界に戻る。

　僕は廊下で立ち尽くしていた。

「ずっと、永遠に、一緒にいよう」

　言い聞かせ、視線を見下ろす。

　陽明の死体がそこにある。

　その事実に──ぐわん──と頭が揺ゆれる。見えないバッドで殴なぐられたかのようだ。

　返り血で包ほう丁ちようを持つ手がぬめり、不快だった。ポタポタと指の隙すき間まから血液が落ちる。一つ一つの雑音がエコーが掛かったようにやけに大きく響く。

　ああ、そう、僕は現実逃とう避ひをしていた。陽はる明あきを殺した事実が受け入れられなくて、マリアとの過去を思い出していた。

　これからもマリアとの思い出を利用しよう。反はん芻すうして、僕の精神を繫つなぎ止めよう。

　そうしなければ、これからやることに耐えられない。

　僕は戦いを挑いどもう。文化祭の楽しい飾り付けを血みどろに汚そう。笑顔の中に殺さつ戮りくを振りまいて絶望に変えよう。すべてを台無しにしよう。

「何をやっているカズ」

　駆かけつけてきたのは醍だい哉やだった。

「どういうことだ……？　ハルに何をした……？」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、拳こぶしを握にぎり締しめている。状況は明白なのに、事態を理解していない、そんな表情だ。

「……醍哉」

　本来の世界では、僕の前から姿を消してしまった醍哉。大きな過あやまちを犯おかし、取り返しが付かなくなってしまった醍哉。

　けれどここには〝箱〟を知らず、現実に折り合いを付けた醍哉がいる。心ここ音ねと恋人に戻れた醍哉がいる。

　ここではいつまでも僕らは友達でいられる。そんな魅力的な世界だ。

　だから、

「醍哉のことも殺す」

　醍哉はこの世界に留とどまらせようとする障害だ。

「……何を……お前は、一体……？」

「確認するけど、醍哉」

　僕は言う。

「茂も木ぎ霞かすみさんって知っているかな？」

「だから何をわけのわからないことを言っている！　なんだモギカスミってのは！」

　そう、この世界から茂木さんは消えた。誰だれの記憶にも茂木さんは存在しない。前回の殺人で、この世界からの消去に成功したのだ。

　次の世界では陽はる明あきもいなくなっているだろう。

　大切な人たちがすべてこの世界から消えてしまえば、僕はこの世界に固こ執しつする理由をすべて失くす。

　醍哉をこのままこの包ほう丁ちようで殺す。戸と惑まどい混乱している今なら可能だ。失敗しても繰り返しの世界では、自殺してやり直せばいいだけだ。

　しかし──

「──ぁ」

　カラン、と包丁が落ちる音が鳴る。力が入らず落としてしまった。

「う、あああぁぁぁぁぁ……」

　それどころか涙が溢あふれて止まらない。僕はむせび泣いている。

　ああ、そうだ。つらいんだ。つらすぎるんだ。散々この世界で自分を殺してきても、殺人はまた別次元の苦く行ぎようだ。もう現実世界がどんなものか忘れてしまった僕にとって、これはただただ純粋な殺人だ。繰り返しの世界だから構わないなどと、自分を騙だまし切れない。実際、殺した人間は消える。取り返しが付かない。嫌いやだ。つらい。やりたくない。こんなの遠回しに僕自身を殺しているようなものだ。心が消える。心がなくなる。僕が消える。

「う、ぐ──」

　でも、それでいい。それだからいい。だって、僕自身が消えていくのなら、僕の中に溶けているマリアが残って見えるようになる。そのとき、僕は僕でなくなっているかもしれないけれど、マリアには逢あえる。僕はそのとき壊こわれているだろうけど──いや、もう壊れているのか？　どうしようと何もかも手遅れなのか？

　なんでもいい。

　呪じゆ文もんを唱となえて無む理り矢や理り身体からだを動かそう。

　愛。愛。愛。愛。──愛。




　醍だい哉やと共に茫ぼう然ぜん自じ失しつしている間に、騒ぎは大きくなっていた。まだ生徒たちは、僕を恐れて遠巻きに見ているが、そのうち取り押さえに来るだろう。

　かろうじて意識を取り戻した僕は、人ひと垣がきを乗り越えて階段へと向かった。生徒たちは躊ちゆう躇ちよして、すぐには追いかけてこない。僕は屋上へと駆かけ上る。ようやく放ってはおけないと判断したのか、背後からは多くの足音がする。

　僕はさっさと屋上から飛び降り、死んだ。




　　　　　１２４４２５回目




　屋上に心ここ音ねを呼び出して、殺した。

　騒ぎになる前に学校から飛び出し、僕は考える。

　一人一人包ほう丁ちようで殺すのには限度がある。もっと効率的に人を殺す道具が必要だ。アメリカでしばしば起こるように、マシンガンを乱射すれば大勢殺せるだろう。それか、僕自身は死んでもいいことを考えれば、テロリストみたいにダイナマイトを身体に巻き付けて、殺してみてはどうか？　……いやでも現実的じゃない。マシンガンもダイナマイトもそう簡単に手に入らない。今さら法律なんてどうでもいいし、手に入れるためには人を殺してもいいが、それでも難しい。日数があれば手に入れるすべもあるかもしれないが、一日でリセットされてしまうこの世界では取り寄せるのも無理だ。米軍基地にでも飛び込んで兵器を奪うばい取ってくる？　……いくら僕が死んでもいい身体からだでも現実的じゃない。ならば毒どく殺さつか？　トリカブトを探さがして毒物を抽ちゆう出しゆつする。青酸カリを入手する。これならなんとかやれそうか？　無理ではなさそうだ。

　……やれやれ。意外と大勢人を殺すのは大変だ。

　とりあえず僕は、ガソリンスタンドからガソリンを調達し、学校に戻るとばらまいた。臭いがするせいか意外とすぐに教師に見つかり、そこからライターで火を点つけ燃やしたが効果は薄かった。

　爆発の目の前にいた僕自身も無事で、結局持っていた包ほう丁ちようを喉のどに突き刺し、自害した。




　　　　　１２４４２６回目




　ガソリンによる火災で死んだ人間はいなかったらしい。学園祭の光景も変わらない。僕は前回考えた毒殺を実行しようと奔ほん走そうしたが、入手は間に合わなかった。

　とりあえず今回は毒殺はやめることにした。コンビニの駐車場に止まっていた大型トラックの運転手をハンマーで殴なぐり、トラックを奪うばった。学校に突っ込み生徒たちを轢ひき殺そうとしたが、免許を持っていない僕は運転をしくじり、学校にたどり着く前に交差点で事故を起こした。

　事故で死にはしなかったが、右脚が完全に潰つぶれた。これではろくに殺せない。僕はまた喉に包丁を刺し自害した。




　　　　　１２４４２７回目




　毒の入手に成功した。キャンプファイヤーの後にある、クラスでの打ち上げで、ペットボトルのウーロン茶の中に毒を入れた。苦く悶もんの声を上げて倒れていくクラスメイトたちを見届けた後、僕は屋上へと行き、飛び降りた。




　　　　　１２４４２８回目




　致死量を遥はるかに超えた毒を入れても、意外とクラスメイトは生きていた。消えたのは三人ほどだ。これではわざわざ一日掛けて毒を入手し、殺す意味が薄い。今回また試し、あまり効果がなければ、別の手段に切り替えた方が良さそうだ。




　　　　　１２４４２９回目




　突とつ如じよやってきた理性に襲おそわれ、精神が崩ほう壊かいし、自害した。







　　　　　１２４４３５回目




　数回の自害を経て、ようやく人を殺せるだけの精神力まで回復する。毒どくを使うのはもうやめよう。地道に一人ずつ呼び出し、刃物で殺した方が効率がいい。




　　　　　１２４４４４回目




　クラスメイトを全員殺し終えた。しかしこの世界は終わらない。教室が空き教室になっただけで、学園祭はまだ続いている。

　一教室だけを巻き込んでいた〝拒絶する教室〟とこの世界は違った。クラスメイトを全員消しただけでは終わらない。

　じゃあどうすればこの世界は終わる？　人類全員を殺すのか？　クラスメイトを殺し終えるだけで、これほど大変だった僕が？

　その途と方ほうもなさに絶望し、僕はまた気が狂って、自害した。




　　　　　１２４４４５回目




　一回の自害で立ち直った。いや、精神は確実にやられているのだろうが、なんとかこうして思考はできる。

　僕を支えるのは、赤い空にあるヒビが、少しずつではあるが、目に見えて広がっていることだ。僕の行動は間違いなく、『幸せな世界』を否定しているのだ。

　とりあえず次の目標は、学校の人間を皆殺しにすることだ。

　僕はまた大型トラックを奪うばうことにした。今度は運転をしくじらず、キャンプファイヤーを楽しいんでいる生徒たちの中にトラックを突っ込むことに成功した。時速１００キロで校舎に突っ込んだ僕は圧死した。




　　　　　１２４４４６回目




　しかしそれだけのことをしても、死者は三人程度だった。人を効率的に殺すのがこれだけ大変なことだなんて僕は思いもしなかった。人を殺すために作られた兵器はまったく偉大だと思い知る。

　効率的に人を殺すために、僕は学校の人間を一カ所に集めることにした。見せしめに一人殺し、人質を取ると、学校の人間は従った。全員に命令し、ロープで自分たちを縛しばり上げさせた。ロープの縛りが甘い奴は殺した。拘こう束そくを終えると、ガソリンをまき散らした体育館に火を付けた。僕も逃げ遅れ焼死した。




　　　　　１２４４４７回目




　さすがにこれは効果的だったのか、学校の人間は半数以下に減った。しかし僕は自分のしたことの罪に耐えられずまた精神を壊こわし、自害してしまう。




　　　　　１２４４８０回目




　狂い、思考を失うことが増えた。身体からだが動かない日もあるが、身体が動くときには、必ず一人は生徒を殺した。

　そしてとうとう学校中の人間を殺し終えた。

　しかし、まだこの世界は終わっていない。学園祭は行われなくなったが、街には人間がうじゃうじゃいる。

　その人たちも殺さなければならないのか？　なんの罪もない人を殺して、苦しめなければいけないのか？

　僕はその絶望にまた飛び降り自殺をした。ぐしゃりんこ。




　　　　　１２４４８１回目




　ルーちゃんたち家族を殺した。嘔おう吐とが止まらない。




　　　　　１２４４９１回目




　高層ビルにぶつけようと飛行機のハイジャックを試みたが、飛行機に乗り込むことさえできず失敗。舌を嚙かみ切り自殺した。




　　　　　１２４５０２回目




　満員電車を乗っ取り、横転させた。今までで最大の成果だった。これは何回もやってみよう。




　　　　　１２４６０９回目




　殺さつ戮りく活動を今回はやめ、屋上で僕は仰あお向むけになる。

　人が減らない。あれだけ殺してもまだうじゃうじゃいる。人間が減っている実感すら持てない。

　ここまで人を殺し尽くして分かったことがある。おそらく人間は、僕らが思っている以上にしぶとい。ゴキブリの比じゃない。どんな天てん変ぺん地ち異いが起きようとも、最悪の病気が流は行やろうとも、地球が住めなくなっても、宇宙人に襲しゆう来らいされても、太陽がなくなっても、人間は減りはしても絶ぜつ滅めつせずに生き残る。生き残ればまた繁はん殖しよくを始める。殺し尽くせない。それが際限なく人を殺そうとしている僕の実感だ。

『人の命は地球より重いか？』という何度も繰り返されてきた議論がある。僕はこの答えの出ない答えを感覚的に理解した。とりあえず命には重さはない。命とは見る側が勝手に生み出すものであり、はっきりとした形はない。これは自みずからの行いを自己正当化したいから生まれた発想ではない。命の根っこにあるものは一つ一つには分かれていない、ブヨブヨとした大きな塊かたまりのような概がい念ねんだ。その塊からつまみ出し、一つの肉体に、命という名前を与えている。命の元はただ僕ら一人一人の内側にあり、奪うばうことも、生むこともできない。命の元が存在する限り、命は減りもしないし、消えもしない。

　理解してもらうつもりはない。もはや僕の人間を見る視点は、同種のものではない。もはや僕は人間ではない。

　とっくに絶望している僕だが、人間でないものになり腐ったという自覚は、自身をより黒く、よりひずませ、より空くう虚きよにし、より沈ませる。少しだけ絶望に寄りかかれば、僕はすぐ故障できる。自殺の繰り返しをする。

　しかし歩みを止めない。なぜなら僕の活動は実を結んでいる。

　もはや赤い空は目に見えてヒビだらけになっている。ピシピシと割れる音さえ聞こえてきそうだ。

　僕は確実にこの世界を壊こわしている。

　だが同時に、目には幻げん覚かくが映っていて、だからその赤い空に入っているヒビが本物か判別できない。

　校庭には僕が殺してきた人間の死体が積み上げられ、山になっている。その幻覚の中には僕の大切な人たちもいる。しかしもうその名前が思い出せない。僕は人間を人間として見ることができなくなってしまった。肉の区別はできない。僕は糞くそだ。糞の塊の糞だ。

　ぐちゃり。

　──あれ？　いつの間に飛び降りていたんだ？　まったく習慣になってしまって困る。

　しかし、僕は即死しなかった。脳みそをはみ出させて、地面を這はいずり回る。夢や希望が落ちていればいいなと思うが、そんなものないし、あっても拾えない。

　血が出まくって、はいまた死んだ。




　　　　　１２４６１１回目




　池いけ袋ぶくろでつけ麵めんを食べ終えると、ボストンバッグからチェーンソーを取り出し、店内の人間を斬きり刻み始めた。店内の人間を殺し終えると、大通りに出て、歩行している人間たちを殺し回る。阿あ鼻び叫きよう喚かんは他ひ人とごとのように遠い。客引きをしていたメイドの胴どうを切り離したところで、チェーンソーは壊こわれた。逃げ惑まどっていた大衆が、音のしなくなったチェーンソーに気付いた。僕は勇気ある大衆に捕つかまり、リンチされるだろう。その前に自殺しよう。しかし自殺するためのナイフを取り出そうとするがうまくいかない。全身が血に濡ぬれて前が見えない。そういえばさっきのつけ麵のチャーシューは本当においしかった。

　そっと肩を叩たたかれる。

　誰だ？　叩ける人などいない。まだ血だらけの僕の周りには誰も寄りついていない。

　しかし現に肩を叩かれている。振り返る。しかし誰もいない。なんの姿もない。つまり姿のない何者かに僕は肩を叩かれている。ああ、そいつは間違いなく怪かい物ぶつだろう。おそらく僕をいつでも殺せる怪物だろう。

　しかし姿がないのに、僕はそいつを知っている。

　誰だ？　誰だ誰だ誰だ？

　──もちろん。

　──そんなものは僕だ。

　世界は暗転する。

　姿のない透とう明めいの怪物が、僕の身体からだの中に入っていく。尖とがったガラスを眼球に突き入れられたような衝しよう撃げき。湧わき上がる恥はじの意識。宇宙をめぐる。星をめぐる。特とく殊しゆな赤色のノイズが脳波を乱す。音がない。音がとっくにない。毒どく虫むしの海。全身に回る毒による酩めい酊てい。痺しびれている僕は突とつ如じよ大量のテレビモニターに囲まれる。隙すき間まなく配置されたモニターの迷路には、僕が殺人を起こす現場が映し出されている。やめてくれ！　そんなものは見せないでくれ！　客観的に僕の罪を見せないでくれ！　叫さけんでもモニターは消えない。いくつも、無限かと思うほど積み重ねられた僕の罪が映し出されている。罪の重さに圧縮される。僕の中身が飛び出し、壊れる。肉体が霧む散さんする。キャラメルポップコーンみたいに霧散する。

　唐とう突とつに理解する。

　これが終わり。僕の終わり。

　なら、逢あえる？

　マリアに逢える？

　暗転した世界のカーテンを開ける。カーテンを開ける。カーテンを開ける。開ける度たびに安やす普ぶ請しんな部屋はなぜか逆に暗くなって、闇やみに包まれて、僕は追いつめられ、自殺を繰り返す。妄もう想そうと区別の付かない妄想に殺される。

　しかし星はめぐる。ぐるりと世界は反転する。

　ここはどこだ？

　今度は落下する。底なしの穴だ。僕は落ち続ける。ああ、この穴はどこまで続いている？　誰がこの穴を掘った？　散々用意した死体をすべて埋められるほどにこの穴は深い。いつまでも底に到達しない。いつまでも。いつまでも。

　しかし無限の時間を掛ければ底に到達する。

　長い落下で加速した僕の身体からだは、地面に叩たたきつけられて、また霧む散さん。

　ぐしゃり。

　肉片になる。

　かと思うと僕の身体は再生していて、落下を繰り返す。無限の時間を掛け、底に到達し、肉体は霧散し、肉片に。

　それを永遠に繰り返す。

　ぐしゃり。ぐしゃり。

　ぐしゃり。ぐしゃり。ぐしゃり。ぐしゃり。ぐしゃり。




　その音は脳内で永遠に鳴り続けているが、しかし目を覚ました。

「──あ」

　壊こわれたチェーンソーを持ち、全身を血に濡ぬらした僕が、雑多な池いけ袋ぶくろの街に立っている。

　しかし戻ってきた池袋の街には空気がない。いや、息はできている。しかし、決定的に足りない。肝かん心じんなものがここにない。

　ああ、そうか。

　人がいない。

　シン──と、無音が鳴る。廃はい墟きよでない廃墟。あるべきものがなくなった街。

　胸を焼き尽くすほどの衝しよう動どうが襲おそいかかり、苦く悶もんの声を上げる。取り返しの付かないことをしてしまった！　取り返しの付かないことをしてしまった！　舌に絶望の味がする。緑色の唾だ液えきのような味だ。耐えられず、無音の街を駆かけ回る。人で溢あふれている大通りには誰もいない。街が置き去りにされ、放置されている。こんなものはおかしい。それだったら、すべての光景が失われて、真っ暗闇になった方がまだ納得できる。

　走り疲れ、もう動けない。五ご叉さ路ろの真ん中で止まった車に体重を預ける。

「はあ……はあ……はあ……」

　息を整えると、無人の街が否いや応おうなしに迫ってくる。目の奥に飛び込むように、事実を伝えてくる。




　人は消失した。




「──は、はは」

　到達した。

　世界の果てに到達した。

　世界中の人間を殺し終えたわけではない。しかし〝出来損そこないの幸福〟は、『幸せな世界』を見させ続けるものだ。僕のやり続けた自殺と殺人は、僕自身が幸せになることを阻そ止しし続けていた。

〝出来損ないの幸福〟は、僕の手によりようやく破は綻たんしたのだ。

「やった……やったぞ……」

　これで僕は──

　偽物の幸せすら、僕はもう見られない。

　絶望から逃れられず、たとえ〝箱〟を使っても幸せになれない。

「ああ──!!」

　歓喜のあまり、胃の中にある物を全部吐はき出してしまいそうだ。無む邪じや気きに絶望して、踊りながら眼球を潰つぶしたい。次から次へと溢あふれてくる涙と鼻水で、顔を洗いベタベタにする。知らぬ間に、自分の脚が腫はれ上がるほど殴なぐっている。




　僕は、世界で、たった一人。




　　　　　１２４６１２回目




　目的は達したはずだった。しかし僕はまだマリアには逢あえず、いつも通り、学園祭が行われる前の教室で目を覚ました。

　教室には当然誰もいない。ただ心ここ音ねが消えて以降、僕はアルトリコーダーを握にぎっていることはなくなった。

　校舎を歩く。学園祭の準備がされているのにそのまま人が消えた学校は不自然で、僕はまるでジオラマの中に紛まぎれ込んだようだ。僕の足音以外の音がない。気配という気配がないので、ここには幽ゆう霊れいが割り込む隙すき間まさえないだろう。

　小説の一文字一文字を読み上げるような丁てい寧ねいさで、学校中を歩き回った。

　人はいなかった。

　どんなに今さら求めても、人はいなかった。

　繰り返しの世界では、似たような経験をするばかりだった。密度を失った時間は加速し続け、一日はカップ麵めんができあがるのを待つ時間ほどに短かった。しかし、誰も居ないだけで、時間は化け物のように形を変える。時間は暴力的に引き延ばされている。時間の感覚は失われ、一分が一時間のように感じる。

　膨ぼう張ちようした時間によって胸が締しめ上げられて窒ちつ息そくしそうだ。それだけでなく、本来形のないはずの時間は鋭さを持ち、かまいたちのように僕を斬きり刻む。かと思えば次の瞬しゆん間かんに重さを持ち、僕を押し潰つぶそうとする。ゴム人形で遊ぶように僕の身体からだを引っ張り、伸ばす。僕は震ふるえ上がった。いつ四し肢しが切断され、臓器が潰され、首を引き抜かれるだろうか？

　そして何より恐ろしいのが、その感覚すべてが錯さつ覚かくだということだ。しかも、この錯覚を、たった一つの単語で表現できる。

『孤独』




　学校を出る。電車は動いていない。空っぽの車両が駅にあった。僕はそこら辺に置いてあった自転車に乗り、自宅へと戻る。自宅には当然誰もいない。ルーちゃんたちはとっくに殺して、この世界から消していたのだから当たり前だ。

　当たり前なのだが、納得がいかない。

　突とつ如じよとして、それが許せない。

　顔が見たい。

　誰かを見たい。

　自転車でそのまま人がいそうな場所に向かう。

　商店街。

　──いない。

　遊園地。

　──いない。

　ショッピングモール。

　──いない。

　ドーム球場。

　──いない。

　──いない。いない。いない。いない。いない。いない。いない。いない。いない。

　マリアの部屋。

　──いない。

　今日はここで首を吊つることにする。




　　　　　１２４６２２回目




　破は綻たんしたはずの〝出来損そこないの幸福〟に閉じ込められていた。あれから十回ほど経たっても、世界は僕一人のまま変わらない。もちろんその間も、僕は自殺をし続けている。

　大きい橋を渡り終え、隣となりの県までたどり着いた。人が消えてから僕は一日中歩き回っている。──何のために？　人がいるか捜さがしている。──捜してどうする？　僕は孤独にならなければいけない。生きている人間は一人残らず殺さなければならない。──殺す？　そう殺すんだ。──せっかく僕を観測してくれるのに？　でもマリアに逢あうためには誰もここにいてはいけない。──けれど誰かに見てもらいたいだろう？　ああ、見てもらいたい。

　誰かと話したい。誰でもいいから話したい。だって、自分の存在がここにあることに自信が持てないんだ。それこそ誰でもいい。どんな悪人でもいい。反応が欲しい。一人というのは本当に何もかもを失うことなんだ。早く。早くこの世界から出してくれ。まだ。まだ破は壊かいが足りないというのか。僕は取り出したナイフで、自分の身体からだをずたずたにする。これでもまだダメか？　ダメなんだろうな。

　僕の意識は遠のいて、また死んだ。




　　　　　１２４６２８回目




　──ガンガンガンガンガンガンガンガンガン。

　孤独。その攻こう撃げきは、僕のイメージとは違った。もっと静かに、染み渡るように絶望を押し付けてくるのだと思っていた。

　しかし違った。孤独の攻撃は、もっと過激で直接的だ。鉄の棒ぼうで殴なぐるようにガンガンと頭を殴ってくる。

　──ガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガンガン。

　痛い。もうやめてくれ。僕は衝しよう撃げきに耐えきれずに、嘔おう吐とし、泣いた。もう何度目だ？　しかし孤独の奴は容よう赦しやをしない。意識を飛ばすまで殴ってくる。その度たびに時間を跳とぶ。跳んでしまうと、なかなか戻ってはこれない。

　僕は〝出来損ないの幸福〟で、試練を与えられ続けていた。数え切れないほど自殺をし、数え切れないほど殺人を犯してきた。愛しい人さえも殺した。つらい日々だった。簡単な試練ではなかった。けれどどんな苦痛も少しずつ慣れ、痛みに鈍くなったのも事実だ。

　けれど孤独は違う。繰り返せば繰り返すほど、僕を潰つぶそうとするその重みが増すのだ。慣れることさえもできないのだ。

　僕は考え続ける。考え続けなければ、誰にも観測されない僕という人間は消えてしまう。意味のあることを考えようとするが、それも難しい。意味など他人がいなければ生まれないのだ。思考することさえも孤独は奪うばっていくのだ。無意味。すべてが無意味。僕は無意味。頭の中で素そ数すうを数え続けて自分を誤ご魔ま化かし続けるのも限界がある。

　何もかもリセットするのではないかと、すでに自殺することを一度やめた。これだけやっておきながら、記憶の継けい続ぞくを消そうとしたのだ。それが今まで戦ってきたすべてを台無しにする行為だって分かっていて。つまり僕は敗北したのだ。孤独の前に屈くつしたのだ。

　しかし自殺をしなくても、僕はこの一人きりの世界にいた。教室で目覚めた瞬しゆん間かんに、すぐに孤独による暴力が襲おそいかかり、その衝しよう撃げきは僕の記憶を再生させた。孤独から逃のがれることはできない。敗北しても許されない。僕は致死量の毒どくを飲まされ続けている。




　　　　　１２４６４５回目




　中型のバイクに乗り込んで、世界を回り、人を捜さがすことにした。

　僕の意識をかろうじて引き留とめているのは妄もう想そうだ。この世界に誰か他人が残っているという妄想。あるいはその誰かはマリアかもしれないという妄想。その妄想がかろうじて僕を動物として引き留める。他人がまったく存在しないことを認めてしまえば僕は終わる。二度と思考することができなくなる。妄想を抱き続けなければ、僕は生きたまま化石になる。

　それは限りなく救いのない死だ。

　バイクを加速させる。早く移動したところでなんの意味もないことは分かっているが、背後に迫る孤独が背中を乱暴に押し、徐々に加速させていく。

　僕は曲がり角を曲がりきれずに、ガードレールに激突する。バイクから放り出された僕の左脚の骨は折れて、逆向きに曲がっている。しかし恐ろしいことに痛みを感じなかった。人がいない世界では痛みを感じることにさえ意味がないので、脳が勝手にその機能をやめてしまったのだ。

　恐怖に叫さけぼうとした。

　しかし僕は叫び方を忘れて、声を出せない。




　　　　　１２４７５０回目




　バイクに乗れなくなった。高度な道具を扱あつかう知性を失ったのだ。この世界で肉体は元の状態を維い持じするのだから、脳自体が衰おとろえることはないはずだが、知性は明らかに劣れつ化かしている。漢字の読み書きに支障が出ている。意識は途と切ぎれ途切れで、一人になってから何回目か憶おぼえようとしても憶えられない。

　それ以上に深刻なのが気力面だ。人を求め歩き回りたくてもできなくなっている。目覚めた教室から動かず、一日を終えることが増えてきた。

　かつての記憶が消えていく。自分が何者か分からない。名前だけはかろうじて分かる。星ほし野の一かず輝き。ほしのかずき。だが、どんな人間で、どんな立場で、何が好きで、何が嫌きらいで、なんのために生きていたかは思い出せない。

　友人たちの名前もたまにしか思い出せない。茂も木ぎさん、その苗みよう字じはたまに思い出すが、下の名前が思い出せなかったりする。すごく大切な人だった気がする。不意によぎる『陽はる明あき』という名前を口に出してみるが、その顔は思い浮かばない。

　近いうちに言語を忘れる確信がある。そのことを考えると恐怖だが、どうすることもできない。正しい表情の作り方ももうとっくに忘れている。たとえ僕の姿を見るものがいても、何を考えているか分からないだろう。

　けれど。

　けれど、これだけは忘れるわけにはいかない。

　僕は叫さけぶ。

「マリア」

「マリア」

「マリア」

　唱となえると不ふ思し議ぎなことに身体からだが勝手に動き出した。もうそこに自分の意志はない。精神と肉体は分離している。僕は勝手に動く自分を、ただただ眺ながめている。他人に取り付けられたカメラの映像を見ているような感覚だ。

　僕の身体はどこに向かうのだろうか？　どこにいても意味はない。誰もいない世界に意味はない。それなのにどこに向かおうというのか？

　見慣れた道を歩き、たどり着いたのは、かつてマリアがかつて住んでいたマンションだった。僕は非常階段を上り、４０３号室にたどり着く。こんな状況でも常にポケットの中に入っていた合い鍵かぎを差し込む。

　部屋にはペパーミントの香りが漂ただよっている。だがそれは錯さつ覚かくだ。この部屋にそんな匂においを発する物はない。かつての記憶がその香りの幻想を与えているだけだ。

　だけど幻想であっても、それは安らぎを僕に与える。

　僕に希望を与える。




　　　　　１２４７５３回目




　それから僕は、学校で目覚めてすぐに、マリアの部屋に向かうようになった。

　部屋にたどり着き、ペパーミントの香りを嗅かいで、安らぎを得る。

　その繰り返し。




　　　　　１２５５８９回目




　がっこうでめがさめる。

　マリアのいえにむかう。

「マリア」

　しぜんとくちにする。

　ぼくはマリアといっているつもりだけど、ちゃんとそうしゃべれているのかわからない。

　へやにたどりつく。かおりがする。なまえがどうしてもでてこないけど、それはマリアのにおい。

　ぼくはわぁんとなく。

　マリア、どうしていないの？　さびしいよ。あいたいよ。おねがいでてきて。それいがいののぞみはないんだ。あいたい。あいたい。あいたい。

　──ドンドン！

　かべをたたく。へんじをして。ほんのすこしだけでもいいから、こえをきかせて。ねえおねがい。ぼくがまだことばをおぼえているうちに。

　──ドンドン！

　こぶしからちがでている。かまわない。いたみなんてどうせかんじない。

　──ドンドン！

　──ドンドン！




　　　　　１２５７７０回目




　あるく。いつものばしょ。かべをたたく。

　──ドンドン！

　あいたい。

　もう、ちょっとのことばをつかえるじかんもおわりだろう。

　あいたい。




　　　　　１２６７７９回目




　──ドンドン！

　──ドンドン！




　　　　　１２７８８８回目




　──ドンドン！

「まったく恐れ入る」

　──ドンドン！

「……ああ、私が君の体感時間で約３５０年ぶりに現れても見向きもしないのだね。もはや私が誰かが分からないどころか、他者の存在を感知できないのだろう。精神は完全に壊こわれ、言語を忘れ、思考もできず、意志はない。しかし君は壁を叩たたき続ける。音おと無なし麻ま理り亜あと逢あいたい、その一念だけで意味もなく壁を叩き続ける。その様は狂気的としか言いようがない。思考ができない動物以下の物質である君が、どうして壁を叩く行為を続けられるのか？　おそらく虫が餌えさを求める行為と同じなのだろう。君にとって音無麻理亜を求める行為は、もはや生理的欲求と同意なのだ」

　──ドンドン！

「魂たましいを自みずから傷付け、本来の人間の在あり方まで変え、音無麻理亜を求めている」

　──ドンドン！

「敵として実に恐ろしいが、しかしいつまでも続かないだろう。魂も有限だ。魂がすり切れたときに、音無麻理亜への執着が消えたときに、君のためのこの世界は無になるだろう。その終わりを私は見届けよう」

　──ドンドン！

「……しかし、さすがにうるさいね」

　──ドンドン！

　──ドンドン！




　　　　　１２８０００回目




　──ドンドンドンドン。




　　　　　１３００００回目




　──ドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドンドン！

「信じがたい。まだ終わらないのか。さすがにうるさい。耳障ざわりだ」




　　　　　１４００００回目




　──ドンドン！

　──ドンドン！

「……まさかとは思うが、君の行動には終わりがないのか？　結末がないのか？　それでも繰り返し壁を叩たたき続けられるのか？　それはもはや人間どころか動物でも装置でも物質でもない。それらはいつか壊こわれるものだからだ。そして神でもない。神は時代によって変容するからだ。なのに君は、変わらず壁を叩き続ける」

　──ドンドン！

「君は、なんだ？」

　──ドンドン！

「君は、何者だ」




　　　　　１５００００回目




　──ドンドン！

「私はこの〝箱〟そのもの。〝箱〟から逃のがれることはできない。だから君が壁を叩く音から逃れることはできない」

　──ドンドン！

「まさか人間でない私の方が、耐えられないというのか？　知能を与えられているだけの、力そのものである私が、根こん負まけするというのか？」




　　　　　２０００００回目




　──ドンドン！

　──ドンドン！

「もう、やめろ」

　──ドンドン！

　──ドンドン！

「やめろと言っている！」

　──ドンドンドンドンドン！

「まさか〝箱〟に穴が空くというのか？　理論上あり得ない。地球をスコップで真っ二つにするようなものだ。そんなことを壁を叩き続けるだけで起こせるとすれば、それはこう表すしかない」

　──ドンドンドンドンドン！

　──ドンドンドンドンドン！

「奇き蹟せき」




　　　　　４０００００回目




　──ドンドン！

「……ああ、まさかこんな結果が待ち受けているとはな。どうやら私はもう形を保てない。　これが君にとっての幸せかは分からない。けれど君と私との勝負は──」

　──ドンドン！

「──君の勝ちだ」

　ぼ。

　──ドンドン！

　く。

　──ドンドン！

　は。

「マリア」

　わすれない。




「マリア」




　てをのばす。










　　　〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓




　君を手放せば、僕は楽になるだろう。君を失っても、僕は生きていけるのだろう。だけどどんな道を選んでももう、すべてが君のための行動だ。だから最後には僕は君を求め続ける。君のために何もかもを失って、世界中の人間に嫌きらわれて、それでも君が手に入らずに報むくわれなくても構わない。僕はただ真っ直ぐに歩きたい。そして、僕ができるのは真っ直ぐに歩くことだけなんだ。誰かにとってそれは異常な執しゆう念ねんに見えるかもしれない。あるいは奇き蹟せきに見えるかもしれない。でも、僕にとってはごく自然な当たり前のことだ。そして僕以外の人にとっても特別なことではない。気付いてしまった人間と、気付かないままでいる人間がいて、僕はただ前者なだけなのだ。〝箱〟がなくても願いが叶かなうことを知ってしまった人間。願いが叶うことの意味を知っている人間。それだけの違いだ。

　一いち途ずに君を求め続ける行為は、苦しみを伴ともなう。楽だと思う日はない。僕は君のために怒り、悲しみ、喜ぶ。君のせいで僕は心を壊こわして、身体からだを壊して、世界を壊す。けれど君の欠片かけらにわずかに触れたときだけ、僕は生きていると言える。

　たとえ最後に君を手にできなくても……それでも。

　無む惨ざんな結果をたとえ知っていても……それでも。

　僕は君を求める。マリアに内包する君を。

　僕は消失する。この結果は、望外な願いを抱いてしまった僕の、自じ業ごう自じ得とくなのだろうか？　君に出で会あわなければよかった。それもまた本音だ。でも君に出会えた人生と、出会えない人生があったら、僕は君と出会える人生を選ぶ。何度でも選ぶ。絶対に選ぶ。くよくよして、迷ってばかりで、後悔してばかりで、どうしてこうなってしまったんだろうって、そんなことばかり考えてるのに。

　消えてしまう僕は、報われないで終わるだろう。

　それでいいと言えるほど達観していない。

　今だって、夢を見続けてる。

　少しでも報われる、ハッピーエンドがどうかありますようにって。







[image: 四章]







　──ドンドン！

　私の頭はおかしくなってしまったのかもしれない。〝彼と彼女の鏡きよう面めん終しゆう末まつ〟を壊こわし、ホテルで目を覚ましたときから始まった、壁を叩たたくような音が消えない。一週間ほど幻げん聴ちようが続いている。

　このまま音を放っておけば、取り返しの付かないことになる気がする。迷ったが、私は結局音がする方向に行くことにした。幻聴に従うなどおかしな行動だと分かっているが、無視できそうもない。

　耳の側そばで鳴っているような音だったのに、なかなか音の発信源まではたどり着けない。私は音に導かれるまま二つの県を越えた。電車を乗り継つぎたどり着いたのは、駅前が寂さびれ始めている、特徴らしい特徴のない地方都市だった。

　どこにでもありそうな光景なのに、ひどく懐なつかしい感じがする。おそらく私が居着いたことのある街なのだろう。もちろん記憶をなくしている私には関係のない話だ。──そのはずだ。

　──ドンドン！

　壁を叩くような音は徐々に大きくなっている。音の発生源にだいぶ近づいたことは間違いない。

　見慣れた、しかし記憶にない街を歩く。レンガ造りの比較的新しいマンションの前で、私は足を止める。間違いない。このマンションの部屋のいずこかから音がしている。私は非常階段を上り、音が導く先へと向かった。




　ああ……もうすぐ逢あえる。

　──ええと、誰に？




　音が発生しているのは、４０３号室だった。ノブに手を掛けると、鍵かぎは掛かっていない。私は覚かく悟ごを決めて、扉を開ける。

　そうしてすぐ目に入ったその人物に、私は声を張り上げる。

「───〝Ｏ〟！」

　人じん外がいのそれは、ゆっくり私に振り向き、微笑ほほえんだ。ここに来ることが分かっていたような態度だ。

「なんのつもりだ……？」

〝Ｏ〟は長い黒髪の女性の姿をしていた。外見はよくよく見ると私とそう歳は変わらなく見える。しかし妖よう艶えんな雰ふん囲い気きがそう思わせない、とてつもない美人だ。

　そして、その姿は少し私に似ている。

　──ドンドン！

　ドアを叩くようなその音は、なんと〝Ｏ〟の内側から聞こえた。

「……この音はお前の仕し業わざだったのか？　目的はなんだ。こんなところまで私を呼び出すことか？　それにしてはずいぶんとまどろっこしいが……」

　私は気付く。わずかだが、〝Ｏ〟の姿が薄れつつある。足あし下もとは黒ずみ始め、焦しょう燥そうの色が表情に浮かんでいる。

　状況を把は握あくしきれない私に、〝Ｏ〟はゆっくりと近づいてくる。

「麻ま理り亜あ」

　眉まゆを寄せる。〝Ｏ〟に『麻理亜』と親しげに呼ばれたことは今までにない。それなのに酷ひどく懐なつかしい気がするのだ。

　得え体たいの知れない感情に、私は狼ろう狽ばいする。

　そんな私の頰ほおを、〝Ｏ〟は優しく両手で包み込んだ。

「ずっと側にいたかった。麻理亜の側にいたかった」

「……何を言っている？」

「だけどもうそれはできないようだ。観念するときが来てしまった」

「……だから何を言っている!?」

　意味不明な言葉に叫さけぶ私に、〝Ｏ〟はただただ優しい表情を浮かべる。

「諦あきらめるときだ」

「……は？」

「もう〝願い〟を諦めるときだ」

　ますます私は狼狽する。

「な、何を……私は、世界中の人間を幸せにする、その〝願い〟を諦めることはない」

　いつもの、私を追い込むための妄もう言げんだと思えばいい。

　なのに私は、頰に触れている〝Ｏ〟の手を振り払えない。これまでどんなつらい試練にも耐え、どんな忠告も無視し、〝願い〟を求め続けた私が、どうしてかその言葉を無む下げにできない。

　──ドンドンドンドン！

〝Ｏ〟から鳴る壁を叩くような音は、さらに大きくなっている。

「私たちは敗北したんだ」

「……敗北？　誰に負けたというのだ？」

〝Ｏ〟は微笑するだけで答えない。まるで分かりきった質問には答える必要はないと言っているみたいに。

「麻理亜。過去から目を逸そらすことは、もうできない」

　優しく諭さとすようなその微笑ほほえみは──

「────あ」

　私は気付いてしまった。〝Ｏ〟が誰の姿をしているか気付いてしまった。

「やめろ……ふざ、けるな……」

　強制的に脳のう裏りに入り込もうとする、過去。

　過去。

　過去。

　私は首を振って必死に振り払う。いらない。そんなものはいらない。そんなもの見たくない。そんなもの知りたくない。そんなもの思い出したくない。

　なのに〝Ｏ〟は私を解放せず、頰ほおに触れる手の力を強くした。

「麻ま理り亜あ、あなたは戦わなくてはならない。最強の敵と戦わなくてはならない。あなたに勝機はないだろうね。私はそれを散々思い知らされた。君は彼に完かん膚ぷなきまでに敗れるだろう」

　その敵の名前は思い浮かばない。

　しかし私は、確実に知っている。私は彼が、私の〝願い〟を潰つぶすために、自分自身や友人を利用できることを知っている。

　だがそれより恐ろしいのは、それを知っていても尚なお、私の胸に温かいものが流れ込んでくることだ。

　その恐ろしさに愕がく然ぜんとし、動けずにいる私を、〝Ｏ〟は抱き締しめてきた。私はそれに抵抗できない。

　ああ……そんな香りはするはずがないのに、いくつも香水やアロマオイルが混ざった、いつかの香りが私の鼻び腔くうに漂ただよう。その愛おしい香りは──

　──彩あ矢やお姉ちゃんの香り。

「さあ、行ってくるんだ、麻理亜」

　私は〝Ｏお姉ちやん〟の身体の中に徐々に沈み込んでいく。まるで蜘く蛛もの糸に絡からめ取られているようだ。私は細切れになって、身体からだの中に入り込んでいく。

　そこは何者にも冒おかされないはずの、神聖な私たちの世界。

　だけど。

　音がする。

　──ドンドン！

　──ドンドン！







　落ちる。落ちる。ゆっくり落ちる。しかし底にはまだ遥はるか遠い。まるで深海のようなのに、けれどここは明るい。完全に透とう明めいな水の中で、小さな泡あわもはっきりと見える。清らかで、正しくて、不ふ条じよう理りがない。ああ、ここはなんて居い心ごこ地ちがいいのだろうか？　冷たくて、息苦しくて、だけどここはきっと、私の桃とう源げん郷きよう。

　聞こえる。あははははと楽しそうな笑い声。あはははははははははははと楽しそうな笑い声。ここには、出来損そこないとはいえ、幸せが充満しているのだ。深海を沈みながら、いくつもの小さな世界を通過する。幸せな世界が例外なくその中にあった。思わず微笑ほほえんだ。やっぱり私が求め続けたものは正しいのだ。

　沈んでいく私は、ふとある小さな世界に触れた。すると私は光に包まれ、その世界に取り込まれた。

　不ふ遜そんな表現だが神のごとく宙に浮き、その世界を俯ふ瞰かんする。

　その世界には仲なか睦むつまじいカップルがいた。そこはその二人だけの小さな世界だった。

　二人は小さな湖の畔ほとりで身体からだを寄せ合っている。湖は濃い緑の森に囲まれて、野鳥の囀さえずりがかすかに聞こえる。水面は太陽の光をキラキラと反射して、二人を祝福するように輝いている。

　ああ、出来損ないかもしれないが、そこは確かに幸福な世界だった。

「む」

〝出来損ないの幸福〟を使った副作用として、二人のことを忘れていた私だったが、目の前にいるせいか、それともここが〝出来損ないの幸福〟の中だからか、とにかく思い出した。この二人は、現実世界で〝出来損ないの幸福〟を使った相手だ。

　柳やなぎ奈な々な。生き島じま統とう司じ。二人は付き合っていたが、その関係は私が出会ったときには破は綻たんしていた。二人の間には、あまりにも問題がありすぎた。

　破局してしまったことでの苦しみ、特に柳奈々の苦しみは尋じん常じようではなかった。このまま関係が破綻してしまうなら、いっそ生島統司を殺してしまおうとまで考えていた。蛮ばん行こうを一時的に止めても、柳奈々の根本的な問題は解決しない。私は二人がこの苦しみから解放されることはないと考え、〝出来損ないの幸福〟を使った。

　そして、彼らは救われ、穏おだやかな世界にいる。

「これだ……！　私が与えたかった安あん寧ねいはこれなんだ！」

　ここならば問題は何も起きない。きれいなもの以外何もない。二人にあるお互いを想う心も歪ゆがむことなく、ただ純粋なものとしてあり続ける。

　出来損ないの〝箱〟ではあるから、こんな小さな閉じられた世界でしか表現できない。しかしこの〝箱〟を完かん璧ぺきにできれば、私の〝願い〟は叶かなうだろう。

（させない）

「え……？」

　その声は、まるで頭の中に直接響くようにして聞こえた。




　──ベチャリ。

　きれいなだけのものしかない世界に、グロテスクな異物が音を立てて落ちてきた。




「なあに、これ？」

　柳やなぎ奈な々ながこの世界に不ふ釣つり合いな物質に、首を傾かしげる。

　それは臓器に似た赤黒い肉の塊かたまりだった。塊は、心臓のように不ぶ気き味みに脈みやく動どうしている。ドクンドクンドクン。

「うわ……気持ち悪い。なに？」

　そんな悠ゆう長ちような感想を言っている間はなかった。脈動する赤黒い肉の塊は、ものすごい勢いで巨大化し、あっという間に小さな湖みずうみを埋め尽くした。

「い、いや……やだ、気持ち悪い！」

　塊によって森の草木は腐くさり、水は泥どろのように汚れ、二人に襲おそいかかる。二人は上げた悲鳴ごと塊に埋め尽くされる。

　あっという間に、きれいなものしかなかったはずの世界は、グロテスクな一つの塊になる。

「……なんなのだ、これは？」

　呆あつ気けにとられている間に、すべてが終わった。私が思い描いた理想が潰つぶされた。悪意のあるグロテスクな塊によって汚された。

　幸せを維い持じできなくなったこの世界は壊こわれ、私は明るい深海の中に放り出された。

「……何が起きた？　何が起きている……？」

　──ドンドン！

　またあの音がする。振り返ると底には、人の形をした影があった。ふよふよと形が定まらず、触れただけで拡かく散さんしそうな弱々しい影。

（あ……あ……）

　その声は先ほど頭の中に響いた声に似ている。

「お前か？　お前があの世界を壊したのか？」

（もういやだ）

「は？」

（もういやだ）

　しばらく耳を傾けたが、影はそれしか言わない。

　私は試しに影に向かって手を伸ばした。それは簡単に拡散し、消えてしまった。

「……なんなのだこれは？」

　しかし間違いなく、私が生み出したものではない。あまりに弱々しくはあるが、おそらくこれが、幸せな世界を壊す、あの赤黒い肉の塊を生み出したのだという確信がある。

　私は辺あたりを見渡す。きれいな世界に目を奪うばわれて気付けなかったが、人の形をした影は、あらゆるところに点在していた。

　耳を澄ませると、その声が聞こえる。

（助けて……）（寂さびしい）（一人はいやだ、孤独は嫌いやだ）（誰でもいいから誰か）（いっそ殺して）（やめてやめてやめてやめてやめて）

「……本当に、なんなのだ……」

　いくつもの人影の声には、苦痛しか込められていない。

　正体について考えている間に、私の視界が明るく輝く。また別の小さな世界に取り込まれたのだ。私は再び、世界を俯ふ瞰かんする立場になる。

　静かな広い公園だった。公園の近くには麦畑があり、黄金に輝いている。公園の真ん中で、中学生ぐらいの男女が三人でキャッチボールをしていた。黒髪でメガネを掛けた女の子だけ下へ手たくそで、男の子二人は優しく山なりに投げているのだけど、それでもなかなか取れない。だけどそんなこともまた楽しそうで、三人とも笑顔が絶えない。

　品のある美形の男の子と、その女の子が両想いだというのは、軽く眺ながめているだけでも伝わってきた。もう一人の背の高い男の子は、そんな二人を微笑ほほえましく見ている。

　ああ、そうか、ここは──

「大おお嶺みね醍だい哉やの幸せな世界」

〝所有者〟となり、愚ぐ者しやに罪を意識させることで世界を変革させようとした大嶺は、しかし失敗した。その間にあらゆる罪を犯し、彼は追いつめられた。贖しよく罪ざいの方法を考えている間に、自身の〝箱〟の影響で狂信者になった女に刺された。

　そうして死にかけていた彼に、私は〝出来損そこないの幸福〟を使ったのだ。

　キャッチボールの相手をしているのは、中学時代の桐きり野の心ここ音ねと、臼うす井い陽はる明あきだ。今になれば分かる。私と大嶺は〝願い〟のために手を組んだが、大嶺が真に望んでいたのは、世界の変革ではなかった。今ここにあるような、桐野心音が笑顔でいられる、ささやかな幸せだった。

　ここではその〝願い〟は叶かない続ける。

　現実ではそれはもう叶わない。大嶺は助からないだろうし、ただでさえ心に大きな傷を負っている桐野は、大嶺の最後を知れば立ち直れないだろう。大切な二人がそうなってしまった以上、臼井もつらい思いをし続けるだろう。

　現実はあまりにも過か酷こくで、残酷だ。

　甘い夢でも見続けることができれば、どれだけ幸せか。

　ああ、それでも──

「現実を見ろというのか、お前は！」

　──ベチャリ。

　まただ。またこの幸せな世界に、グロテスクな異物が落ちてくる。

「やめろ……やめろ……」

〝箱〟をもってしか成立し得ない幸せを、壊こわそうとするのはやめろ。

「大嶺は友達だろう？　分かるだろう？　間近で見てきたお前なら、大嶺には出来損ないであってもこの〝箱〟が必要なことが分かるだろう！　だったらやめてくれ……お願いだから！」

　私は叫さけぶ。




「一かず輝き！」




　その名前を。

「ああ──」

　そうだ。思い出した。

　それが私の敵だ。

「ん？　なんだあれ？」

　まだピアスをしていない、中学生の姿をした大おお嶺みねがその物体に気付いたときには、もうその肉にく塊かいは膨ふくれあがっていた。

　黄金色をしていた小麦が、赤黒い肉の塊かたまりによって腐くさり、輝きを失っていく。グラウンドの土は沼のように変わり果てる。空は黒く、紫むらさき色に染まる。三人は肉の塊に絡からめ取られ、動けなくなる。悲鳴を上げても、赤黒い塊は広がり続ける。ついには三人を吞のみ込み、世界をグロテスクに埋め尽くす。

　この世界も終わった。

　大嶺醍だい哉やの幸せな世界は、もうない。

　私はまた海の底に放り出される。

「……どうしてだ、一輝……」

　目の前にはまた、ふよふよと形の定まらない人影があった。それは一輝本人ではない。けれど一輝に関係するものだとは、もう分かった。

「ふざけるな……！　お前はなんだ？　他人の幸せを壊こわして何様のつもりだ！」

　だが怒りをぶつけても、その人影はこれしか言わない。

（痛い、痛い、痛い）

　私が触れると、その人影はまた簡単に散ってしまう。この様子では、一輝に私の言葉は届いていないだろう。

「……一輝。お前はこの〝箱〟の中で一体、何をしたんだ？　今現在何をしているんだ……？」

　辺あたりを見渡す。不ぶ気き味みな人影は、まるで餌えさに群がる鯉こいのように、私に集まってくる。

　しかしいくつもの人影は、意味もなく同じ言葉を発し続けるだけだ。

（いやだ……いやだ……）（助けて）（殺して）（寂さびしい）（ごめんなさいごめんなさいごめんなさい）（誰か、誰か僕を見て）（うぐぐぐぐぐぐぐぐぐ）（逢いたいよ）

（マリア）

（マリア）

（マリア）

　歯を食いしばり、振り払った。

　人影は、それだけで散ってしまう。




　私は深海の中を沈み続ける。どこまでも続いている。

　どれくらいこの海を漂ただよい続けたのだろうか？　もうずいぶんと時間は経った。

　幸せで満ちた小さな世界の中に、私は何度も入り込むことになった。笑い声が絶え間なく続く、どれも微笑ほほえましい世界。けれどそれらは例外なく、グロテスクな赤黒い肉の塊かたまりによって崩ほう壊かいさせられた。

　それを見た私の感情は、初めは怒りだった。どうして一かず輝きはこんなことをするんだ？　そんなにも私の邪じや魔まがしたいのか？　しかし次第にそれは恐怖に変わっていく。どうしてこんなことができるのかと考えたとき、その方法はとてつもない狂気を内包していると気付いたからだ。すると次は心配になった。こんなことをしている一輝の状態は大丈夫なのか？　まともでいられているのか？

　赤黒い肉の塊に、世界が包み込まれ壊こわされるのを見て、私はこう呟つぶやく。

「一輝……お前と話がしたい」

　何を考えているのか、何をしているのか、知りたい。

　この深海で私はいつまでも沈み続けると思っていた。しかしこの深海にも底はあった。水が透とう明めいではなく、コールタールのような粘ねばついた黒い闇やみに覆おおわれ、澱よどみ始める。この〝箱〟で生まれたあらゆる負が沈ちん殿でんしてここに集まっている。この負の凝ぎよう縮しゆくが、深海の底だ。

　そこに、また小さな世界があった。

　どうやらこの世界が、この深海に異常をもたらし、負を沈殿させている。

　私は覚かく悟ごを決め、その小さな世界に入った。

　入った瞬しゆん間かんだ。私は他の世界とは明らかに違う空気を感じ取った。空気の中に小さな砂の粒つぶが入っているように、ちくちくと傷む。そして空は、血で汚されたように赤く染まっている。地面には初めからあの赤黒い肉の塊が散らばっていた。だが肉の塊は、他の世界のように巨大化したりはせず、脈動もしていない。

　私は案あんの定じよう、この世界でも傍ぼう観かん者しやだった。浮遊している私に、近寄ってくるものがある。それは『澱み』とも言うべき空間の歪ゆがみ。歪みはかろうじて人の形に見えた。

（マリア）

　その声と、呼び方。

「一輝！　本物の一輝なのか！」

　けれど、『澱み』はこう答えた。

（残念ながら会話はできない。僕は一方的に喋しやべることしかできない。マリアがいつかここに来てくれるだろうと思って、残していたメッセージだ。いや、意図的に残したわけじゃないから、残ざん留りゆう思し念ねんだと言った方がいいかな？）

「ここはどこだ？　……そうか、会話はできないのだな」

（きっとマリアは、まずここはどこだって聞くよね？　ここは僕が、〝出来損そこないの幸福〟によって閉じ込められた、幸せなはずの世界だ）

『澱よどみ』はそれ以上説明せず、私を導くように動き出した。私は黙だまって付いていく。

『澱み』が止まった場所は、学校の真上だった。

　見下ろし、観察する。他の小さな世界でもそうだったが、傍ぼう観かん者しやの私は、視力以外からもこの世界を見渡せる。その感覚はあまりに特とく殊しゆで説明することはできないが、とにかくこの世界の全体を感じ取れるのだ。

　私も過ごしたあの学校は、普段とは違う騒がしい雰ふん囲い気きだった。どうやら学園祭が行われているようだ。学園祭の最終準備に、生き生きと生徒たちが動き回っている。中には見知った顔もいる。

　大おお嶺みねと桐きり野のの姿も見つけた。この世界では二人は仲良く過ごしていた。感傷はあるがしかし、すぐに別の人間を捜さがす。

　私が今捜しているのは、一人だけだ。

「一かず輝き！」

　校舎から出てきた彼の姿を見つける。

「──ああ」

　情けないが、その姿を見ただけで、私の胸は跳はね上がり、鼓こ動どうを早くする。どれだけの仕打ちを受けても、彼に触れたい気持ちを消すことはできない。私を見つけて、振り向いて欲しい。

　けれど私は気付いた。一輝は車いすを押していた。

　そこに座っているのは茂も木ぎ霞かすみだ。二人は、まるで付き合いたてのカップルのように、楽しそうに学園祭を回っている。

「…………」

　複雑な感情が渦うず巻まく。よくよく考えれば、茂木が隣となりにいるのが自然だとは理解できる。元々茂木は、一輝に告白をするつもりだった。〝箱〟がなければ、交通事故に遭あったとしても、一輝を振り向かせ、付き合うことができただろう。

「そう……だな……」

　一輝に必要なのは私ではない。

　私は必要ない。

「一輝が幸せになれるのは、私がいない世界。いや──」

　むしろ私は障害だ。

　元々一輝は、日常に解決できない絶望はないと信じていた。

　そんな一輝の考えを壊こわし、狂気へと誘いざなったのは、日常に入り込んだ異物だ。一輝の周りに〝箱〟をもたらした存在だ。

　つまり──

「私の存在が、一かず輝きを不幸にした」

　だから私にはそもそも、一輝の側にいる資格はない。




　しかしそれを理解したところで、『澱よどみ』もこの世界も、私を解放しなかった。私は暗あん澹たんとした気持ちのまま、学園祭を過ごす一輝たちを見守っていた。

　学園祭は終わり、キャンプファイヤーが始まる。流れるオクラホマ・ミキサーによって、踊り出す生徒たち。一輝と茂も木ぎも、揺ゆれる炎を優しいまなざしで見つめていた。

　茂木はゆっくりと、まるでシャボン玉を摑つかむかのように弱々しく一輝の手を握り、その目を見つめる。

　私はこれから茂木がどんなことを言い出すのか分かった。

「カズくんのことが、好きです」

　じっと茂木の瞳ひとみを覗のぞき込んでいた一輝だったが、微笑ほほえんで答えた。

「僕も、茂木さんのことが好きだよ」

　茂木は、これ以上の笑顔は存在しないと言わんばかりの笑顔で続ける。

「ずっと一いつ緒しよにいようね」

「ずっと一緒にいるよ」

　ああ、私がここで見るものはもうない。

　一輝の幸せはここにある。それならば私は、無言でここを立ち去るべきだろう。

　私はまだそこにある『澱み』を見る。

「もういい。私を元の深海に返してくれ」

『澱み』は何も答えない。

「安心しろ。私は一輝から離れる。〝出来損そこないの幸福〟が一輝の手で壊こわれ、もう修しゆう復ふく不可能だとしても恨うらんだりしない。むしろ恨まれるのは私の方だ。一輝は私のことを忘れてやり直せばいい。けれど私はこれからも変わらない。〝出来損ないの幸福〟を壊されても、世界中の人間を幸せにする方法を求め続ける」

　返答を期待していなかった。

　しかし『澱み』は口を開いた。

（マリア、たぶん甘いことを考えているのだろうね。茂木さんと日常を過ごすのが僕の幸せだから自分は離れるべきだとか、そんな壮大な思い違いをしているのだろうね）

「なんだと？」

（僕の狂気を、あまり舐なめない方がいい）

　世界が急速に白く染め上がる。まぶしさに目がくらんだ。

「……何が起きた？」

　風景は元に戻っている。空も赤いままで、地面にある赤黒い肉の塊かたまりも同じ場所にある。

　けれど違和感があった。校庭で燃えていた炎は消えて、生徒たちはまた学園祭の準備に追われている。

　しばらくしてようやく、事態を把は握あくできた。

「もしや、時間が戻ったのか？　もう一度学園祭の一日を繰り返すのか……？」

　視界の先にはまた、車いすを押している一かず輝きが現れた。

「ただ幸せなだけでは、終わらないのか？」




　傍ぼう観かん者しやである私が感じているこの世界での時間は、当事者である一輝のものと違っている。言うならばコンピューターゲームを見ているような感覚で眺ながめられ、相当の時間経過でも疲労感はほとんどない。

　私は一度ならず何度も、茂も木ぎと仲なか睦むつまじく過ごす一輝を見続けることになった。何度も茂木の告白を聞き、一輝が告白を受け入れるのを聞いた。

　一輝への感情は自覚している。愛いとおしく想い、抱き締しめて自分のものにしたい願望がある。茂木と一輝が気持ちを確かめ合うのを見れば、その度に胸は引き裂さかれそうになる。

「なんなのだ？　これは罰ばつのつもりか？　私が得られない幸せを見せつけて、仕返しをしているのか？」

『澱よどみ』に話しかけるが、以前のように都つ合ごう良く返答はない。

「……いや、罰だなんて失礼だな。一輝が幸せなら私は、そのことを喜ばなければならない。私自身の気持ちなど些さ細さいなものだ」

　私は茂木の告白と、それを受け入れる一輝を見続ける。歯を食いしばりながら。

　けれど、『澱み』が言ったように、それはまだあまりに生ぬるい展開だった。

　ちょうど十回目で転機は訪れた。

「明日まで待って」

　茂木の告白に対して、一輝が苦く渋じゆうの表情でそう答えたのだ。

　一輝は鬼き気き迫せまる様子で、校舎へと消えた。茂木はまだ事態が摑つかめず、呆あつ気けにとられた様子で目を丸くしている。

　校舎を駆かけ上がったのであろう一輝は、屋上に現れた。躊ちゆう躇ちよすることなく、一気に屋上の柵さくをよじ登る。

「……なにをする気だ？　まさか飛び降り自殺……？　……っ！　そうか一輝は、この世界が連続していることに気付いた。それで……」

　地面を見て息を吞のむ一輝は、小さく呟つぶやいた。

「マリア」

「────っ!!」

　一かず輝きは私に逢うために、飛び降り、その肉体は絶命した。




　しかしこの世界は続く。前回の記憶があるのだろう、一輝は茂も木ぎの世話をせずに、学校を飛び出し、私を捜さがし回っていた。

「やめろ一輝……」

　そんなことをしても無む駄だだ。私を見つけ出すことはできない。そこは私がいないことで成立する世界だ。そんなことは一輝も分かっているはずだ。

「私がいなくても、お前は幸せになれる！　茂木がいる。陽はる明あきたち友人がいる。みんながお前を支えてくれる。私さえ求めなければ幸せになれる。なのに！」

　私を捜し当てることができなかった一輝は、記憶を定着させるためにまた自殺をする。

　私の目の前で脳みそをぶちまける。




　一輝は見つけられるはずもない私を捜し続けた。見つけるまで自殺し続け、肉にく塊かいになる。そんな凶きよう行こうは、平常心でやれることではない。案あんの定じよう一輝は、徐々に狂い、理性も知性も失っていった。しかしそうなっても私を捜し続けた。

　何度も「やめろ」と叫んだが届かない。

　一輝は私の眼がん下かで、死に続ける。

　そのうち、空の色はより赤く、赤黒い肉塊の数も増えていく。私はそこでようやく、この世界がどうして他の小さな幸せな世界と違い、異常な光景をしているのか気付いた。

　空を血に染め上げたのは、他でもない一輝だ。地面にある赤黒い肉塊を生み出したのも、他でもない一輝だ。一輝は死に続けて、この世界の意味を壊こわし続けてる。

　一輝は私が見る前からすでに、何度も同じことを繰り返していた。記憶を取り戻したのも、そのために自殺をし続けるのも、これが初めてではない。

　これは〝出来損そこないの幸福〟に対する反はん逆ぎやく。幸せに反する行為を繰り返した影響は、この小さな世界だけに留とどまらなかった。〝出来損ないの幸福〟本体をも傷付け、少しずつ破は壊かいした。それが大おお嶺みねたち他の世界に、この赤黒い肉塊が押し寄せる結果になったのだ。

　自じ爆ばくテロのような暴力。

　決して幸せになれない暴走。

「……どうすれば、一輝は止まる？」

　一時的に一輝が自殺をやめ、記憶の連続が止まり、茂木と付き合う小さな幸せを迎えても、それは長く続かない。一輝はやはり、この世界が繰り返していることにまた気付き、記憶を定着させるために自殺を繰り返す。こんなことをずっと続けている。

　地じ獄ごくだ。

　それを味わっている方も、見ている私も。

　だけど、その地じ獄ごくを用意したのは、他でもない私だ。

「……私が望んだ幸せは……」

　こういうものだというのか？　少しボタンを掛け違えれば、ここまで歪いびつになるものだというのか？

　だとしたらこんな〝箱〟は壊こわ──

　──いや、早はや合が点てんはよそう。一かず輝き以外の他の人たちは、ハリボテの舞台に気付かずに、笑って過ごしていられた。

　一輝は例外だ。特別な『何か』があるのだ。それがここをハリボテであることに気付かせ、ここまで一輝を突き動かしている。

「分からない……その正体はなんだ？」

　私を想う気持ちだろうか？　けれど、この行動は私のためだとは言えない。こんな苦しい想いをされるのだったら、私のことを忘れてくれた方がずっとマシだ。それは本心だ。代われるなら、私がその地獄に行ってやりたい。私は自分が苦しむことよりも、一輝が苦しむことの方がつらい。

　そして一輝も、そんな私の性質を知っているはずだ。

「一輝……。気が付くんだ。そんなことは誰も望んでいない。まだ間に合う。お前は私を忘れて、自分の幸せを摑つかめ」

　しかし久々に口を開いた『澱よどみ』が、こんなことを口走る。

（これはまだ序じよの口だったなあ）

　啞あ然ぜんとしたが、その言葉は噓うそでも誇張でもなかった。




　一輝の地獄はさらに悪い意味で進化をした。あらゆる方法で一輝を苦しめる地獄になった。

　一輝はついにやってはならない凶きよう行こうに手を出した。茂木を殺した。友人を殺した。家族を殺した。見ず知らずの善良な市民たちを殺した。

　その行動は、世界から人を消し、幸せなど維い持じできないようにするためのものだ。

　この世界の一輝にとって殺人は、自殺よりもタチの悪い自傷行為だ。そんなことをすれば、〝箱〟の外に出ることができても、まともな精神ではいられない。一輝は今後未来永えい劫ごう、殺人の罪悪感から逃のがれることはできず、自みずからを追いつめ続けるだろう。

「やめろ……一輝、やめてくれ……」

　一輝自身もそんなことは分かっているだろう。それが分かっていても、私に逢あうために一輝は殺し続けるのだ。止まることはないのだ。

　一輝の殺人行為によって、世界にヒビが入り出す。

　ああ……このヒビは、私の迷いだ。〝出来損そこないの幸福〟への信頼が揺ゆらいでいる。




　殺し続けた一かず輝きは、人を完全に消すことに成功した。

　他人がいないということは、自分の意味までも消えることに等しい。人の意味は他者に観測されて生じる。他人に見られることのない一輝は、徐々に人としての能力を失っていった。バイクも乗れない。エレベーターの操そう作さが分からない。文字が書けない。喋しやべり言葉を忘れる。

　一輝は何もできなくなる。

「なんてことだ……」

　嘆なげく。

「もう……何もないではないか。何もかも失ってしまったではないか」

　偽にせ物ものの世界の中とはいえ、ここまで人としての機能を失ってしまえば、元通りにはならない。〝出来損そこないの幸福〟を壊こわしても、一輝は救えない。

「私以上に、すべてを失ってしまったじゃないか」

　何もできなくなった一輝は、しかし歩みを止めず、ある場所へと向かう。意識はもうないようなものだろう。何も考えていないだろう。それでも一輝は必ず私の部屋にたどり着く。そして、私を呼び、ひたすらに壁を叩たたき続ける。何度も、何度も、無限の時間の中で、意味があるのかも分からないのに壁を叩き続ける。次第に私の名前も忘れ、壁を叩くだけになる。もはや一輝に心はない。かつて自分がプログラムした行動を取っているだけの装置だ。

　──ドンドン。

　ああ……そうか……。

　ずっと私の頭に響いていた音。それは一輝が私を呼ぶために壁を叩く音だったのだ。

　──ドンドン。

　魂たましいを削けずり、空っぽになりながら、私を呼び続ける。一輝が、どれだけの体感時間の中で、壁を叩き続けているのか見ている私にも把は握あくできない。それぐらい膨ぼう大だいな時間なのだ。おそらく人の一生の時間、ずっと叩き続けているだけでは収おさまらない。永遠に等しい時間、一輝は壁を叩き続けている。

　私に逢あうためだけに。

　それだけのために！

「う、ああ……」

　その気持ちに、何もすることができないのか？

「一輝！」

　叫さけぶ。

「一輝、私はここにいる！　一輝！」

　無駄だと分かっていても、声を嗄からして叫び続ける。

「一輝！　一輝！　一輝！　一輝！　一輝！」

　私は一輝の正面に立ち、名前を叫び続ける。

　それなのに、一かず輝きは私に気付くことがない。

　私もまた、一輝に触れることができない。

　絶望的な断絶だ。私たちの前には、まるで私と一輝を隔へだてるためにあるような〝箱〟が、立ちふさがっている。

　──ドンドン。

　その音は一輝の悲鳴でもあった。助けて、苦しい、もう嫌いやだ、深海でいくつも遭そう遇ぐうしたあの人影は、この音が具体化した怨おん念ねんだった。

　一輝はいつでもやめてもいいはずなのだ。やめる自由はあるはずなのだ。

　しかし一輝は、私に聞こえるかもどうかも分からないのに、壁を叩たたくのをやめない。否いな、やめられないのだろう。

「一輝……お前は、おかしい。狂っている。私に逢あうためだけに、ここまでするなんて狂っている！」

　──ドンドン。

「でも」

　認めるしかない。

「でも、うれしいよ、一輝」

　一輝が苦しんでいることは、もちろん嫌だ。しかし私の感情の中に、そこまで私を求めてくれることへの喜びがある。醜い感情だとは自覚していても、その気持ちは抑おさえられない。

「私は寂さびしかった。ひとりぼっちが寂しかった。私の側にお前がいてくれるなら、そんなうれしいことはなかった。それもまた私の本心だろう。その私の気持ちをお前は感じ取ってしまったのだな。だからお前はこうして私を想い、壁を叩き続けているのだろう」

　一輝の頭に触れようとするが、その手はすり抜けてしまう。

「だけど私は、お前を選ばなかった。世界中の人間を幸せにする〝願い〟のために、お前から離れた。私の生きる意義を保つには、そうするしかなかった」

　けれどその結果がこれだ。一輝には私しかいなかった。私を切り離すことができなかった。自みずからを犠ぎ牲せいにして、私を求め続けることしかできなかった。

　一輝の本質を見抜けなかった私の責任だ。

「もういい。生きる意義なんてどうでもいい。私が生きる意味を失い、空っぽになっても構わない。……それ以上にお前が、お前でなくなっていくのを見ていられない。お前を助けたい。だって私は一輝、お前が……お前のことが──」

　ふと違和感に、自分の頰ほおに触れる。

　濡ぬれている。

　──涙なみだだ。

「まさか」

　私にまだ涙なみだを流す機能が残っているだなんて。そんな弱さが残っているだなんて。

　自覚したら、もうダメだ。

「う、ああ……ああああああああああああああああああああああああああああ！」

　次々と涙があふれ出す。

「一かず輝き……一輝……一輝ぃ!!」

　一度は捨てることのできた弱さを、一輝によって連れ戻された。

　一輝は私の変容を為なし得た。

　だとしたら私はもう──




　私はもう──〝箱〟ではない。




「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　私は人間に戻されてしまった。

「〝箱〟でなくなったのなら、〝願い〟を叶かなえるだけの存在でなくなったのなら」

　涙を流しながら、叫さけぶ。

「〝願い〟はもう叶わなくてもいい！　だから一輝を救ってくれ！　お願いだから救ってくれ！　……嫌だ。一輝、お前に逢あいたい。お前の声が聞きたい。お前の温もりが欲しい。私を見て欲しい。もう一度私だけを見て欲しい。一輝……一輝……一輝ぃ……！」

　──ドンドンドンドンドンドン！

「戻ってきてくれ……。あの優しい日々を返してくれ！　もう嫌いや。もう嫌だ！　大切な人を失うのは嫌だ！　ひとりぼっちになるのは嫌だ！　お願い……お願い……お願い……一輝……一輝……側に、側に……！」

　不意に思う。もし私が一輝と同じ立場だったらどうするか？

　私はきっと一輝と同じことをするのだ。

　愚おろかにも、同じことをするのだ。

　たとえ自分を蔑ないがしろにしても、それを一輝が望んでいなくても、一輝自身のためになるわけでなくとも、私は一輝に逢うために何もかも投げ捨ててしまう。

　泣きながら苦笑する。

「私たちは……おかしい。おかしいな、一輝」

　それでも私たちは、逢いに行く。

　それでも私たちは、寄り添そい生きる。

　なぜそうしてしまうだろう？　分からない。分からないけれど、それしかないのだ。私たちに選択肢しは用意されていないのだ。




「それが、私たちの間にあるもの」

「私たちが得たもの」

「〝願い〟を超える大切な、『何か』」




　──ドンドン。

「私の声が聞こえないか、一かず輝き？」

　──ドンドン。

「本当に聞こえないのか？　なら私は」

　──ドンドン。

「聞こえるようにしてやる」




　涙なみだを拭ぬぐい、口を真ま一いち文もん字じにつむぐ。

　決断した。

　私は〝出来損そこないの幸福〟を壊こわす。

　そうして一輝に逢あい、永遠に側にいる。

　たとえ隣となりにいる一輝が廃はい人じんであっても、それは変わらない。

　──だけど、できるのか？

　問題は一輝のことだけではない。自分自身の状態もまた問題だ。私は〝願い〟のために、自らの限界を超えた精神状態をずっと維い持じしてきた。張り詰めていた糸は、切れるか、伸びきって使い物にならないかどちらかで、元に戻ることはない。〝出来損ないの幸福〟を失い、今後〝箱〟を手にする希望を失ってしまえば、おそらく一輝同様、私は廃人になってしまう。それでは側に寄り添そえない。

　──どうすれば？　なら、どうすればいい？

（見つけるんだ）

　その声に目を見開く。

『澱よどみ』が私に口を開いている。

（泣いている、ゼロのマリアを見つけるんだ）

「……ゼロのマリアとはなんだ？　見つければ本当に、私は一輝の側にいられるのか？」

　しかし『澱み』は返事に答えられるようできてはいない。この言葉が状況に応じたものなのかすら分からない。

　けれど私は、その根こん拠きよがなく、頼りない言葉を信じることにした。

　だってそれは、他でもない一輝の言葉なのだ。




　再び私は透とう明めいさを失った深海の中に戻る。

　すぐそれに気が付いた。むしろ今までどうして気付かなかったのだろう？　溢あふれている笑い声にかき消えていたから？　それとも私に聞く気がなかったから？　どっちにしろ私には聞くことができなかった声。

　深海には、女の子の泣き声が響いていた。

　その声質は、信じまいと努つとめても、私のものにしか聞こえない。

　泣き声はこの深海の、もっとも深部から聞こえてきた。そこには負の感情で淀よどんだ黒い闇やみが広がっている。闇に囚とらわれてしまったら、どうなってしまうのか分からない。二度と抜け出せず、この海で溺おぼれ死んでしまうのかもしれない。

　けれど私は迷いなく飛び込む。

　質量を持った闇は、生コンクリートのように、身体からだ全体に絡からみついてくる。一いつ寸すん先も見えない闇。闇。闇。苦しい。気持ち悪い。痒かゆい。怖こわい。けれど止まることはしない。泣き声だけを頼りに、手て探さぐりで奥へ奥へと進む。

「う、く……！」

　このまま私は闇に沈むのか──そこまで考えたとき、唐とう突とつに、闇は振り払われた。

　光と共に、物もの寂さびしい景色が広がる。




「……ここは」

　ああ……この景色は知っている。忘れようもない。

　潮の匂においが漂ただよう、海沿い道路。手入れが行き届いていないひび割れたコンクリートの道に、酸化して赤く錆さびたガードレール。大小の石が転がっている崖がけ下したには、誰の目を止める魅み力りよくもない海。その反対には細く頼りない木と、雑草だらけの土が盛り上がっている。

　まるで見捨てられたようなこの道は、私の家族を奪うばった場所だ。

　けれどこれは、実際の風景ではない。私の記憶にある風景でもない。なぜなら、実際に私が見ることができた風景は、崖下に落ちた二台の乗用車をレッカー車で運び終えた後の、すでに取り返しの付かないものだけだからだ。

　だから今まさにガードレールを突き破り、崖下に二台が落ちていく光景は、虚きよ像ぞうだ。本物ではない。

　けれどディテールまではっきりとしている。ここにあるすべての物質の質感まで再現されている。私の脳のう裏りに焼き付いている白はく昼ちゆう夢むは、リアルよりもリアルだ。

　目の前で失われていく命も、リアルだ。

　助けたいと手を伸ばしても、傍ぼう観かん者しやである私は触れることさえできない。指の間から、私の家族を乗せた車が落ちていくのが見えるだけだ。私は何もできない。過去を変えることはできない。

　犯人と父が即死し、母も失った意識を回復することなく死亡した過去。意識はあっても出血が止まらず、救急車の中で息を引き取った音おと無なし彩あ矢やの過去。それはどうあがいても変わらない。

　記憶を失うまで──いや、失ってからも何度も見た悪夢た。けれど、悪夢には現れない人物がそこにいた。

　中学生の頃の私だ。車輪に押し潰つぶされ、がばっと口を開けたガードレールの側で、声を押し殺して泣いている。

「……どうして」

　崖がけ下したを覗のぞいている私は、泣きながら小さく呟つぶく。

「どうしてこんなことをしたの、お姉ちゃん？」

　中学生の私は見ていた。下半身が潰つぶれ、血まみれの姿をしている姉──音無彩矢を。

　音無彩矢は、崖をズルズルと這はい上っている。

　大けがをして、もうすぐ息絶えるこの期ごに及んでも、音無彩矢は微笑ほほえんでいた。

　誰よりも魅み力りよく的なあの笑みを携たずさえていた。

「聞かずとも分かっているだろう、麻ま理り亜あ。私の中にある空くう虚きよを作り上げた家族への復ふく讐しゆうだよ」

「私が聞いたのと違うよ。お姉ちゃんは世界中の人を幸せにすることで、その空虚を埋めるんじゃなかったの？」

「それも大きな目的だった。けれど私の目的は一つではなかった。空虚を生み出した家族を殺し、復讐を果たすこともまた、私の大きな目的だった。もう一つの目的、世界中の人を幸せにする目的は、麻理亜に託たくせると判断したのだ」

「そんなことできないよ……」

「できるんだ。なぜなら私が命を失ったそのときから、あなたはもう、音無麻理亜ではない」

　微笑む。




「音無彩矢だ」




　ああ、確かに音無彩矢は予言をした。




『麻理亜の将来について予言するよ』

『あなたは私になる──いや、ならなければならない』

『他人を幸せにする存在にならなければならない、ってことだよ』

『マリア、私は14歳で旅立つよ』

『音無麻理亜は、音無彩矢になる』




　すべて音おと無なし彩あ矢やの思おも惑わく通りだった。すべてお姉ちゃんの掌てのひらの上で起こっていた。音無彩矢は人間を操そう作さし、未来を調整できる能力者だった。怪かい物ぶつだった。

　だからこんなこともできる。

「私は肉体を失っても死なない。麻ま理り亜あ、あなたを乗っ取って生き続ける。分かっているはずだよ。私に乗っ取られたあなたは、もうどこにも存在しない。あなたは私の〝願い〟を叶かなえるだけの存在になる。だからその〝願い〟を捨てれば、あなたは魂たましいのない、何者でもない空っぽになってしまう」

　ああ、そうだ。

　私は音無麻理亜ではない。音無彩矢だ。

　一かず輝きには散々夢を見させてもらった。しかしもう、音無麻理亜には戻れないのだ。

〝出来損そこないの幸福〟は壊こわす。一輝をこの〝箱〟から出す。その決意は変わらない。

　けれど、そこまではできても、私は一輝の側にいることは──




（マリア、それは音無彩矢じゃないよ）




　その言葉に目を見張る。

　そこには一輝の残ざん滓しである、『澱よどみ』がいた。

（都つ合ごう良く音無彩矢を解釈しちゃいけない。マリアはそうして逃げるのをやめなければならない）

「……逃げる、だと？　いくら一輝の言葉でも納得できない。音無彩矢はむしろ私を追い込んでいる。それなのに音無彩矢を、私が都合よく解釈しているとでもいうのか？　そんなわけがない。私だってこんな苦しい思いはしたくなかった。戦い続けたくはなかった……！」

（音無彩矢を怪物にするのをやめるんだ）

　会話は嚙かみ合わない。そもそも『澱み』は一方的に喋しやべるだけなので、当たり前だが。

「音無彩矢は特別だ。私と出会ったときから、終始一貫して特別だった。それを怪物と表現するのはあながち間違ってはいないだろう？」

　自じ嘲ちよう的に笑う。

「現に音無彩矢は私に予言をしていた。私の身体からだを乗っ取ると予言をし、誕生日に自分を殺し、それを実現した。未来予知を、何一つ音無彩矢は間違えなかった。音無彩矢は、人間でありながら人間を超ちよう越えつした、特別な存在だ」

『澱み』はしばらく黙っていた。

　その間、下半身を失った音無彩矢は、中学生の頃の私を捕つかまえていた。血だらけの身体で、音無彩矢は中学生の私を摑つかみ、そして二度と離さない。

『澱よどみ』はまた口を開く。

（僕はね、かつてマリアが家族と住んでいた家に行ったんだ。そして調べたよ。音おと無なし家のことをできる限り調べた。複雑な家庭環境のことはすぐに分かったけれど、マリア自身のことはあまり分からなかった。知っている人がほとんどいなかったからね）

「私は友達のいない、大人おとなしい子供だったからな」

（でも音無彩あ矢やのことはみんな憶おぼえていた。ものすごく美しく、聡そう明めいな女の子だったと、みんな口を揃そろえて言っていた。けれど、本人に大きな問題があるようには見えないのに、トラブルメーカーだったとも聞いた。いつも彼女の近くで大小様々な事件が起きていた。しかもそれは、音無彩矢が成長する度たび、規模が大きくなっていった）

「確かに音無彩矢はそういう少女だった。だがそれがどうした？　何が言いたい？」

　私はなぜか苛いら立だっていた。なぜなのかは分からない。

（彼女の口くち癖ぐせは、『世界中の人を幸せにしたい』だ。中学二年時の彼女の担任教師も、それを知っていたよ。そんな大それたことを、伊だ達てや酔すい狂きようではなく、本気で目指していた。だからその教師は、少し生き急ぎすぎているように思える、彼女の計画を反対せず応援していたよ）

　計画だって？

『澱み』は言う。

（14歳の誕生日から、ニューヨークへ留学することを、応援していたよ）

「な、に……？」

（世界中の人を幸せにする目的のために、視野を広げたかったらしい。アメリカだけでなく、将来的には多くの国を回ると言っていたそうだ。帰国の予定も決めていない。両親は説得できたそうだが、懐なついている妹だけには話せなかったのだと、その教師は言っていたよ）




『麻ま理り亜あ、私は14歳で旅立つよ』




「い、意味の……分からないことを言うな！　音無彩矢は誕生日に家族を巻き込んで自殺したんだ！　そうやって復ふく讐しゆうを果たし、同時に私を乗っ取って目的を果たすと決めたんだ。外国に行きたいなど……そんな──」

　──ごく普通なことを考えるわけがない。

　そう思いたがっている……？　……ああ、確かに私は、音無彩矢が怪かい物ぶつであって欲しいようだ。

　なぜ？　……分からない。自分がどうしてこんなに動どう揺ようしているかも。

（音無彩矢は常に、本気で、世界中の人を救おうとしていた。日頃からそのための方法を模も索さくし、行動する聡明な女の子だった。でも、所しよ詮せん中学生だ。その視野では、学校内をどうにかすることまでしかできなかった。倫りん理り観かんもまだまだ未熟だ。でもその欠点には気付いていた。だから、欠点を解消するために、世界に飛び出そうとしたんだ）

　戸と惑まどう私に、遠慮なく『澱よどみ』は続ける。

（そんな前向きな女の子が、本当に復ふく讐しゆうのために家族を殺し、しかも自みずから死を選んだと思う？　自分の魂たましいをマリアに渡すなんて、無む謀ぼうで偏かたよった考えをすると思う？）

「でも実際した！　音おと無なし彩あ矢やならそれができた！」

　私のような凡ぼん人じんの思考が及ばない、理解できない怪かい物ぶつだから。

「音無彩矢は確かにこう予言したぞ。『あなたは私になる──いや、ならなければならない』と予言した。事実その通りになった。私は姉のように、自分を犠ぎ牲せいにしてでも〝願い〟のために生きた。その結果は、一かず輝きが言っていること矛む盾じゆんしている！」

（音無彩矢は、妹である音無麻ま理り亜あを、相当心配していたらしい。親の愛情が薄いことを自覚して、うまく対応していた自分とは違い、妹はその状況を認めようとしない。だから逃げるだけで前に進めない。無気力で、大人おとなを信用せず、友達も作れず、目標もない。そのまま見過ごすわけにはいかない。空くう虚きよな人生を、姉としては送らせたくない。妹には変わって欲しい。強い気持ちを持って生きて欲しい。そう、自分のように）




『音無麻理亜は、音無彩矢になる』




「あ……」

（だから自分の生き様を、間違っている部分も含ふくめてすべて見せた。二人で、誰よりも意味のある人生を送って、大人たちを見返したいと願った。それが音無彩矢の、妹への想い）




『さあ、始めよう。私たちは誰を恨うらんでいるわけでもない。だけど確かに形のない衝しよう動どうに襲おそわれている。空虚とも言うべき敵がいる。そいつに見せつけてやろう』

『私たちの復讐の在あり方を』




「……やめろ」

『澱み』は何か、とんでもないことを私にしている。私の中身に手を突っ込んで、かき回している。

「やめろ。それはお前の想像だ。音無彩矢を勝手な想像で、卑ひ近きんな存在にするな！」

（きっと話を聞いてもマリアは、音無彩矢が特別だと、怪物だと言い張って認めないだろうね。でも、ちゃんと思い出せるはずだ。記憶の中に、怪物とはほど遠い、ただの人間だった音無彩矢の姿が、ちゃんとあるはずだ。だって音無彩矢は、どんなに大人びていても、ただの中学生だったんだから）

「そんなものはない！　彩矢お姉ちゃんは、いつも特別で──」




「う……うう……ううう」

　目の前の光景が変わった。元々私の白はく昼ちゆう夢むのような場所だから、それには戸と惑まどわない。しかし事故現場から移ったその場所そのものには、動どう揺ようを隠かくせない。

　ここは私が住んでいたあの家。温かい彩あ矢やお姉ちゃんの部屋。そこではいくつも香水とアロマオイルの混ざった香りがする。

　部屋には彩矢お姉ちゃんと私がいる。二人とも10歳ぐらいだろうか？　彩矢お姉ちゃんはベッドの上でうつぶせになっていて、10歳の私はそれを心配そうに見守っている。

「どうしたの、お姉ちゃん？」

　私は心配して、一向に顔を上げない彩矢お姉ちゃんの身体からだを揺ゆらす。彩矢お姉ちゃんはじっと固まって、絶対に自分の顔を見せない。

　しばらくしてようやく、私に口を開いた。

「……負けたんだ」

「え？」

「全国テスト。麻ま理り亜あの学校でもあっただろう？　クラスメイトに負けたんだ。今まで一度も負けたことなかったのに」

「え？　そんなこと？　たまにはそういうときもあるよ。そこまで落ち込むことじゃないでしょ？」

「分かってない」

　怒ど気きを孕はらんでいる低い声に、私は押し黙だまる。

「麻理亜は何も分かっていない。この意味が。テストでもなんでも、私が負ける意味が！　私は誰にも負けるわけにはいかない。誰よりも価値がある人間でないといけない。みんなに必要だって言われなければいけない。そうしないと」

　──あなたさえ生まれてこなければ。

「凜りん子こさんに復ふく讐しゆうできない」

　枕に強く顔を押し付けたまま、叫さけぶ。

「私は胸を張って、生まれてきたことを誇れない……！」




「彩矢お姉ちゃん……」

　この光景を見ていた今の私は、思わず言葉を漏もらした。

　当時はまるで分からなかった。彩矢お姉ちゃんが何に苦しんでいるか分からなかった。けれど今ならば分かる。

　音おと無なし彩矢は戦い続けていたのだ。

　必要とされないまま自分が生まれてきたその事実と、戦い続けていたのだ。

　世間的に『可哀かわい想そうな子』であった音おと無なし彩あ矢やは──なんてことはない──やっぱり『可哀想な子』だったのだ。彩矢お姉ちゃんは、凜りん子こさんや私の両親に、必要とされていないという事実から逃のがれられなかった。だから特別な人間になることで、自分の価値を見せつけようとした。無理も無む茶ちやもした。自分をすり減らして、涙なみだを堪こらえ、戦い続けた。他人に評価されることこそが、彩矢お姉ちゃんの生きている実感だった。

　誰よりも努力した。私にも誰にも涙を見せず、走り続けた。そうして強くなった彩矢お姉ちゃんを、私は今でもすごい人間だと思う。

　だけど同時に、その貫かん禄ろくの中には、彩矢お姉ちゃんの危うさや弱さも内在していたのだ。




（音無彩矢は、人間だった）




「いやだ……」

『澱よどみ』の言葉に、私は首を振る。

　ほとんど駄だ々だっ子の態度だと自覚しても、認められない。

「彩矢お姉ちゃんは特別だった。怪かい物ぶつだった。自分から死を望んだ。そうでないといけない。そうでないと、彩矢お姉ちゃんは、ただ無む惨ざんに殺された被害者になってしまう。変質者に意味もなく殺されたことになってしまう。そんなのいやだ。死に意味がないといやだ。彩矢お姉ちゃんは私の身体からだを乗っ取った。怪物だから乗っ取れた。それでいいではないか。だって、そうでなければ──」




「──彩矢お姉ちゃんは本当に死んでしまう」




　いつの間にか目の前の光景は、彩矢お姉ちゃんの部屋から、事故現場に戻っている。しかしその光景は、先ほどまでとわずかに変わっていた。

　彩矢お姉ちゃんは崖がけを這はい上がったりせずに、崖下に落ちた乗用車の中に閉じ込められていた。衝しよう突とつで歪ゆがんだドアが開かないようで、必死にフロントガラスを叩たたいている。しかし致命傷を負っている彩矢お姉ちゃんの叩たたく力は弱く、ガラスを叩いても小さな音しかしない。

「死にたくない……助けて……いやだ」

　か細い声で嘆なげいている。

「痛い。痛い。死にたくない。死にたくない。麻ま理り亜あ。私はまだ……死にたくない……！」

　その表情はもちろん微笑ほほえんでなどいない。

　中学生の私は、花束を持ち、崖下を見下ろしている。涙を流し、必死に助けを呼んでいる彩矢お姉ちゃんを見つけることはできない。

　だって私がここを訪れたのは、事件が起きた翌日だったのだから。

　花束を崖がけ下したに投げ、空うつろな目で、呟つぶやく。

「私は認めない」

「彩あ矢やお姉ちゃんが死んだことなんて認めない」

「彩矢お姉ちゃんは怪かい物ぶつだから死なない」「殺させない」「彩矢お姉ちゃんは私を乗っ取った」「一人になりたくない」「私が彩矢お姉ちゃんになれば、私は一人じゃない」「一人じゃない」

　親しん戚せきたちの会話を思い出す。私が邪じや魔までしかないと言い続ける人たち。

　──彩矢お姉ちゃんがいなければ私は。

　誰にも必要とされない。

　それだけは受け入れられない。彩矢お姉ちゃんの亡ぼう霊れいでもいい、私を必要として欲しい。私は彩矢お姉ちゃんの意志を継つがされたことにする。彩矢お姉ちゃんは私を乗っ取ったことにする。彩矢お姉ちゃんは私の身体を必要としていたんだ。だから私は、『世界中の人を幸せにすること』を目的に生きなければならない。そうしなければ、彩矢お姉ちゃんが私を必要としたことにならない。

　私は一人じゃない。

　彩矢お姉ちゃんは私の中で生きている。

　だけど、『澱よどみ』は──一かず輝きは──突き付ける。

『音おと無なし麻ま理り亜あ、そして──姉の音無彩矢の本当の〝願い〟は、『世界中の人を幸せにすること』なんかじゃない』

　そうだ。

　私たちの本当の〝願い〟は──

　親に愛されず、孤独だった私たちの〝願い〟は──




『必要とされたい』

「必要とされたい」




　涙が止まらない。どうすればいい？　私は彩矢お姉ちゃんを殺さなければならない。でも、そうしたら私はひとりぼっちだ。誰にも必要とされないんだ。そんなのは耐えられない。私はこの〝箱〟を手放したら希望を失い廃はい人じんになる。助けて。助けて。誰が助けてくれる？　誰も助けてくれるわけがない。私のために存在してくれる他人なんているわけがない。そんな都つ合ごうのいい人なんて──

「──なんてことだ」

「──いる。いるんだ、私には」

　ああ──そうだ。

　私には救きゆう世せい主しゆがいる。

　都つ合ごうの良すぎる救世主がいる。




『僕はマリアが必要だよ』




　──星野一輝。




　一かず輝きは、私が一番欲しい言葉を言ってくれた。

　そしてそれは真実だ。私が側に行かない限り、一輝はドアを叩たたき続ける。この繰り返しを逃のがれられない。

　一輝を救えるのは私しかいない。

　私を救えるのは一輝しかいない。




　私は一輝にどうしようもなく必要とされている。

　私は一輝をどうしようもなく必要としている。




　涙なみだを拭ぬぐう。

　なんて遠回りをしていたのだろう？

　私はただ、一輝と離れたくない気持ちに素す直なおになるだけでよかった。

　それだけで──

　本当にたったそれだけで──

「──私の〝願い〟は、叶かなう」

　だからもう、〝出来損そこないの幸福〟を壊こわしても大丈夫だ。

　だって私は、本当の幸福を手にできるのだから。




　私は本当の〝願い〟を叶えるために、偽いつわりの〝願い〟を潰つぶさなければならない。

　怪かい物ぶつにしていた彩あ矢やお姉ちゃんを、この手で殺さなければならない。

　車内に閉じ込められている、彩矢お姉ちゃんに近づいていく。お姉ちゃんは必死に生きようともがいていて、フロントガラスを叩き続けている。

　けれどお姉ちゃんは助からない。どんなに生きたくても、輝かしい未来を夢見ていても、その力を将来手にする能力があったとしても、助からない。お姉ちゃんは無む惨ざんに、必然性もなく死んだ。

「彩矢お姉ちゃん」

　私の声は彩矢お姉ちゃんに届かない。私は過去に干かん渉しようできない。

　でも、彩あ矢やお姉ちゃんはフロントガラスを叩たたくのをやめた。お姉ちゃんは目をつぶり、シートに横になる。

　自分の運命を覚かく悟ごしたのだ。

「こんなところにずっと閉じ込めていてごめんなさい。ずっとお姉ちゃんの気持ちをねじ曲げていてごめんなさい。私はお姉ちゃんのせいにして、現実に立ち向かうのを逃げていたんだね。でも、それもおしまい。お姉ちゃんをちゃんと解放するからね」

　私はポケットから小こ瓶びんを取り出す。

「これ、誕生日プレゼントだよ」

　私はあの日渡すつもりだったアロマオイルを、その場に垂らす。ペパーミントの香りが広がる。

　これでようやく、あの日から止まっていた、私の時間が動き出した。

　ペパーミントの香りを彩矢お姉ちゃんは感じ取れたりしないだろう。

　でも、目を閉じている彩矢お姉ちゃんは、わずかにその頰ほおを緩ゆるませた。

　こんな人生でよかったとはお姉ちゃんは思わないだろう。悔いばかり残っているだろう。憎しみ苦しみながら死んだだろう。

　だけど──

　これは私の想像だけど、彩矢お姉ちゃんは少しばかりこう考えたと思うのだ。私に留学を隠かくし通し、旅立ちのときに留守番させた。そのおかげで──

　──妹だけは助けられたと。

「麻ま理り亜あ、どうか……幸せに……」

　そうして彩矢お姉ちゃんは、このまま永遠に目を覚まさない。

「さようなら、〝Ｏお姉ちやん〟」

　私が追いかけ続けていた〝Ｏ〟は、空気に溶け込むように静かに、その姿を消した。

　私の中の怪かい物ぶつは、もういない。







　再び海の底に潜もぐる。私は泣き声を頼りに、闇やみの中に深く深く潜っていく。先は何も見えなくとも、もう怖こわくはない。潜れば潜るほど、私の記憶は鮮明になっていく。

　まったく……目を逸そらしたい過去ばかりだ。しかし私は逃げない。つらい過去に直面しようとも突き進んでいく。

　ここにいる私はいつから泣いていたのか？　きっと最初からだろう。初めに〝箱〟を手にしたときから、私は寂さびしい寂しいと泣いていた。泣き虫である本来の私が、音おと無なし彩矢になりきろうという私には邪じや魔まで、海の奥底に沈めたのだ。

　でも、そんな私を呼び戻さないと、〝出来損そこないの幸福〟を壊こわせない。

　闇やみの中をもがいて、泣いている私を捜さがす。泣き声ですぐ近くにいるのが分かるが、その姿は見えない。私は「マリア」と私の名を呼んで、手を広げる。

　指の先に、誰かの感触があった。

「マリアなのか？」

　おそらく手首である部分を摑つかんで、引き寄せる。

　私たちの周りだけ、光の泡あわの中に入ったかのように闇やみから解き放たれる。泣き続けている女の子は、中学生の頃の私の姿をしていた。

「あなたがゼロのマリア？」

　それは私が置き去りにしていた、過去の私。寂さびしさに泣いている私。弱く頼りない私。誰にも愛されないと信じている私。

　ゼロのマリアは顔を上げて、私を不ふ思し議ぎそうに見る。

（私が見えるようになったの？）

　その言葉に意表を突かれる。

　でも、そうか……私はずっと、彼女のことが見えなかったのだ。

「うん。見えるよ」

（これからは私と一いつ緒しよにいてくれるの？）

「ずっと一緒にいるよ」

　私は、ゼロのマリアの手を取る。

「もうあなたから逃げたりしない。過去から逃げたりしない」

　目を覗のぞき込んで、優しく微笑ほほえみかける。

「だから、戻ってきて」

　だけどゼロのマリアは迷いを見せた。他でもない私が、散々虐しいたげてきたのだから当然だ。

（……約束をしてほしいの）

「聞くよ」

（悲しいときには泣いて。うれしいときには喜んで。腹が立ったときには怒って。楽しいときには笑って。つらいときには無理せず甘えて。他人よりも自分をまず大事にして。憎しみは誰にも抱かないで。自分に誇りを持って生きて）

　それはどれ一つ私ができなかったことだ。

　でも不思議と、次の約束を交かわすだけで全部守れる自信が持てる。

「人を愛したら貫つらぬいて」

「うん。大丈夫だ。守るよ」

（本当？）

　頷うなずく。その約束を守ることに、何一つ不安なものはない。

（なら、戻るね！）

　ゼロのマリアは、泣くのをやめた。笑ってくれた。

　そして、私の身体からだの中に、ゼロのマリアは入ってくる。

「う、あ…………」

　すべての真実を理解した後でも、気持ちよくはなかった。血液をすべて逆流させられたような気分の悪さに襲おそわれた。私はもう強くない。きっと強がりさえもできない。私の中に戻ってきたのは、何も持っていない、弱い私だ。

　すべての過去が私に入ってくる。悲しいことばかりの現実が私に襲いかかってくる。逃げるのはやめても、私は世界が嫌きらいだ。私を何度も苦しめて追い込んだ、優しさの欠片かけらもない世界だ。

　つらくて、報むくわれなくて、いじわるで、気まぐれで、理り不ふ尽じんで、怖こわくて──

　だけど、

　それでも、

　私はもう、一人じゃない。

「そうだろう、一かず輝き」




　だから私は、音おと無なし麻ま理り亜あに戻れる。





[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]






　海の底から抜け出した私は、目を覚ます。

　私が以前住んでいた、マンションの一室にいた。

　もう部屋には〝Ｏ〟はいない。その代わりに、私の手には、透とう明めいな美しい、しかし脆もろそうな立方体の〝箱〟がある。

　そして、部屋にいるのは私一人ではなかった。

「ああ──」

　その姿を見て、また涙なみだを流してしまう。涙は次々と流れて、止まりそうもない。情けないけれど、これが本来の、剝むき出しの私だ。

「ああ──一輝」

　私は部屋にへたり込んでいた一輝を抱き締しめる。しかし一輝は反応しない。空うつろな目でぼうっと一点を見つめているだけだ。

　一輝は暴力的な繰り返しの時間の中ですべてを失った。絶対的な孤独は、知性も記憶も奪うばい、一輝を物言わぬ肉体に変えてしまった。過か酷こくすぎた〝箱〟の中で、魂たましいの形さえ変わってしまった一輝が、元に戻ることはないだろう。

　相変わらず現実は酷ひどいことばかりしてくる。私に試練ばかり与えてくる。

　けれどもう、〝箱〟に頼ったりしない。

　涙を流しながら、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作って、一かず輝きに話しかける。

「なあ……こんなやり取りを憶おぼえているか？〝拒絶する教室〟の中で私が一度心折れたとき、一輝は私に跪ひざまずいて、『お迎えに上がりましたマリア姫』などと言って、手を差し伸べたな。すべてを裏うら切ぎり、敵に回して、助けに来たと言ったな。あのときからずっと、一輝の行動は一貫していたんだ。ずっと私を救済していたんだ。強くなったつもりの私は、実際のところは海の底に囚とらわれていた。そして、そんな果てしなく深い海の底までも、お前は助けに来た。本当にすべてを裏切り、敵に回しても、私のところまで下りてきた。自分がこれほどまでに傷付き、ボロボロになっても構わずに」

　透とう明めいの〝箱〟を床に置き、一輝の手を優しく握にぎる。一輝の指がわずかに動くが、ただ握られたことで動物的反応をしただけだろう。

「許して欲しい。そこまでしてくれた一輝にできることが、私には一つしかない」

　一輝の腕に触れる。

「ずっと、一生、一輝の側にいること」

　一輝の反応はない。

「今回ばかりは諦あきらめない。いつまでもお前が戻ってくるのを待つ。一輝が私を待っていたときよりは、ずっと簡単だろう？　……いや、違うな。待つ待たないではない。私たちは離れられない宿命なのだ。私はずっと一輝の側にいるし、そうすることしかできない」

　微笑ほほえみかける。

「それが私たちの絶対的な日常なんだ」

　けれど涙なみだが、一輝の手のひらにこぼれ落ちてしまう。

　だって、やっぱり一輝は、虚こ空くうを見るだけで私を見ないのだ。

「そうすれば解決するはずだろう？　日常に解決できない絶望はないって、お前が言ったのだものな。そうだろう？」

　声がどうしても震ふるえてしまう。

「私はお前の言葉を信じる。音おと無なし彩あ矢やさえも倒した、お前を信じる」

　一輝は帰ってくる。

　でも、あまりに途と方ほうもなくて、絶望してしまいそうなのも本当の気持ちだ。




「私が誰だか分かるか？」

「私の言葉が分かるか？」

「私のことが見えているか？」

「私が触れているのが分かるか？」

「自分のことをちゃんと憶おぼえているか？」




　すべての言葉に反応はない。

　暗あん澹たんとなりそうな気持ちはやはりある。

　けれど私は笑顔を作る。ちゃんと希望を見出せる。

「大丈夫だ。忘れているなら、私はお前の名前を呼び続けるよ。お前が私を見つけ出し、私のことを『マリア』と呼んでくれたように、私は一かず輝きの名前を呼び続けるよ」

　呼ぶ。

「一輝」

　涙声で呼ぶ。

「一輝」

　愛いとおしく呼ぶ。

「一輝」

　明るい声で呼ぶ。

「一輝」

「一輝」

「一輝」

　それから私は、一輝の名前を呼び続けた。

　気が付くと日が暮れていた。一輝はその間、ずっと座っていたわけではなく、立ち上がって歩いたり、無言で私の顔や身体からだに触れたりした。しかしそこに思考らしい思考はない。けれど不ふ思し議ぎと壁を叩たたくことはしなかった。

「一輝」

　今日だけで何千回その名前を呼んだだろう。でも、ちっとも私は苦痛じゃなかった。一輝の名前を口にするだけで、私は幸せだった。

　一輝は不意にしゃがみ込む。どうやら透とう明めいな〝箱〟に気付いたようだ。一輝は〝箱〟を手に取り眺ながめているように見える。その間、完全に動きを止めている。

「……一輝、どうした？」

　一輝は〝出来損そこないの幸福〟を、傷きず跡あとのある右手で握にぎり締しめた。そこにはまだ〝箱〟を壊こわす、〝空ろの箱〟の力が宿っている。

　だから透明で脆もろそうな〝箱〟は簡単に壊れた。

〝出来損ないの幸福〟は完全に破は壊かいされた。

　それでようやく一輝の、〝空ろの箱〟の力も失われる。

　すべてが終わった。私たちの世界に、〝箱〟は二度と関わってくることはないだろう。一輝は最後まで自分を貫つらぬき、敵を根こん絶ぜつしたのだ。

　一かず輝きは〝箱〟に勝利した。




　一輝は、視線を私に向けた。その目には光はない。瞳ひとみに私を映してはいない。意志はまだない。自分が何者かもきっと分かっていない。

　けれど一輝は、私から視線を逸そらさない。

　どうしてだろう？　私は、一輝が何を言うのか分かった。奇き跡せきを起こすのだと分かった。




「─────マリア」




　きっと散々言い慣れた名前が、口を突いて出ただけだ。そうに決まっている。

　期待してはいけない。

　これ以上喜んではいけない。

　なんて心で言い聞かせても無理だ。私は、歓喜のあまり嗚咽おえつを漏もらしてしまう。

　でも仕方ないだろう？

　もう私は強い音おと無なし彩あ矢やではなく、泣き虫な音無麻ま理り亜あなのだから。
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　──願い事はあるかい？
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　私の初めての恋は、たぶんあの人が現れたときに終わっていた。

　いくら諦あきらめないと意気込んでも……ああもう分かってる！　あの人と星ほし野のくんとの間には、私では作れない絶対的な何かがある。好きな人のことだ。それぐらいは分かるよ。




　桜のピンク色がこれでもかっていうほど自己主張しているよく晴れた日だ。私はリハビリセンターの広大な敷地の中にあるアーチェリー場で、今日も弓を引いている。

　事故の前に比べたら、すっかり筋肉質になった私の腕だけど、それでもまだ筋力不足で、弓を引くだけで大変だ。放つだけで精せい一いつ杯ぱいだから狙ねらいを定める以前の問題で、やっぱり矢は的まとから外はずれる。

　小さく溜ため息いきを吐つく。元々運動神経の悪い私だ、正直アーチェリーの才能はないと思う。どうやらパラリンピックに出られるなんて将来はなさそうだ。……なんてことを話すと、ＰＴの涼りよう子こ先生に怒られてしまうだろうな。金メダルを取った高たか梨なしさんも最初はあんたより下へ手ただったとか、車いすテニスで優勝した後ご藤とうさんは自殺未み遂すいから立ち直ったとか、もうその話は耳にたこができそう。もっと心から真剣に！　本気で抱いた夢に不可能はない！　諦あきらめるな、熱くなれよ！　ああもう、あの人は無駄に熱い。そして厳しい。もっと歩けない私に優しくして欲しい。

　この巨大な病院では、私が特別扱あつかいされることもほとんどない。それもそうだ。私と同じ車いすの患者がここには溢あふれかえっているのだ。むしろ涼子先生は、私を憐あわれむどころか、私の若さに本気で嫉しつ妬としている節がある。ちょっとおかしいんじゃないかと思う。

「霞ちゃーん！」

　呼ばれて顔を上げる。

　テニスをしている石いし崎ざきさんが、私に気付いて、うれしそうに手を振っている。

　私は、ちょっとだけ苦にが笑わらいを浮かべて、手を振り返す。そういう表情は控ひかえようと思っているが、うまくいかない。でも、私に告白してきた相手にどういう対応をするのが正解なんだろうか？




　私は雑念を振り払いたくなって、また弓を引いた。

　この身体からだになったときに、自分を受け入れてくれるような男性は、そうそういないだろうな……そう考えていた。たぶん、私と同じ境遇になれば、誰だってそう思うだろう。けれど、少なくともここで私は──自分で言うなって感じだけど──モテモテだ。同じ障しよう碍がい者しやから口く説どかれるのは、立場が近いからと理解もできるのだが、健常者の方からも口説かれる。学生の頃よりよっぽど口説かれている。

　なんでこんな（物理的に）めんどくさい女を……とずっと考えているのだけど、最近はちょっとだけ分かってきた。人を支える実感が欲しい人が世の中にはいっぱいいるんだ。私と結婚すれば、少なくとも私を支えるという人生のやりがいと意味が生まれる。そのことに安心できるから、私を求める。

　そういう酔すい狂きような、世話好きな人に支えてもらった方が、幸せになれるかもしれない。でも、なんていうか私はまだ、そういう人たちの好意をどう受け止めるべきか分からない。私自身が好きなんじゃなくて、障碍者の私が好きなんじゃないか？　障碍者である私がまるで天使のような存在で、健常者とは違う美しさを持っていると幻げん想そうを抱いているんじゃないか？　弱く、従うことしかできない相手と付き合いたいだけなんじゃないか？　そんな風に考えてしまう私は、性格が悪いのかもしれない。

　でも、やっぱりこう考えてしまうのだ。

　──少なくとも星ほし野のくんだったら、下半身の動かない私も、そうでもない私も、同じように付き合ってくれる。

　そんなことを考えていたら、矢はさっぱり的まとに当たらなかった。




　私たちの間で大きな事件があった。それは、私の事故よりも遥はるかに大きい出来事だった。

　それなのに、具体的に何があったのかはよく分からない。不ふ可か思し議ぎな、あり得ない事件だ。

　断片的には憶おぼえている。私がかつてどこかの世界で星野くんに迷めい惑わくを掛けはっきりと振られたこと。宮みや崎ざきくんが起こした事件。一年生の神かみ内うち昂こう大だいさんの謎なぞの死。大おお嶺みねくんが起こしたらしい犬人間騒動。そして──星野くんが自分の中に閉じこもってしまったこと。

　でも大切なところが欠けている。その事件たちは繫つながっているはずなのに、記憶がフィルム毎ごとに解体されてしまっているみたいに、うまく結びつかない。まるで事件そのものを神様に隠いん蔽ぺいされてしまったかのようだ。

　他にも違和感はあった。元々星野くんの友達で、私たちは高校から仲良くなった、柳やなぎ奈な々なさんと、生き島じま統とう司じくん。特に何もおかしなところはないはずなのに、二人が自然に溶け込んでいることに、やけに違和感があるのだ。二人と仲良くなっていった過程の記憶はある。彼氏がいるくせに、星野くんに色目を使う奈々さんにイライラしたこともある。でも、どこかその記憶には実感がなくて、浮いている。つじつま合わせに無む理り矢や理り継つぎ足たされたみたいに。

　たぶん私は──私たちは、致命的に『何か』を忘れている。

　しかしその正体が分からなくとも、確実なことがある。

　私が戻りたかった教室。

　そこに星ほし野のくんがいないこと。

　私は元々、施設が整っている巨大リハビリセンターに行くことを、医師に強く勧すすめられていた。反対を押し切って初めの病院に留とどまっていたのは、星野くんがいる学校に戻りたかったからだ。だけど星野くんは学校にもういない。必然的に私が残る動機もなくなった。

　私は慣れ親しんだ街を去った。

　でも、その前に、付けなければいけないけじめがあった。




　リハビリセンターに移ることが決まった次の日、私は音おと無なしさんを病院に呼び出した。私は看護師さんに頼み込んで、病院の屋上で二人きりにしてもらった。感情を荒らげる自分が想像できたから、病室で話したくはなかったのだ。

　秋の冷たい風が私を骨まで冷やす。遠くの山の紅葉が見事で、それをバックにした音無麻ま理り亜あは、まるで一枚の絵画のようだ。いや、彼女だったら別に、紅葉を背にしなくても十分に絵になるか。

　腰こしほどまであった長い髪をセミロングに切った彼女は、以前に比べれば神秘性が失われ、わずかだけど親しみ易やすい雰ふん囲い気きになっていた。それはたぶん、髪を切ったからだけではないだろう。

　そんなきれいな彼女を改めて見て、こう思う。

　──やっぱり私は、音無さんのことが好きになれない。

　私の中に確信がある。この人が現れなければ、私は星野くんと両想いになることができた。星野くんがああなってしまったのもこの人のせいだ。逆に私があの日常の中に戻れていたら、音無さんは学校に戻らなかった。星野くんも変わらずにいられた。

　私が星野くんを親しげに『カズキくん』なんて、呼んでいる日々があったに違いない。

　全部、この人のせい。

　日常が狂ったのは、全部、音無麻理亜のせいなのだ。

「私は、ここを離れて、大きなリハビリセンターに行くよ」

　この人のせいで私は、こうやって星野くんの前から、去るしかない。

　音無さんはそれを聞いて、表情を変えずに「そうか」とだけ言った。しばらくしてこう付け足した。「一かず輝きにも伝えておく」。

　名前を出されたことで、一いつ瞬しゆんにして、感情が高ぶった。どんな気持ちで、どんな決意で、あなたにこのことを伝えなければいけなかったか！　私の中にある無念とか、怒りとか、その他諸もろ々もろの負の感情を全部ぶつけたい。今まで吐はいたこともないような口汚い単語で罵ののしりたい。星ほし野のくんたちを壊こわした責任を追及して、謝罪させたい。頰ほおを思い切りぶってやりたい。

　私は怒りを込めるように、拳こぶしを握にぎり締しめる。

　強く、強く拳を握り締める。

　そして私は、言おうと決めていた言葉を、吐き出す。




「星野くんをよろしくお願いします」




　唇くちびるを嚙かんで、深々と礼をする。

　ああ、嫌いやだ。本当に嫌だ。

　でも、憎にく々にくしい相手に、私はそうすると決めていたのだ。

「私が星野くんを支えてあげたい。側にいて支えてあげたいよ。……でも、分かってる。私はまだ、たくさんの人に支えてもらって、ようやく人並みにできる立場だ。一人じゃ何もできない人間だ。そんな弱い私じゃ……星野くんの負担にしかなれない……！」

　顔を上げられない。

　悔くやしくて、悲しくて、認めたくなくて、涙なみだが溢あふれ出て止まらない。

「こんな身体からだでも私は──星野くんを、振り向かせる自信があったよ」

「ああ」

　噓うそだ。本当は二人の間に、私が割り込めないものがあることを分かっている。私が健常者だったとしても勝ち目はない。音無さんもそれを分かって、私の強がりを聞いている。

「私は星野くんのことが大好き。星野くんが喋しやべれないままだって構わない。私はずっと、星野くんのことを好きでいられる」

「ああ」

「こんな恋はもう二度とできない。それだけ大切なの」

「……ああ」

「星野くんだって、私のことを想ってくれてる。そうだよ……あなたになんて負けてない！　……負けてないの。絶対に負けてなんてないの！」

　また唇を嚙み締める。

「…………だけど、だけど……!!」

　星野くんが必要なのは──

「私じゃないんだ！」

　私、茂も木ぎ霞かすみではなく、彼女なんだ。

　音おと無なし麻ま理り亜あなんだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　堪こらえていたのに、結局私は大声で泣き喚わめいてしまった。

　音おと無なしさんはそんな私に、何もしなかった。抱ほう擁ようしたり、涙を拭ふいたりしようともしなかった。私が泣き静まるのを、ただじっと立ち尽くして見ていた。

「茂も木ぎ」

　泣き静まった私に、音無さんは強い口調で言った。

「一かず輝きは必ず、日常の中に戻ってくる」

　赤くなった目を、音無さんへと向けた。

「お前が一輝を想ってくれていることが、一輝に必ずいい影響を及ぼす。お前の気持ちが、日常に戻る一いつ端たんになる。それは必然的な未来だ。だから先に言っておく」

　音無麻ま理り亜あは、深々と頭を下げる。

「一輝を想ってくれて、ありがとう」

　私はそれを見て、なんていうか、感情が急速に収まってしまった。思わず笑ってしまうほどだ。

「敵かなわないなあ」

　そう敵わない。

　だって、音無さんは、あの状態の星野くんを見て、日常に戻ってくると確信しているのだ。私は星野くんが元に戻らなくても好きだと言った。それは本心で、だからこそ問題なのだ。

　だってそれは、星野くんはもう戻ってこないと、どこかで思ってしまっているってことだ。

　しかし音無麻理亜に迷いはない。戻ってくることを信じて待ち続けられる。

　だから星野くんの側にいるべきなのは、彼女なんだ。

　私の胸が、すっと軽くなったのが分かった。言いようもない開放感がある。私はそのことに驚いて、そしてがっかりした。いつの間にか、私を一度救ってくれたはずの恋が、こんなにも重たくなっていたんだ。この恋を背負うことを、しんどいと感じてしまっていたんだ。

「ああ──」

　私の恋は終わったんだ。




　──私はまた、誰かを好きになれるだろうか？

　──私は、誰かの心の支えになることはできるだろうか？

　──私の居場所を見つけられるだろうか？




　感傷に浸ひたっていた私の頭の上に、桜の花びらが数枚振りかけられた。

　驚いて振り返る。

「よ、アイドル」

　その呼び名に脱力して、構えていた弓も下ろしてしまう。

　化け粧しようっ気のない日焼けした顔が、白衣と壊かい滅めつ的に似合わないＰＴ。

「……そのあだ名、やめてくださいよ、涼りよう子こ先生」

　涼子先生は私の嫌いやがる顔を見て、ニヤニヤと笑みを浮かべている。

「いやいや、もうアイドルと言う他ないって」

「なんでですか……」

「またあんたにマスコミ取材が来たからよ。しかもあれだ。超有名な24時間テレビのやつだ。もちろん喜んで出るよな？」

　それにしても、相変わらず声が大きい。

「……嫌ですよ、断ことわってくださいよ」

「またー？　……ねえ、あたしの本音言っていい？」

「……どうぞ」

「あんたはテレビに出るべき！」

　指を突き付けられる。

「あんたがテレビに映ることで、多くの人が心動かされるのは間違いないんだよ。あんたの笑顔にはそれだけの魅み力りよくがあるんだよ。障しよう碍がい者しやのくせに、ちっとも可哀かわい想そうに見えないなんて貴重だよ。あんた一人の存在が、障碍者のイメージを大きく変える！　あんたの露ろ出しゆつが増えれば、理解者も絶対に増える！　それが分かってるから、マスコミはこぞってあんたに集まるんだ。なんなら歌って踊って握手会して選抜総選挙一位になれ！　そうなりゃ革命だよ革命！　患者も私たちＰＴも理解者が増えて大助かりだ。それはあんたしかできないことだよ。あんたの使命だよ！」

「……耳タコです」

「ん？　なんだって？」

「何度もその言葉を聞いたって言ってるんです。何が本音ですか、いつもと同じじゃないですかもう！」

　だけど涼子先生は、本気で私の可能性を信じているのだ。

「…………だから──」

　ありがとうございます。

　照れくさくて、感謝の言葉は口には出せなかった。

　涼子先生の言葉は大げさだと思うし、そんなにうまくいくわけないと思う。

　でも、こんな風になってしまった私が、世間で役立てるチャンスがある、それだけで私には驚きで、希望だ。この人生は、ただ誰かの手を借りるだけのものとは限らないのだ。

　私はできないことが増えてしまったけれど、それはどうしようもない事実だけれど、私にしかできないこともあるのかもしれない。それは私がアイドルになるとか大げさなことではなくて、もっとささやかなことだとは思うけれど、あるのかもしれない。

「……そのうち、もうちょっと余裕ができたら、考えます」

　でも、今はまだ、自分のことで精せい一いつ杯ぱいだ。

「ふうん、ちょっとはその気は出てきたみたいね。じゃあテレビ局への返事は保留しておくかな」

「うう……だからまだ、無理ですって……」

　涼りよう子こ先生のことだ。はっきりと否定しないと、無む理り矢や理り押し切られて、いつの間にか出演が決まってしまいそう。

「本気でまだ困るんです！」

「ほう？　例えばどんなことが？」

「ええと、ほら……テレビを見て、私を口く説どいてくる人が増えても困るし……」

　と、やばい。これは失言だった。

　涼子先生をちらりと見ると、やっぱりこめかみの辺あたりがピクピクと動いている。

「本気で困ってるのがマジむかつくわ。言っとくけど十代じゃなくなったら、一気に口説いてくる奴は減るからな！　日本の男はみんなロリコンだ！」

「ええと……涼子先生がタイプの人もいますよ」

「上から目線だし、ちっとも心がこもってないし」

　いや、まあ……涼子先生みたいなタイプは、異性には……。

「その目、絶対に失礼なことを考えているな。生意気な。はいはい、よく分かりました！　今日のリハビリはうんときついのにする！」

「やめてください！　大人おとなげないですよ、涼子先生！」

「アイドルは弱音を吐はかない」

「吐きますよ！　Twitterの裏うらアカウントで弱音とファンの悪口を吐きまくりです！」

「やけに具体的だな……。ところで、自分がアイドルだと認めたな」

「認めてません！」




　さてさて。

　星ほし野のくん。今の私は、こんな感じです。まあまあ元気にやっています。

　あなたの隣となりには今も、音おと無なしさんがいると思います。私は実際には見ていないけれど、音無さんは生徒会長の就しゆう任にん挨あい拶さつのとき、とんでもないことを宣言したらしいですね。

　私はその日を、少し楽しみに、でもまだ大部分はヤキモチを抱いて、待っています。

　音無さんが宣言した、約束の日まであと約一年半。

　そのときまでに、私も少しは大人おとなになりたい。自立して、誰かを支えられるぐらい強くなりたい。その姿をあなたに見せたい。

　それが今の私の、ささやかな『願い』です。
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　趣味を持ちたいな。

　受験に合格し、無事東とう大だい生せいになった私が、最初に思ったことでした。大学ではサークルに入ろう、そう決意し、見学した中で、一番興味を持ったのが写真サークルでした。部室に展示されてあった、青空の中で子供が笑っている写真が、とても素す敵てきだったんです。世界中にはきっと、そういうきれいなものがたくさんあって、私はそれを見つけられるようになりたい。私が美しいと感じたものを、美しいまま残したい。そんなことを思ったんです。

　私は合格祝いに、ちょっと高い一眼レフカメラを親に買ってもらい、写真サークルに入部しました。部員は、予想外に男性ばかりでしたが、みんなすごく優しいです。私がこういう写真が撮とりたいと説明すると、その撮り方を懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれます。そのために必要な高いレンズを貸してくれたりします。私が持っているのはデジカメなのに、なぜかみんなやけに暗室で一いつ緒しよに作業したがりますが、とにかく初心者の私に至れり尽くせりです。

　それと、大学に入ってから、ちょっと恥ずかしい事実に気付きました。私は女の子らしいひらひらとした服が好きだったのですが、どうも女子大生の中ではその格かつ好こうは少し浮いているようです。でも、みんなと同じ服装にするのも個性がないし、茶髪にゆるくパーマを掛けるのもどうもしっくり来ないです。私は今まで通り黒髪ロング、前髪パッツンで押し通したいと思っているし、絶対にスカートがいいし、リボンも好きだし、最近はニーソックスがお気に入りです。

　そんな私は今、こう呼ばれています。

『オタサーの姫ひめ』




「泣きたいです」




　大学近くのスターバックスで、私は泣きつきます。

「……まあまあ、別にいいじゃんオタサーの姫でも。一応姫なんだし」

　アイスコーヒーの氷をガリガリ嚙かんで、フォローになっていないファローをするのは、同じく東大生の親友の新しん藤どう色いろ葉はです。

　その瞳ひとみには、わずかに陰かげりが見えます。かつてしていた、獲え物ものを目の前にした蛇へびのようなギラギラした目はしていません。誰かさんにいたぶられた傷は塞ふさがってるとは言えず、あれから一年ほど経たった今も心しん療りよう内ない科かに通院しています。本人は『人生の休養中』と言っています。走り続けていた彼女には、どっちにしろそのうち休養は必要だったことかもしれない、そんな風にも感じます。

　けれど私はあまり心配していません。そもそもその休養中に、最難関と言われる東大理Ⅲを現役で合格し、医学部に入部するような、スケールの違う化ばけ物ものです。他の受験生の立場がありません。

「ていうか悠ゆう里り、あたしが合流するときも、男に囲まれてたよね？」

「それがサークルのみんなだよ。私を一人にしたら危ないからって、送ってくれて」

「夜ならまだしも、今真っ昼間じゃんか……。そんなんじゃ、姫ひめと呼ばれてもしょうがないんじゃない？」

　でも、別に私が頼んだわけじゃない……。断ことわるとなんか変な雰ふん囲い気きになることはもう学んでいるし……。

「違うの。私が泣きたいのは、『オタサーの姫』って呼ばれてることじゃないんだよー。最初抵抗があったのは確かだけど、もう慣れたし」

「つーことは、何か他にも悩みが？」

「うん。実はサークルの先せん輩ぱいに告白されたの。他の女子には人気のある先輩なんだけど、私は意識したことなくて……」

「あらら。なら当然、告白を断ったわけか。まあどんな相手でも、好意を無む下げにするのは心苦しいわな。それが泣きたい理由？」

「いえ付き合いました」

「付き合ったのかよ！」

　机をバンと叩たたいて、立ち上がる色葉。他のお客さんの注目を当然浴びてしまいます。ちょっとオーバーリアクションすぎませんか？　恥ずかしいです。

「その、言い訳だけ聞いて。私もその……あの人のこと、忘れられたら忘れたいし……。別の人と付き合ってみたら忘れられるかなって、そう思って……」

「……ああ」

　色葉は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をします。自分を追い込み、だけど正しい方向に引き戻してくれたカズキさんのことを、色葉はまだ割り切れていません。感情をどう処理していいのか分かっていないのです。

「でも、付き合ってもあの人のことは忘れられなかったし、先せん輩ぱいのことも好きにはなれなかったの。結果、二週間でお別れすることに……ごめんなさい……」

「うーん、悠里の気持ちは分からなくもないけど、相手はやりきれないよね。当然悠里が悪いし、罪悪感に苛さいなまれるか。ま、確かにそれは泣きたいかもね」

「あ、そこじゃなくて」

「そこじゃないのかよ！」

　バン──！

　また机を叩たたいて立ち上がる色いろ葉は。恥ずかしい……店員さんも見てる。

「それだけで話は収おさまらなかったの。実は数少ない女子部員が、その先せん輩ぱいのこと好きだったらしいの……。私はその子に避けられるようになっちゃった。それはそうだよね。自分が好きな相手と交際して、すぐに別れた私のことが面おも白しろいはずないものね」

「うーん、まあそうだね」

「でもサークルで数少ない同性の部員だし、なんとか関係を修復しようと思って」

「どうやって？」

「その子に恋人ができれば、私への気持ちは収まるかなって。その子に、先輩以外でも憧あこがれている人がいることは知っていたの。その人とくっつけば万事解決するかなって、そう考えたんだ。だからその人との間を取り持つことにしたの」

「ふむ……。あんまり好きじゃないやり方だけど、悠ゆう里りのことはどうでもよくなるかもね」

「うん。それでね、意図的に二人きりにさせたり、デートに誘さそうよう導いたり、色々としたの。それで、女の子の方は、私の気持ちを察してくれて、少しずつ私を許す雰ふん囲い気きになっていたのだけど……」

「何か問題が？」

「うん。その、男性の方に怒られたんだ。なんで、無む理り矢や理りくっつけようとするんだ、ふざけるな、って怒ど鳴なられて。恐かった……」

「どうしてそいつが怒るのさ？」

「その人、私が好きだったらしくて……」

「最悪だ！　……まあでも、悠里はそんなこと知らなかったんだろうから、仕方ない、か」

「いえ、その人の気持ちは知っていました」

「知ってたのかよ！」

　バン──！

　また机を叩く。もうテラスにいるお客さんにも見られてるよ……。

「いえその……ごめんなさい。でもね、私からしたら、先輩とのこともあるし、付き合うなんてあり得なかったから、そういう配慮が頭になかったんだ。……って、そんなのその人には関係ないよね……あたし酷ひどいよね……」

「うーん。付き合うことが頭にないから、ちょっとだけ擁よう護ごできるかなあ。いや……悠里が悪いのは間違いないけどさ」

「そうだね……それは分かってる。でね、それをきっかけにその人は、私に交際を迫ってきたの。私は今は誰とも付き合えないと伝えて宥なだめようとしたのだけど……その人は元々自分の思い通りにことが進まないと気が済まない人で……。私が付き合えない事情を伝えれば伝えるだけ、怒り狂ってしまって。それである日ついに──」

「う、うん……」

「──襲おそわれたんです」

　私の告白に、色いろ葉はは目を丸くする。

「襲われたって……その、言葉通りの意味？」

「うん。……あ、大丈夫だよ！　叫さけんだらすぐ近くに人がいて、私は無事だったから！　清いままの私だよ！」

「悠ゆう里りが清いかどうかは置いといて」

　酷ひどい！　私、正しよう真しん正しよう銘めい処しよ女じよなのに！

「自じ業ごう自じ得とくの面もあるとはいえ、そんな目に遭あっていいわけない。うん、怖こわい思いをしたね。それは泣いてもいい」

「いえ、そこじゃなくて……」

「そこですらないのかよ！　むしろもうお前泣けよ！」

　なんで！

「とにかく聞いて！　でね、その私を襲った教授なん──」

「教授！」

　悠里はまた机を叩たたいて、立ち上がる。

「教授！　おいこら聞いてない！　教授！　……教授!!」

　机をバンバン叩く。

「い、色葉、大きな音を出すのやめて……」

　店中の人が私たちを見てる。恥ずかしい……。

「ええと……ほら、掲けい示じ板ばんを見なかった？　懲ちよう戒かい処分を受けた教授がいたでしょ？　ニュースにもなったはずだよ」

「あれは悠里のせいだったのか！」

「わ、私のせいじゃないないよ。私は被害者だよ」

「いやまあ、そりゃそうだけど……」

　色葉は大きく溜ため息いきを吐ついて、椅い子すに座る。もうアイスコーヒーというより、氷が溶けた水になったそれをすする。

「で？」

　あ、色葉すごい疲れてる。

「だから相手が教授で、懲戒処分も受けちゃうほどの大おお事ごとになっちゃったでしょ？　当然噂うわさは広がっちゃうよね。私は教授を惑まどわしたビッチで、しかもサークルの男たちを手玉に取って、貢みつがせまくっている悪女ってことに一部でなっているの。酷ひどいよ。事実無む根こんだよ」

「無根ってことはないけど」

「じ、事実無根だもん。でね……結局、サークル内はギスギスしたままだし、例の女子には絶交宣言されて、サークルも辞やめちゃうし、かといって責任を取ってサークルを辞めようとするとサークルメンバーに止められるし、私はもうどうしたら……」

「オタサーの姫ひめっていうより、典型的なサークルクラッシャーだね」

　冷たく言い放たれる。

「でももう分かったよ。そんな状況になれば、泣きたくもなるわな」

「…………」

「まさか、違うの？」

「……あの引かないでね」

「と言われても。もう現時点でかなり引いてるわけですが」

「そんなあ！」

「当たり前でしょ！　……はあ、で、結局、あんたは何に泣きたいわけよ」

「あの……おかげですっかり私は影響力を持ってしまったわけです。やろうとすれば、サークルどころか、学校を辞めさせることもできそうな人が何人もいるんです」

「……それが？」

　私は意を決して言います。

「快感なの」

「は？」

「だからその、この状況が、他人の運命が掌てのひらに載のっていることが、快感なの。ちょっと噓うそを吐ついたり、惑まどわせたりすれば、東とう大だいに入れるまでのエリートたちを簡単に握にぎり潰つぶせるの。実際にやっちゃったらどうなっちゃうのかなって、想像するとゾクゾクしちゃうの。興奮するの」

　私は頭を抱かかえる。

「そんな自分の性格に泣きたいんです！」

　色いろ葉はにコップを投げつけられました。仕方ないですね。てへっ！




　色葉と別れると、私は一眼レフカメラを抱えて、大きな公園へやってきました。夕日に染まる公園の姿をカメラに収めるためです。夏の公園は草の匂においが濃くて、ニイニイゼミの鳴き声が空気を揺ゆるがしているように見えます。

　大学生になって一人暮らしを始めて、原付バイクを乗り回すようになった私に見える風景は、高校生のときと比べて格段と広がりました。

　そうして自分というものが、少しずつ分かってきた気がしています。

　高校生の頃の私は、ただ漠ばく然ぜんと、闇やみ雲くもに勉強し、トップを目指していました。でも敵かなわない相手はいくらでもいて、越えられない壁を実感しては絶望していました。敵わない代表格である色葉に、いつも敗北感を抱いて、嫉しつ妬として、自分を見失っていました。

　色葉は本質的に革命家です。現状に常時満足できません。自分と世界を、先へ先へ進ませようとします。東とう大だい医学部に入ったのも、まずは医学的アプローチから世界を変える、そんな常人にはわけの分からない理由です。本気で世界を背負う覚かく悟ごがあるし、能力もあるのです。

　今なら分かります。そんな相手に、ただ漠然と勉強していただけの私が勝てるわけはなかったのです。色いろ葉はは一度挫ざ折せつして今は静かですが、必ず休養を終えて復活し、革命のために動き出すでしょう。

　私は色葉とは決定的に違います。そんな風になれないし、なりたくありません。世界のことなんて真剣には考えられません。私と、せいぜい私の身内が幸せならそれでいいのです。そんな私では、色葉にはいつまでも敵わないのです。

　でも、それでいいんだって思えるようになりました。

　私は、色葉とは違う欲求がある。サークルクラッシャーにランクアップ（ダウン？）したおかげで、その正体も分かってきました。

　私は、自分の意い図と通りに、他人を動かしたいのです。

　他人を操あやつり人形にしたいのです。

　ええ、歪ゆがんだ欲望ですとも。少なくとも美しいとは思いません。けれどどうやら私は他人を操作する能力が高いようだし、その能力は社会に必要とされるものです。

　ある広告代理店が昔に提唱した、戦略十じつ訓くんというものがあります。




１．もっと使わせろ

２．捨てさせろ

３．無駄使いさせろ

４．季節を忘れさせろ

５．贈り物をさせろ

６．組み合わせで買わせろ

７．きっかけを投じろ

８．流行遅れにさせろ

９．気安く買わせろ

10．混乱をつくり出せ




　それを見たとき、これだ、そう思いました。

　私の欲望を解放し、能力を発揮すれば、結果的に経済を回すことができ、社会に貢こう献けんできる。私が求められる場所がある。

　私の本質は煽せん動どう者しやだ。

　私は、私の仕組んだ滑こつ稽けいなダンスで、大衆が踊るところを見たい。

　道が見えた私は、ずいぶんと生きるのが楽になりました。無駄な体力と気力を使わずに、真っ直ぐ前に進めています。私は、広告代理店、あるいはマスコミに就職するために、努力を始めています。

　私が煽せん動どう者しやとして優秀ならば、例えば色いろ葉はの革命に、パートナーとして付き合うこともできるでしょう。そのとき私は色葉と対等になれます。世界を変える一員にもなれます。そのとき私はもう、色葉に劣れつ等とう感を抱いてはいないでしょう。

　だけど──

「別に、そこまですごくならなくても、いいんです」

　たった一人を、私を愛し続けてくれるよう扇動する。そうして幸せな家庭を築く。それだけでも全然構わないのです。

「カズキさん……」

　一生で一度だけ本気で恋した相手とは、それは無理になってしまったけれど。

「はぁ……」

　溜ため息いきを吐つきながらも、私は口こう角かくを上げてしまっています。

　カズキさんは徹てつ頭とう徹てつ尾び、音おと無なし麻ま理り亜あさんのものです。

　でもなぜか、私はそれを望んでいたような気がするのです。私の恋は、報むくわれない方が正しい気がするのです。

　音無さんのある宣言。

　私たちが卒業した後宣言したその内容を、初めて聞いたときは大声で笑ってしまいました。　カズキさん、とんでもない人に捕つかまっちゃって、かわいそうに。

　でも、今のカズキさんには、そのパワーが必要なんだよね。

「あ」

　空が夕日によって、いい色に染まり出しました。池に夕焼けが反射した光景はお目当てのものです。私はカップルが漕こいでいるボートを画面のメインに据すえることに決め、写真を撮とります。何回か画角を変え、露ろ出しゆつを変えると、気に入った写真を撮とることができました。

「うん」

　こんな私でも、きれいな写真を撮れる。

　これからも、きれいなものを見つけられる。




　音無さんが宣言した、約束の日まであと二年ちょっと。

　そのときまでに、夢までの距離を今より縮めておきたい。私が私のままでいいって、強く信じられるようになりたい。

　……できれば、カズキさんよりも素す敵てきな相手を見つけられたらいいな！

　そうですね。それが私の『願い』です。
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　その瞬しゆん間かんまで、俺の心は暗黒に包まれていた。

　プロ野球選手になる夢を諦あきらめて、桐きり野の心ここ音ねと大おお嶺みね醍だい哉やを見守ることに決め、高校を選んだ俺に待ち受けていたのは、考え得る限り最悪の結果だった。ダイヤンは暴ぼう走そうし、刺されてしまった。キリが負った大きな傷は、一生治なおることはないだろう。ホッシーは、俺たちと会話することさえできない。大切な人たちは、みんな俺の前からはいなくなってしまった。

　俺の日常は完かん膚ぷなきまでに壊こわされてしまった。

　そんな日々に俺の思考は閉じられた。世界は靄もやが掛かって、手て応ごたえのないものになった。なんとか学校には通うものの、意味のある行為はできなかった。虫のように、生きるために自動的に動いているだけだ。気付けば、一ひと言ことも口を利きかずに家に帰っていることもあった。

　その間に、新しん藤どう色いろ葉はさんたちの学年が卒業し、ダイヤンに続いてキリが退学し、ホッシーの親が休学届を出し、霞かすみは転校した。俺は一人きりで三年生になった。この間の記憶は曖あい昧まいで、あまり憶おぼえていない。

　けれど、そんな暗黒を音おと無なし麻ま理り亜あは、言葉だけで変えてくれた。




　みんながいなくなってから約九ヶ月──三年になってからの７月15日。音無麻理亜は選挙によって、生徒会長に選出された。

　生徒会役員引ひき継つぎ式が行われることになり、全校生徒が体育館に集められた。いつもの集会とは違い、生徒たちは皆あくびなどせず集中し、壇だん上じようを見ていた。

　見ているのはもちろん、さして注目度のない、俺らの代の生徒会長ではない。

　次期生徒会長、音無麻理亜だ。

　音無麻理亜は、時とき折おり俺の様子を伺うかがいに教室に来ることはあったが、俺は関わらずに無視した。彼女が悪いわけではないと思ってはいても、どうしてももう一度彼女と親しくする気にはならなかった。

　たぶん俺は、異物である彼女が日常を壊こわしたのだと、どこか無意識に感じていたのだ。

　壇だん上じように立つ音無麻理亜は、以前ほどの神秘性はなくなったように見える。だが、圧倒的な獲かく得とく票で生徒会長に当選したことからも、カリスマ性は健在だ。だからこそ今も、これだけの注目を集めている。新入生代表挨あい拶さつ後、モーゼが海を割るように生徒たちを割って、ホッシーに詰め寄った出来事も、誰も忘れてはいないだろう。

　状況はあのときに似ていた。だから、また何かしでかすのでは？　そういう空気が生徒の間に自然と流れていた。

　音おと無なし麻ま理り亜あは生徒会長就しゆう任にんの挨あい拶さつを始めた。抑よく揚ようのはっきりとした、聞き取りやすい声だ。内容も、心を揺ゆさぶるにふさわしいスピーチだった。

　この学校に異様な空気が流れているのは、俺だけでなく皆が肌で感じていた。それは殺人事件や犬人間騒動などの事件が立て続いたせいもあるが、それだけでなく、もっと重大な出来事が身近で起こったような気がしているからだ。そして、それをなぜか忘れてしまっているような違和感があるからだ。

　俺らは一度何かに支配され、解放された。

　根こん拠きよがないためにうまく言葉には出せない。しかしそれは呪のろいのように、生徒たちを縛しばり付けている。息苦しいほどの閉へい塞そく感かんがある。押し潰つぶされるような倦けん怠たい感がある。それについて話すと、必ず雰ふん囲い気きが悪くなってしまうので、いつの間にかその感覚を語ること自体が禁きん忌きになってしまっていた。

　しかし、音無麻理亜はスピーチで禁忌に触れた。その感覚を的確に言葉にして、説明した。そして、生徒たちにその感覚から解放されるための解決策を提示した。それは具体的でもあるし、観念的でもあった。

　だが間違いなく、生徒たちが求めている言葉だった。

　生徒たちは息を吞のんで、緊張感を持ってスピーチを聞いていた。一ひと言こと一言を逃のがさないように、集中していた。

　なるほど。大した女だ。

　しかし俺は──それでもみんなは帰ってこない──どうしてもその考えが先に立った。だからその素晴らしいスピーチも、頭に留とどまるほどではなかった。

「──学校生活が再び、充実したものになるよう、頑がん張ばらせていただきます。新生徒会長、音無麻理亜」

　それで終わりだと思い、拍はく手しゆが起こり始めた。しかし、音無麻理亜は、手のひらを突き出し、拍手を止めた。

「最後に、私事だが宣言させてもらう」

　音無麻理亜は口調と、表情を変える。




「星ほし野の一かず輝きが二十歳になったときに、私たちは結婚する」




「……は？」

　あまりに唐とう突とつで、関係のない発言に、俺は思わず声を上げた。他の生徒──だけでなく、先生たちもその場にいる全員が、一いち様ように啞あ然ぜんとしている。

「結婚し、幸せになる。誰よりも」

　けれど、その内容とは対称的に、音おと無なし麻ま理り亜あは涙を流し始めた。

　生徒たちのほとんど全員が、ホッシーが今どんな状態かを知っていた。音無麻理亜と交際していて、彼女が毎日世話していることも知っていた。

「他でもない私自身の幸せのために！」

　彼女は感極まって、思わず涙してしまったのか？

　違う。そんな風に自分に酔っている発言ではない。それは、あの苦く渋じゆうに満ちた表情から分かる。

　ならこれは──

　俺は、直感的に分かった。

　これは──謝罪だ。

　音無麻理亜は、なぜかこの学校に漂ただよう空気に、責任を感じているのだ。

　だから必死に謝あやまっている。必死に罪つみ滅ほろぼしをしようとしている。

　なんとなくだが俺は感じている。ホッシーはおそらく、この空気を作った元げん凶きように、最も取り込まれてしまった人間だ。他の誰よりも日常に戻すのが難しい。結婚し、幸せになるには、当然ホッシーを元に戻さなければならない。

　つまりこの宣言は、最も日常を取り戻すのが難しい人間さえも、日常に取り返してやるという戦いの宣言だ。

　達成したら、この空気感なんて取り払える。俺たちすべての救いになる。

　だから音無麻理亜はやる。

　それが最善の罪滅ぼしだと考えているから。

　ほとんどの人は、その発言の真意を細部までくみ取れたりしないだろう。けれど、感じ取ることはできる。音無麻理亜の声と表情だけで、この一見利己的な宣言が、みんなに力強くこう宣言しているのだと感じ取れる。




　──日常は必ず戻ってくる。




　音無麻理亜が拳こぶしを強く握にぎり締しめながら、涙なみだを拭ふき取ることもないまま頭を下げると、体育館は割れんばかりの拍はく手しゆに包まれた。

　その瞬しゆん間かんだ。

　拍手の音と共に、俺に掛かっていた靄もやが、面おも白しろいように晴れていった。胸が一気に熱くなり、その熱は凍こおり付いていた俺の心臓を再び動かした。

　ドクン。ドクン。そんな心臓の音を、俺は久しぶりに聞いた気がする。

　ああ、そうか……。

　音無麻理亜が謝罪したように、俺もまた、誰かに赦ゆるして欲しかったのだ。結局みんなに何もできず無力だった俺を、俺自身が赦ゆるせずにいたのだ。それが俺の心に闇やみを覆おおわせる、一番の要因だったのだ。

　だから見つけなければいけない。俺なりの贖しよく罪ざいの方法を。そうして俺自身を赦せるようにならなくては、前に進めない。

　分かったのなら俺は、そのやり方をこれから探さがす。




　音おと無なし麻ま理り亜あは、学校に蔓まん延えんしていた閉へい塞そく感を取っ払っていったが、それでも俺の在学中にみんなが戻ってくることはなかった。俺は一人のままだったが、しかし以前みたいに死んだように生活することはなかった。

　贖罪の答えが出ない俺は、取り憑つかれたように、何事も全力を尽くして生活した。空回りでもなんでもいいから、一生懸けん命めいに日々を過ごした。副産物として奇き蹟せき的なことに、高校三年の夏の最後の大会で、弱小校レベルのうちの野球部を地方大会準優勝にエースとして導くことができた。

　俺は卒業し、大学生となった。入学したのは、名門早わ稲せ田だ大学。俺の学力では逆さまになっても行けない学校だったが、野球部のセレクションに奇蹟的に受かって推すい薦せんをもらったのだ。それも必死に勝ち取った準優勝の実績のおかげだろう。

　けれど受かったはいいが、早そう大だい野球部では、俺は明らかな劣れつ等とう生せいだった。名門で鳴らした部員たちとは体力から違い、練習さえまともについていけない。監かん督とくに、暗にマネージャーになるよう促うながされているレベルだ。順当なら、俺は公式戦で一回もグラウンドに立つことのないまま、四年間を終えるだろう。

　しかしそんなことはいいのだ。

　もし結果がまるで出なかったにしても、大学四年間を野球に捧ささげると決めていた。

「臼うす井い、手投げになってるぞ。もっと下半身を使え！」

　ブルペンで投げ込んでいると、宮みや代しろコーチが声を掛けてきてくれた。ユニフォームを着ていなければコーチとはとても思えない、競馬場にでもいそうな奔ほん放ぽうな雰ふん囲い気きの人だ。そして、ここでは唯ゆい一いつ、俺に期待を掛けてくれている人でもある。

「……コーチ、聞きたいことがあるんすけど、いいですか？」

「あん？　なんだ？」

「どうしてセレクションで俺を推おしたんですか？　落ちた中に、俺よりいい球を投げている人、いっぱいいましたよ」

「誰からお前を推したことを聞いた？　……いや、それはいいか。お前を受からせた理由ね。落ちこぼれの自分を慰なぐさめたいだけなら言わんぞ」

「いや、どこが俺の強みだと思ってくれたのか、知っておきたいだけです。そこを伸ばせるなら伸ばしたいんで」

「ふーん。……そういうことなら、答えてもいいか」

　宮みや代しろコーチは頭を搔かいて言う。

「ま、一つは身体からだが全然できてないのに、それなりの球を投げていたことだな。俺はそれを伸びしろがあると判断した」

「身体ができてないおかげで練習にもついていけませんがね」

「自じ虐ぎやく的だな。って、全然落ち込んだ目はしてねえが。……はん、もう一つはそれだよ。その目」

「目？　やる気に溢あふれてますか？」

「いや、溢れてねえし。溢れてたにしても、やる気があるだけの奴はいくらでもいる。成功する奴が大たい抵てい持ってる、野心的なところも見えねえ。ついでに言うと、野球にそこまでこだわりがあるようにも見えねえ。糞くそだな」

「糞って……」

「だが──」

　自分の無ぶ精しよう髭ひげをさすりながら言う。

「絶望を知っている目だ」

　俺は押し黙だまる。

「だからいちいち小さいことでへこまねえ。試合でうろたえねえ。セレクションでもそうだったろ？　隣となりに自分よりいい球を投げている奴がいたってのに、焦あせりもしねえ」

　確かに俺は、他人の実力に興味がなくなった。気にしたところで自分が変わるわけでもないからだ。結局やることは、自分の力を出し尽くすことだけだ。

「俺は一人、似た目をした奴を知っている。そいつは甲こう子し園えんで肩を完全にぶっ壊こわして、投手生命を絶たれた男だ。野球を辞やめるつもりだったようだが、自殺でもしそうな勢いだったんでな、俺が無む理り矢や理り野球部に入れた。そいつは毎日ぶっ倒れるまで練習し、試合になると、冗談みたいに打った。あまりにも打つもんだから『どうしてそんな打てるんだ』って聞いたんだ。そいつはなんて言ったと思う？」

　宮代コーチは片かた頰ほおを上げる。

「打てなくても、死ぬわけじゃないから、どうでもいい」

　溜ため息いきを吐つく。

「どう思う？　俺にはよく分からねえ。だけど、なんとなくだがよう、お前は分かるんじゃねえか？」

「……その人は今、どうしているんですか？」

「今、年ねん俸ぽう何億だったかな？」

　なるほど。宮代コーチはその人に重ねて、俺を評価しているのだ。言い換かえれば、俺自身の能力を評価しているわけじゃない。

　でも、それでも俺は、自分に失望しない。

　俺はかがんで、ボールを手に取った。

「その人に才能があっただけの話ですね」

「そうだな。俺は、もしかしたらお前には何かがあるかもしれねえ、そう思っただけだ。実際お前に才能があるかどうかなんて知らん。がっかりしたか？」

　グローブの中で、ボールの縫ぬい目に指を掛ける。

「……コーチ。俺は一人だけ、一生勝てないと思った奴がいるんすよ」

「ほう？　お前が言うなら相当だな。だってお前、吉よし野のにさえ負けると思ってねえだろ」

　吉野。プロ入り確実なのを蹴けって、敢あえて早そう大だい野球部で大学野球をすることを選んだピッチャーだ。

「プロに行った奴か？　名前は？」

　俺は答える。

「大おお嶺みね醍だい哉や」

「……聞いたことねえなあ」

「でしょうね。でも、俺はあいつをずっと目指しているんです」

　呼吸を整え、腕を振りかぶる。上げた左脚を踏み降ろし、スパイクを地面に強く叩たたきつける。イメージは、その力が身体からだの中を一直線に横切っていき、踏み込んだ足から最も遠くにある右手の指に強く力を伝えるイメージ。すると全身の筋肉が脈みやく動どうする。あとは自然に任まかせるだけ。身体は勝手に反応し、腕を強く振れる。

　パアンと小こ気き味みよい音が、ブルペンに響いた。

「お、スピンの掛かったいい球じゃねえか！　それだよそれ！」




　音おと無なし麻ま理り亜あの宣言から、必死に生きてきた。そうすることで自分の何が変わるかも分からず、ただ闇やみ雲くもに走ってきた。

　その成果を俺は最近感じているのだ。ようやく、自分に何が足りなかったのか分かってきた気がするのだ。

　どうして俺は、誰も救うことができなかったのか？

　──それは『覚かく悟ご』が足りなかったからだ。

　俺はいつでも、物事の中心には突っ込んでいかなかった。いつも当事者にならないようにしていた。ダイヤンとキリのことも、必要以上に干かん渉しようしなかった。それが、自分や他人を傷付けない、正しい距離だと信じていた。その距離を誤ってしまえば、何もかも壊こわしてしまうのではないかと思い込んでいた。

　いや、事実、その可能性もあっただろう。

　でも、それでいいのだ。俺は全部、ぶっ壊してもよかった。

　大おお嶺みね醍だい哉やから、桐きり野の心ここ音ねを奪うばってもよかった。

　それぐらい腹を括くくらなければ、襲おそいかかる運命を変える事なんてできないのだ。そのことにここまで気付けなかったことが、俺の罪だ。

　大嶺醍哉。俺が目指しているそいつは、いつでも覚悟ができていた。自分の幸せを無む下げにして動いたことは、正しかったとはいえない。けれど、それだけの覚かく悟ごができる、大嶺醍哉のその在ありようは、見習うべきものだ。

　俺は、醍哉に初めて会ったときから、ずっとあいつを超えられない。

『打てなくても、死ぬわけじゃない』

　どこぞのスラッガーの言葉はよく分かる。すべてを賭かけて、夢に立ち向かって破れたくらいじゃ死にはしないし、絶望もしない。俺たちはもっと大きな絶望を知っている。だから何事にも怯ひるまずに、勇気を持って立ち向かえる。他の奴らが怯えて賭けられないコインの額を、俺たちは平然とベットできる。

　ダイヤン。俺はようやくお前に肩を並べられる方法を知ったよ。

　でも、お前のように自分を犠ぎ牲せいにしない。自分なりの覚悟の仕方を見つける。

　その答えが分かったそのとき、俺は何もできなかった自分を、初めて赦ゆるせるのだ。

　音おと無なし麻ま理り亜あが宣言した日まで、あと一年と少し。

　そのときまでに、俺は必ず覚悟の仕方を見つける。

　その瞬しゆん間かんきっと、俺の『願い』は叶かなっている。
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　自分で付けた腹部の傷で入院しているあたしの前に醍哉が現れたのは、学校に退学届を出したあとだった。ピアスを外はずし、髪を黒く染めた醍哉は、ベッドの上にいるあたしを見ると、柔和な笑みを浮かべて、あたしの頰ほおを撫なでた。

　無む邪じや気きに恋愛をしていたあの頃に戻ったようだ──とは、やっぱり思えなかった。だって、醍哉もあたしも、あの頃のように純粋じゃない。

　あたしの頰に置いた醍哉の手を、あたしは両手で大切に抱かかえる。ああ……この感触、忘れたくない。

　醍哉の手を離すと、醍哉も私の頰から手を離す。

　あたしはそれで、悟さとってしまう。

「醍哉はまたあたしの前から消えるのね」

　醍哉は目を丸くして、そして苦笑した。

「やっぱり心ここ音ねには、お見通しか」

「今度はどこに行くつもりなの？」

　醍だい哉やは曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

「分からない」

「分からないって……」

「大切なものはもう分かっているんだ。僕ができることは、心音の側にいること、それだけだ。それは散々カズに思い知らされた」

「じゃあ、そうしてよ……」

　醍哉は小さく首を振る。

「……心音なら分かるはずだ。僕は罪を犯おかしすぎた。多くの人を惑まどわせ、未来を壊こわした。その罪を償つぐなわなければ、僕は心音の側にいられないんだ。でも、どうすれば罪を償えるか、その方法は分からない。だから僕は、彷徨さまようしかない」

　醍哉は静かに目を伏ふせる。

「僕はどうやって責任を取るか考え続ける。答えは一年経たっても、十年経っても、あるいは一生かかっても見つからないかもしれない。仮に見つかったとしても、僕は罪を背負い続けて、苦しみ続けるのは間違いない」

「醍哉……」

「でも、これだけは言える」

　醍哉はそうして、あたしにキスをした。




「僕は、心音の元に戻ってくる」




　唇が離れると、あたしの目から自然と涙が流れた。

「絶対だよ」

「ああ」

「絶対、帰ってきてよ」

「ああ」

　醍哉はあたしの涙を、指で拭ぬぐう。

「僕はもう、そこだけは間違えない」




　そう言ったんだ。

　そう約束したんだ。

　なのに、次に醍哉に会ったとき、醍哉は病院のベッドの上で、たくさんの医療機器に繫つながれていた。

　かつて醍だい哉やの信者だった中学生に背中を刺され（その女子はすぐに逮たい捕ほされた）、醍哉は瀕ひん死しの重傷を負った。一命こそ取り止めたが、大量出血の影響は脳にまで影響を及ぼし、醍哉の意識を奪うばった。

　首の気管を切開され、人工呼吸器を取り付けている醍哉に意識はなかった。心電図の音に、シュコーシュコーという呼吸器の音。鼻には管くだが突っ込まれていた。

　あたしはその姿を見て、衝しよう動どう的に泣いた。胸が上下していても、時とき折おり目を開いてまばたきしても、それは人間から逸いつ脱だつしたものにしか思えなかった。醍哉の形をした別の生き物にしか思えなかった。

　一ヶ月が経たっても、意識は回復しなかった。

　醍哉の両親は、あたしや苅かり野の実み柚ゆ紀きの過去の事件もあり、醍哉と揉もめて勘かん当どう状態だったのだが、ほぼ毎日顔を出した。他にもたくさんの人が訪れた。ハルや霞かすみたち、クラスメイト。音おと無なし麻ま理り亜あ。柳やなぎ悠ゆう里りに、新しん藤どう色いろ葉は。苅野実柚紀本人。北海道の牧場で働いていたらしい、浅あさ海み莉り子こまで来てくれた。醍哉を刺した中学生とは違い、常識人に戻った元信者も来た。けれど、誰が訪れても醍哉の状態は変わらず、なんの反応もなかった。

　家族や醍哉の両親に止められたが、あたしは学校を辞やめた。毎日醍哉の側にいて、看病するためだ。あたしは、あたしが近くにいて声を聞かせることこそが、醍哉の意識を回復させる一番の薬だと信じていた。

　けれど、どんなに側そばにいて言葉を聞かせても、醍哉は変わらなかった。毎日見ていれば多少の変化はある。命の面おも影かげを見せるときがある。でも、それは面影であって、実体ではない。重要なところは変わらない。人間を逸脱したまま変わらない。

　そして、時間が経てば経つほど、回復する見込みは減っていく。

『もう目覚めないのではないか？』という不安は、日に日に大きくなっていく。不安はまるで腹ぺこの怪かい獣じゆうのようで、あたしの希望をバクバク食べていく。

　だんだん何も感じなくなっていく。

　そうしていつの間にか、あたしは表情を失っていた。




　それからまた一ヶ月経って11月になると、あたしは自分で自覚するほどに憔しよう悴すいしていた。醍哉の担当医に、心しん療りよう内ない科かに行くよう勧すすめられているくらいだ。

　醍哉の涙なみだをガーゼで拭ふく。感情で流れたものではなく、ただの生物としての反応として溢あふれた涙だ。その作業中、あたしはふとあることを思った。

　──もしかして、これが醍哉の言っていた贖しよく罪ざい？

　醍哉はこうなることで自みずから罰を与えた？　これで罪を清算した？

　だとしたら、勝手すぎる。

　あたしのことを無視しすぎている。

　自分の腹部を押さえる。そこには一生残るであろう刺し傷がある。醍だい哉やを救う手段だと信じて、ナイフを刺した箇所だ。

『あたしは死んでもいいから醍哉に幸せな未来を』

　あのとき、心の底からそう思った。今だって思っている。あたしはいつだって、醍哉のためなら命を捧ささげられる。

　醍哉は確かに罪深かったのかもしれない。罰を背負わなければいけないのかもしれない。でもその罪は、醍哉一人が背負わなきゃいけないものなの？　あたしや、周りの人たちが少しずつ引き受けることはできないの？　どんなことをしても、もう赦ゆるされることはないの？

　そうなのだろうか？　だから醍哉のこの結果があるのだろうか？

　ああ……そうだ。世界はいつだって、あたしたちに残ざん酷こくだった。そんなの思い知っているじゃないか。あたしの背中に、そのことは刻きざまれているじゃないか。

　だったら──

「もういい」

　こんな世界、あたしたちから見み限かぎってやる。

　醍哉に繫つながっている機械を外はずすだけで、醍哉の肉体は活動を終える。それをしよう。そうして次のステージに行こう。もしかして醍哉の魂たましいは、とっくに天国に行っていて、あたしを待っているのかもしれない。

　だったら、さっさと実行しよう！

　あたしは醍哉の鼻に突っ込まれている管くだを摑つかむ。

　これを引き抜くだけだ。それだけで終わりだ。誰もあたしを責めたりしないだろう。いや、誰にも赦されなくても、あたしは醍哉の後を追うだけだ。

　……醍哉、寂さびしかったよね。ごめんね。今すぐ行くからね。

「う、う…………」

　しかし力はどうしても入らない。

　あたしは管から手を離す。

　だって、いくら人間から逸いつ脱だつしていても、これは醍哉の形をしている。わずかにでも目覚める可能性があるなら、あたしが終えることなんてできない。どんなに目覚める可能性が絶望的でもできない。

　ああ、分かってる。あたしはきっと、結果を先さき延のばしにしているだけ。それが分かっていても、あたしは何もできない。

　なんて無力だ。

　なんて行き止まりだ。

　あたしは醍哉の細くなった身体からだの上で泣き崩くずれた。




　それから二ヶ月経たって年が明けても、醍だい哉やの意識が戻る様子はなかった。呼吸を自力ですることはあった。けれどそれは、意識の回復とはあまり関係ないらしい。醍哉の担当医は、初めから意識が回復することに悲観的なところはあったが、時間が経つにつれその態度があけすけになっていった。醍哉の両親は、醍哉が元に戻ることを信じているけれど、同時に諦あきらめも垣かい間ま見えてきた。「もう楽にしてあげようか？」などと、あたしに聞いてくるようになった。

　おかしな話だ。それじゃあまるで、あたし一人のわがままで、醍哉の肉体を無む理り矢や理り生き長らえさせているみたいだ。

　あたしはきっと誰よりも、醍哉の肉体の解放を望んでいるのに。

『醍哉のためなら、なんでもできる』

　前に醍哉に言ったその言葉は噓うそじゃない。

　けれど、どうしても心中はできなかった。醍哉の命を、この手で終えることが正しいか分からない。いや、仮に正しいと断じられても、あたしにはできやしないだろう。

　だけど気付いた。

　あたしには、醍哉の肉体を終えることはできない。

　でも、あたし自身の命なら、終えられる。

　きっと天国で醍哉が待っている。万が一あの世にいなかったら、それは醍哉が生き延びているってことだから問題ない。

　こんなナイスアイディア、なんで今までひらめかなかったんだろう！




　あたしは次の日、ナイフを持ち込んだ。

　前みたいに腹部ではなくて、首の動脈を切って、あたしは醍哉の元へ駆かけつける。そう決めていた。

　すっかり自分の死のことで頭がいっぱいになって忘れていたが、今日は音おと無なし麻ま理り亜あが、見舞いに来る日だった。

　音無麻理亜は、最善の処置をし、救急車を呼び、醍哉の肉体をこちらにかろうじて引き留めた張本人だ。本人はそのことを忘れてしまっていたが、はっきりと記録が残っている。

　そのことを感謝はしている。でも私はなぜか、前のように彼女に親しくできなかった。

　音無麻理亜は持ち込んだオルゴールを、醍哉の耳元で鳴らした。オルゴールの音で意識が回復した例があるそうだ。でも、無駄に決まってる。これに反応するくらいなら、あたしの声にとっくに反応してくれる。

　音無麻理亜には早く帰って欲しい。

　帰ったら、あたしは死ぬから。

「…………桐きり野の」

　音無麻理亜は、いきなりあたしを抱き締しめた。

「え？」

　あたしが酷ひどく落ち込んでいるように見えたのだろうか？

　……いや、違う。彼女は抱き締しめたわけじゃなかった。あたしの懐ふところに手を突っ込んでいた。

「あ……」

　ナイフを抜き取られた。革かわのカバーに包まれたそれを見て、彼女は大きく嘆たん息そくした。

「私が来てから、ずっと挙きよ動どう不ふ審しんで、懐を気にしていたから何かあると思ったが……。これで何をするつもり──いや、いい。あらかた想像は付く」

　あたしはその見み透すかしたような態度に、一いつ瞬しゆんで頭に血が上のぼった。

　──あたしの苦しみを分かったように！

「返して！」

　叫さけぶ。

「返して返して返して！」

　ヒステリックに叫ぶ。

　大声を上げてしまってせいで、看護師さんたちが集まってきてしまう。それでもあたしは冷静になれず、音おと無なし麻ま理り亜あに飛びかかった。

　けれど無駄だった。音無麻理亜は背中に回り込み、関節を極きめて、難なくあたしの身動きを封ふうじてしまう。

「やめて離して！　離してよ！　ナイフを返して！」

　激情は抑おさえられず涙が溢あふれる。

「あたしは！　あたしは死んで、醍だい哉やのところに行くしか！」

「くそ……なぜお前らはそうなんだ！」

「何がよ！」

「お前と大おお嶺みねの覚かく悟ごは尊敬する。しかし、自分を大切にせず、犠ぎ牲せいにしてしまうことを厭いとわない姿勢は、確実に間違っている。それでは意味がない。それではお互いが不幸になるだけだ。なぜならお前が誰よりも大嶺の幸せを願っているように、大嶺もお前の幸せを願っているからだ。お前だって、逆の立場でつらい思いをしてきたはずだ。それなのに、なぜまだそのことが分からない！」

　その迫力に思わず怯ひるむが、しかし反論する。

「自己犠牲が酷ひどいのはお互い様でしょ！　今だって、カズくんのために、全部を捧ささげてるじゃない！」

「以前の私が自己犠牲の塊かたまりだったことは認めよう。だが今は違う。私は、私の幸せのために、一輝の側にいる。私は一輝に必要とされていて、私がいなければ一輝も幸せにはなれない。私はもう、自分自身を犠牲にはしていないし、できない」

　音無麻理亜はあたしを放した。けれどあたしは、まだ彼女を睨にらみ付ける。

「かつて私自身もそうだったから分かる。どうして自分を犠ぎ牲せいにしてでも、動いてしまうのか？　その間違いの原因はどこか？」

　冷たく言い放つ。

「弱いからだ。現実を受け止めきれないからだ」

「う、受け止められなくても仕方ないじゃない！　醍だい哉やが──愛している人が植物状態になっている現実を、誰が受け止められるっていうの！　醍哉はあたしのすべてなの！　あたしは、すべてをこの世界に奪うばわれたの。それなのに何ができるっていうの!?」

　叫さけぶ。

「あたしは何をすればいいの!?」

　その問いには答えられないと思った。答えようのない問いだと思った。

　しかし音おと無なし麻ま理り亜あは、あっさりと答えるのだ。

「大おお嶺みねが回復することを信じろ」

　唇くちびるを嚙かみしめる。

　気軽に言ってくれる！

「信じられるわけない！　あたしは知ってる。この世界がどれだけ残ざん酷こくかを知ってる。この世界はどれだけたくさんあたしたちから奪っていった？　それを知ってるのにどうして、そんな奇き蹟せきを信じられるっていうの！」

「世界を信じろなどとは言っていない。私だって、世界がなんの祈りも聞き届けてくれないことを知っている」

「ほら！　ならきれい事は──」




「だが、一輝のことは信じている」




「な、何を──」

「一かず輝きが私を放っておくわけがないと知っている。だから、一輝が日常に戻ってくることを、心から信じられる」

「……ど、どうして……そんなの、信じられるの……？」

　そうだ。音無麻理亜はあたしと同じような立場だ。音無麻理亜も、あたしと同じように絶望してもおかしくないのだ。

　それなのに、その瞳ひとみは、まるで希望を失っていない。

　どうして？　彼女とあたしとの差はどこ？

「お前は思えないのか？」

　──ああ、そんなの決まってる。

「大嶺が、お前をそのままにしておくはずがないと、思えないのか？」

　愛する人を信じていることだ。




『僕は、心ここ音ねの元に戻ってくる』




　そうだ。

　醍だい哉やはそう約束してくれた。

　それなのにあたしは、ちっともその言葉を信じなかった。それどころか、醍哉が何よりも大切にしているあたしを殺そうとした。

　それは醍哉への、どれだけの裏うら切ぎりだろう？

「あ、あたしは──」

　でもやっぱり、絶対に醍哉が回復するんだと楽観的にはなれない。あたしへの気持ちだけで、醍哉が戻ってくるとは信じられない。

「……ねえ、醍哉、あたしはどうしたら──え？」

　醍哉が泣いていた。声を上げず、さめざめと泣き続けていた。

　ただの生物としての反応？　……いや、そんなわけない。こんなタイミングよく涙を流し続けるわけがない。

「……ああ」

　そう、あたしの声は届いていたのだ。そしてあたしの行動で、醍哉をあたしが傷付けているのだ。

　醍哉はあたしの自殺願望を知って、けれど何もできない。あたしを苦しめている自分を責めることしかできない。それはどれだけもどかしく、過酷だろうか？

　なのにあたしは気持ちを分かってやれず、醍哉の目の前で、醍哉の大切なものを奪うばうところだった。

　それがどれだけ酷ひどい暴力か、自覚もせず。

　あたしがいなくなったら、醍哉はきっと、ギリギリこの世に繫つなぎ止めている心を完全に閉ざすだろう。目覚めることはないだろう。

　ようやく実感できた。




「醍哉にはあたしが必要なんだ」

　あたしに醍哉が必要なように。




「ごめんなさい」

　そんな簡単なことにも気付かないで。

「ごめんなさい……！」




　あたしは醍だい哉やの身体からだを摑つかんで、大声で泣いた。

　その間、音おと無なし麻ま理り亜あは、黙だまって見守ってくれた。ただ静かにオルゴールのネジを巻いて、優しい音楽を流した。




　それからさらに半年経たち、７月になった。

　音無麻理亜は生徒会長になり、カズくんとの結婚宣言をしたらしい。

　他のみんなには分からないかもしれないが、あたしには分かる。彼女は強い女性だ。カズくんを信じ続けられる。しかしそれでも消しよう耗もうはするのだ。口を開かないカズくんと毎日向かい合い続けて、心が削けずられているのだ。

　だからその宣言で、自分を奮ふるい立たせている。

「醍だい哉や」

　あたしは醍哉の背中を撫なでて、名前を呼ぶ。もちろん返事はない。

　あたしはもう自殺しようだなんて思わない。醍哉のことを信じている。けれどくじけそうになる日もある。強い音無麻理亜だって消しよう耗もうしているのだから、あたしみたいな弱い人間じゃ当たり前だ。

　あたしは音無麻理亜が持ち込んだオルゴールを鳴らす。

　最近ではその音に励はげまされているのは、むしろあたしの方だ。

「ふぅ……」

　小さく息を吐はく。

　音無麻理亜に思い知らされても、あたしはまだ、運命への不信感を拭ぬぐい去れずにいる。

　いつも世界は、あたしたちに厳しいと思い込んでいる。

　でも、少しずつ、少しずつ、あたしは変わるんだ。

　人を信じることで、変わっていくんだ。




　音無麻理亜が宣言した、約束の日まであと二年と少し。

　そのときまでにあたしは、また昔のように、温かい気持ちを取り戻せるようになりたい。

　それがあたしの『願い』だ。




「ねえ醍哉の『願い』も同じでしょ？」

　そう言って、微笑ほほえみかける。

　我ながらその笑みには、一片の暗さもなかったと思う。




　そんなあたしの顔を、醍哉の瞳ひとみが追っていた。

　はっきりと、あたしの顔を覗のぞきき込むようにして見ていた。




「え……？」
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　─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────しこうが復活する。とつぜん。それまではごちゃごちゃと情報だけが頭の中に入り込んで、整理することができず、ただこんとんがあった。ぼくはここにいるのだけど、だけど意識はとおくにあった。動こうかな？と考えても、ぼくのからだはぼくとはべつのもののようで、まったく反応しなかった。そいつは勝手にうごいて、止めることもできないのだ。

　でも、ようやくせいぎょできる。けれどまだ、かんぜんに自由ではない。テレビのリモコンのチャンネルを押して、正しい自分の反応を選ぶ感じだ。別のボタンをまちがえて押してしまうこともある。

　こんとんの中でも、言語はひかくてき早くにおもいだしていた。ぼくに何度も語りかけてくる人がいたからだ。それにともない、知識もよみがえった。でも記憶は、断片でしかなく、とぎれとぎれで心もとなく、自分のものだという実感もない。ジグゾーパズルのように散らばっていて、組み立てられないし、こんご組み立てることができるかも分からない。

　家の中を歩いてみる。るすだ。だれもいない。姉のルーちゃんもいない。そういえば、ルーちゃんはぼくをぼくじゃないと言って、よく泣いている。なるほど。ぼくはこのぼくが、ぼくに関係ないものだと思ってた。ずっとへんな映像を見させられているのだと思っていた。ちがった。ぼくはぼくそのものだ。今分かった。

　キッチンに行く。ぼくは戸と棚だなを開け、市販品のクッキーを食べた。ぼくでないときもぼくは食事もできた。食べるたびに、おいしい？　そういつもお母さんに尋たずねられた気がするけど、それはよく分からなかった。でもからいのが、わ、ってなるのだけは分かった。毎日出てくるごはんっていうのが、なんかぐちゃぐちゃしてて味もあまりしなくてきらいだった。お菓子ばかり食べた。甘いのしかよく分からなかったからだ。お母さんはある日、ふりかけというものをごはんにかけた。すると、とたんに味が感じられて、ぼくはごはんが好きになった。ふりかけはまるで魔ま法ほうだ。

　玄関の前で止まっていると、扉が開いた。自分の部屋からぼくが出ていることがめずらしいからだろう、そのひとはぼくを見て、少し目を大きくしたけど、すぐに微笑ほほえんだ。

　おなじ部屋に住んでいるおんなのひとだ。さわやかないい香りのするおんなのひとで、ぼくはその姿を見るだけうれしくなる。「一かず輝き、帰ったぞ。今日臼うす井いと会ったのだ。ずいぶん筋肉質になっていてびっくりしたよ」うすいがなんのことだか分からなかったけれど、ぼくはうんうん頷うなずいた。そうするとおんなのひとは目をまんまるくした。「……理解の色がある。私の言っていることを分かっている？」またうんうんと頷いた。おんなのひとは顔を真っ赤にさせて、ぼくの家族を呼んでいた。るすだよ？　教えてあげた方がいいのかな？　でも喋しやべろうとしてもできない。頭の中の言葉と、口に出る単語が結びつかない。喋ろうとしてもけっきょく、あうあうとなるだけだった。

　頭の中はまだすっきりしない。ミキサーでかき回されてしまったみたいで中身はぐちゃぐちゃだ。一個ずつもとにもどすのはすごくたいへんだ。

　だけどこんなぼくでも、いちばん、重要な単語はおぼえている。

　マリア。

　それは、このおんなのひとの名前らしい。




　思考が戻ったことで家族はよろこんでいた。マリアも喜んでいた。でもまだぼくは会話ができない。

　それでも家族がいろいろとぼくに話しかけてくれるきかいが増えた。前はマリア以外はつらそうでもあったけど、さいきんはちょっと楽しそうだ。それはぼくもうれしい。

　ぼくは毎日、おなじ部屋にいる。呼ばれないかぎり、ほかの部屋にもいかない。いつからか憶おぼえていないけど、おなじ部屋にマリアも住んでいる。家族じゃないのに一いつ緒しよに住んでいるのはおかしいんじゃないかと思うのだけど、家族のみんなが文句を言わないから家族が正しいんだろう。でも、二段ベッドの上で寝ているマリアの寝息を聞くと、変なドキドキがあって、やっぱりいっしょに住むべきじゃないのでは？って思う。

　マリアたちはよくぼくを外に出そうとする。ぼくが思考できるようになって、さらにそうするようになった。

　でも外は嫌きらいだ。光が強すぎる。色が多すぎる。情報が次々と目の中に入ってきて、頭をいっぱいにして、襲おそいかかってくる。ぼくはわーってなって、かならず頭が痛くなる。むりに外に出そうとするマリアに「わーわー」と泣きわめくと、ようやく部屋にもどしてくれる。そうするとマリアはすごくかなしそうな顔をするのだ。だったらはじめからやらなければいいのに。

　マリアは毎日僕に言う。

「私は一輝と結婚する」

　結婚。その単語は知ってる。家族になることだ。愛し合っているひとがすることだ。だけどよく分からない。一緒に住んでるなら、結婚をするひつようがあるのか？

「でも、無理矢理にはしない。お前がしたいと本気で思ってくれるまではしない」

　これも毎日言っている。

「そして、お前が自分の日常を取り戻せないとしない」

　これもだ。聞き飽あきてる。

　なんか腹がたってきた。マリアの言っている意味はよく分からないけど、マリアはぼくに無茶なことを命令している。これはマリアのわがままだ。

　ぼくがそっぽを向くと、マリアはすごく悲しそうな顔をした。いままでにない悲しそうな顔だった。

　なにかその日は、ずっと胸が痛かった。つらくてつらくて眠れずに、二段ベッドの下で涙がでた。泣いていると、マリアが気付いてベッドから下りてきて、「どうした？」とぼくを抱きしめた。ほっとした。あたたかい。ずっとこうして欲しい。

　ぼくはそれでようやく、ぼくがこんな悲しいのは、マリアがあのすごく悲しそうな顔をしたせいだ、と気づいた。ぼくはマリアのあの顔を、ぜったいに見たくないのだ。マリアが悲しんでいるとぼくも悲しいのだ。

　どうすれば悲しまないでいてくれるだろう？

　たぶん、ぼくがマリアの言うことをぜんぶ聞けばいいんだ。ぜんぶ聞けば、最後にマリアが望む、結婚ができるんだろう。結婚すれば、マリアはずっと笑っていてくれるにちがいない。

　そうぞうするとうれしい気持ちになった。

　だからぼくは、少しぐらいつらいこともがまんしよう。




　ぼくは積極的に外にでるようにした。それをマリアがのぞんでいるからだ。

　ぼくとマリアが歩いていると、たいてい近所の人が寄ってくる。知っている気がするけど、ほとんど話したことのない人たちだ。その人たちは心配しているようなことを言ってくるのだけど、同じ言葉でもマリアや家族のそれとは全然違う。本音じゃない。しかも嫌いやな目でぼくをみている。きっとぼくが裸はだかで踊っていても、おなじような顔をするのだろう。そういうときぼくはイライラしてしまう。がまんできないほどイライラしていると、たいていマリアが僕の顔を見つめてくる。「今日は帰ろうか」とすぐに部屋に戻してくれる。

　知ってる人だけでなく、まったく知らない人も恐い。だいたいの人は無視するか、目を逸そらすかなのだけど、それ以外の人はぼくとマリアを変な目で見つめてくる。それがけっこうなわりあいであっていやな気分になる。しかもマリアたちと違って、なにを考えているか分からない。いきなりぼくやマリアを殺しにかかるかもしれない。想像すると恐くなって、その場から動けなくなってしまう。マリアはそのたび、「大丈夫だよ」と優しく言ってくれる。

　外にある障害は人だけじゃない。当たったら明らかに死ぬ大きなものが、すごいスピードで走り回っているのがすごく恐い。ぼく以外の人はそれを平気にしているけど、不思議でならない。実際にぶつかって、茂も木ぎさんって人が大変なことになったことが、記憶の中にある。知識として、年間で数千人も死んでいることも知っている。それなのにどうしてみんな、平然としていられるんだろう？　車とかバイクとかが近くを通り過ぎると、マリアと繫つないでいる手についつい力が入ってしまう。そういうときだいたいマリアは、手を握にぎり返して、ぼくに微笑ほほえみかけてくれる。

　だけど道路よりもさらに恐いのが電車だ。大きな箱の中におおぜいの他人が乗っている。それこそ身体がくっつき合ってしまうほど。あまりに多すぎる情報にぼくは押し潰される。思考が追いつかない。何十人もの人のことを、いっせいに考えなければならない。この人は忘れているだけでぼくと会ったことがある人だろうか？　ずっと見ているスマホは、そんなにおもしろいものだろうか？　みんなぼくのようにいろんなことを考えているだろう。ひとりひとり人生があるのだろう。そんなことを考えていると、頭がいっぱいになり破裂しそうになる。マリアは、「人のことは気にしなくていいんだよ」と言うが、そんなのできない。情報の取しゆ捨しや選せん択たくがまだぼくはできない。どれが必要な情報か分からない。ぼくはわーって叫びたくなるのをいつもがまんする。でも限界がある。もうむりだ、そう思うと、必ずマリアが次の駅でぼくを降ろしてくれる。そうして背中をさすって、気分を落ちつかせてくれる。

　マリアはぼくが喋しやべれないのに、いつでもぼくがして欲しいことをしてくれる。すごい。もしかしてエスパーってやつじゃないだろうか？




　何日も何日も外に出る訓練をした。外に出ること自体が、ぼくにいい刺激をあたえるのだとマリアは言っていた。実際、ぼくはぼくの制せい御ぎよがうまくなってきた。思考も少しずつまとまってきた。記憶も繫つながったり、蘇よみがえる機会がふえてきたように思う。

　でもマリアの目的は、外を歩かせることだけじゃないようだ。マリアはぼくをどこかに連れていきたがっていた。ぼくはたぶんそこまでたどり着けなくて、途中で引き返すはめになっていた。

　だけどその日は、マリアは喜んでこう言った。

「とうとう着いたぞ」

　そこは病院だった。ぼくも定期的に病院には行くが、そこより全然規模の大きい病院だ。マリアはスマホで誰かに電話を掛かけ始めた。しばらくして、髪の長い女の人があらわれた。

「カズくん！」

　女の人は満面の笑みで、ぼくのことを呼んでいる。知り合いのようだ。……んん？　ぼくはこの人のことをよく知っているように思う。記憶の中の彼女より、だいぶ瘦やせたように見えるけど、ぱっちりとしたこの二重まぶたは間違いない。

　桐きり野の心ここ音ね。

　思い出した途と端たん、ズキリと胸が痛む。たぶんぼくはこの人に酷ひどいことをしたことがあるのだ。

「どうやら桐野のことは分かったようだ。そして申し訳ないと思っているようだ」

「そうなの？　そんなに表情が変わってないのによく分かるね」

「一かず輝きのことは大体分かる」

　マリアはぼくの背中を叩く。

「一かず輝きも怯おびえることはないぞ。まだ思い出せていないようだが、桐きり野のは何度もお見舞いに来ている。そういえば、最近は少し滞とどこおっていたか？」

　そういえば──意識が戻る前に彼女らしき人は部屋に来た。意識が戻ってからも、一度くらいは見たかもしれない。うん、まだ僕の記憶力はまともではないのだな。

　心ここ音ねはかがんで、ぼくの顔を上目遣づかいで覗のぞきこむ。

「ね。申し訳ないと思う必要ないよ。あたしは、カズくんに感謝してるよ」

　感謝？　酷ひどいことをしたはずなのに感謝？

　混乱しているぼくに構わず、心音はぼくの手首を引っぱり、歩きだす。何度も僕を振り返って見る心音の表情は、どうしてかものすごい笑顔だ。

「お前がここまでたどり着けたことに喜んでいるんだ。心からお前の回復を願っていたからな。それに──」

　マリアはある病室の窓を見上げて、言う。

「ここでしか会えない奴もいるしな」

　心音は言った。

「カズくん、醍だい哉やに会っていって！」




　ベッドの上で上半身を起こしている人は知らない人だった。

　けれどその人を心音は、『大おお嶺みね醍哉』だと言った。

　醍哉という人の記憶はある。すごく頭が良くて、銀色の髪にピアスをした人だ。でも、この人は違う。黒髪であり、ピアスがない。でもそんな部分的なところでなくて、根本的に違う。

　そもそもぼくは一いつ瞬しゆんこの人を『人間』かどうか疑ってしまった。ぼくはこんな静かな『人間』を知らない。植物のように大人おとなしいのに、他の人間よりも生き物の気配が生々しい。どんなに思い返してみても、こんな人と仲良くしていた記憶がない。

　彼はゆっくりと首を動かした。

「…………」

　声が小さすぎて、何を言ったが聞き取れない。僕はまだ、彼が何者か分からず怯えている。マリアが背中を押し、彼の口元にぼくの耳を近づけさせる。

「……カズ、久しぶりだな」

　その声はか細く、老人のようだった。

　わずかにぼくの中で、心がざわめくのを感じる。でもまだ、『大嶺醍哉』と彼の姿は一致しない。

「申し訳ないが、大嶺のことをまだ思い出していないようだ」

「そうか。お互い難なん儀ぎなことだ。話には聞いていたが、僕も実際にカズの姿を見て、驚いているよ。まるで生まれ変わってしまったようだ」

「それは適切ではない表現だ。一かず輝きはすぐに元に戻る。日常に帰ってくる」

「そうか。そうだな……」

　彼の表情はほとんど変わらない。まだ顔の筋肉をうごかすことがあまりできないのかもしれない。

「ならこちらも負けるわけにはいかないな。お前が結婚する頃には、式場内くらいは自力で歩けるようになってやる」

　そういって、彼は震ふるえる手を差し出した。血色の悪い、細い手。

　ぼくも反射的に手を出した。そのときにぼくの右手の甲こうにある傷きず跡あとが視界に飛び込んできた。

「────ぁ」

　不意に、強きよう烈れつな感情におそわれた。過去の映像が、頭の中に入り込んでくる。その中では膝ひざを突く醍だい哉やを見下ろし、立ち直れなくなるまで執しつ拗ように攻こう撃げきするぼくがいる。思い出しきれなくても、分かる。




　──彼をこうしたのはぼくだ。




「あ、ああああああああああああああああああ……」

　その場で大声で泣き出してしまう。意味がないと分かっていても、止められない。ぼくはひたすらに泣いて、膝を突いて、頭を床にこすり付けた。

「……音おと無なし。こういうのはよくあることなのか？」

　困こん惑わくした様子で、彼はぼくを見ている。

「いや……こういった反応は初めてだ」

　ぼくは赦ゆるされない。ぼくはぼくの欲望のために、この人を犠ぎ牲せいにしたのだ。いや、彼だけじゃなくて、ぼくは多くの人を犠牲にしたのだ。その証しよう拠こに多くの人を殺した記憶がある。そうして孤独になった記憶がある。

　ぼくのとなりに、大好きな人を置きたいがために、ぼくはそれだけのことをした。

　ああ……ぼくは最大級の、咎とが人びとなのだ。

「どうやら一輝は、自分を責めている。それでこうなってしまっている」

「……なるほど」

　彼はベッドの両手すりに手を掛かけた。歯を食いしばり力を込める。

「お前には揺ゆるぎない信念があった。それは別に僕らのためのものではなく、自分のための信念だっただろう。だからそれを貫つらぬいた自分を責めるのは分かる。でも、お前の信念は、結果的にお前だけでなく僕らを救った。それはきっと偶然ではない。お前の信念とは、突き詰められばそういう性質のものだったんだ」

　そうして彼は立ち上がった。かなり危なっかしいが、二本の脚で立っている。

「だ、醍だい哉や……立てるように……？」

　心ここ音ねが目を潤うるまませている。

　醍哉はそれに微笑ほほえみで返し、ひざまづいている僕の頭に、手を置いた。

「僕はこうやって立ち上がれる。これから何度でも立ち上がれる。それはお前のおかげだ。だから、僕はとっくに、カズを赦ゆるしている」

「あたしも赦しているよ」

　涙を拭ぬぐって、心音がそう微笑む。

　赦す？

　みんなが僕を赦してくれる？

　そんな都つ合ごうのいい言葉を、僕は信じてしまっていいのか？　そんなにみんな、ぼくを甘やかしていいのか？

　顔を上げると、彼は再びまた、僕に手を差し出していた。

　その手は変わらず震ふるえていて、細い手だった。しかし彼の意志は強さは、ぼくを見る瞳ひとみに表れている。

　ぼくは恐る恐る手を差し出し、握あく手しゆをした。その手の感触は、やはりぼくの知っている大おお嶺みね醍哉の手とは違った。

　けれど、ぼくの中で、ようやく彼と『大嶺醍哉』が繫つながった。

　ああ──

　彼は、醍哉だ。

　醍哉がぼくを赦してくれているのだ。




　その日から僕の思考は、すっきりと整理された。頭の中に掛かかっていた靄もやがどんどんと晴れていった。少しずつ取り入れるべき情報が分かってきて、色が多すぎる世界にも慣れてきた。一人で外に出ることも、少し気合いを入れればできるようになっていった。

　それから色んな人に会った。リハビリセンターというやけに広い、車いすの人が多い施設で、茂も木ぎ霞かすみさんと会った。クラスメイトであることしか思い出せなかったが、茂木さんはすごく楽しそうに今の生活を話してくれた。笑顔がかわいくてドキドキしていると、あんなにいつも優しいマリアが僕の頭をはたいた。名門大学の構内で臼うす井い陽はる明あきに会った。記憶の中にある陽明と違って、精せい悍かんになっていて僕は戸と惑まどってしまった。初めて公式戦に出るのだと、気合いが入っていた。東とう京きよう大だい学がくの近くのカフェで、柳やなぎ悠ゆう里りさんに会った。悠里さんは僕の記憶よりフェロモンの量が増えていて、知らない男たちを引き連れていた。悠里さんはマリアが絵になると写真を撮りまくって、マリアの顔を引きつらせた。家近くの公園で、中学時代から同級生の柳奈な々なさんと、生き島じま統とう司じくんに会った。柳さんは僕が元気になったことを喜んで、ほっぺにキスをしてくれた。それを見たマリアは僕が悪いわけじゃないのに、また僕をはたいた。

　みんな例外なく、心からの笑顔を僕に見せたくれた。どうしてだろう？　僕は、みんなに酷ひどいことをしたんじゃないのかな？　それなのに、どうしてみんなは優しくしてくれるんだろう？　喋しやべれない、変わってしまった僕に。

　でも確信したことがある。元に戻るには、みんなの力が必要なんだ。僕のバラバラに散らばっている記憶を、みんなが持っている。みんなと話していれば少しずつピースが繫つながっていく。

　僕がどんな日常を送っていたか、思い出せる。

　記憶が補強されていく度たび、僕は元の自分を取り戻していく。

　けれどそれでも、まだ僕は喋れなかった。

　思考の混乱はもうだいぶ収まっている。それなのに話せないのは、おそらく別の理由がある。

　たぶん僕は恐いのだ。コミュニケーションを取れるようになり、他人に関わってしまうのが恐いのだ。僕はかつて自みずから孤独になった。誰とも関わらないのが正しいと思った。僕はこの世界にたった一人でいることがふさわしい。その思いをいまだ消せない。

　醍だい哉やは赦ゆるしてくれると言ったが、やはり僕は罪深い。このまま自分を檻おりの中に閉じ込めているのがいいと思っている。

　ああ、でも、マリアがいないことだけには耐えられそうもない。

　マリアもきっと、僕がいないことに耐えられない。




　今日はマリアの卒業式だ。

　僕はもうすぐ帰ってくるマリアのために料理をしていた。マリアの好きな唐から揚あげに、アボカドのサラダ。マリアが一番好きなイチゴタルトもルーちゃんが買ってきてくれた。意識が戻り初めの頃は、火や包ほう丁ちように極度に怯おびえていたが、もうそれも平気だ。まだ僕の味覚は甘い物ばかり求めていたが、みんなが嫌いやがるので、味付けも工く夫ふうするようになった。最近は「おいしい」と言ってもらえる。

　マリアは卒業してすぐ仕事をしたがっていたのだが、長い目で見れば大学に行った方が恩返しになるとうちの両親に猛もう説得され、大学に通うことになった。自分の決断は変えない彼女だけど、自分でも思うところがあったのか、居い候そうろうをしている身では両親の意見を無下にできなかったのか、あるいは両方か、結局受験をし、大学の入学を決めた。マリアは春から、色いろ葉はさんの直接の後こう輩はいだ。

　僕の日々はずいぶんと穏おだやかになった。このまま、こんな感じで日々は流れていくのかもしれない。

　だけど──

　鶏とりもも肉を油に入れ、そんなことを考えていたときだった。




「──あ」

　突然、世界が靄もやに覆おおわれた。

　急激に、僕は世界から遠ざかり、切り離されていく。すべてが僕と無関係になる。万物に意味を見出せない。どこにも手て応ごたえがない。記憶が拡かく散さんし、思考が分散する。消えて消えて消えて消えて消えて─────

（あ、思考を取り戻す前の『ぼく』に戻った）

　色も言語も背景もない、夢よりも漠ばく然ぜんとした世界。手足を縛しばられ、底なし沼に落とされたような感覚。ずっと呼吸が苦しい。ああ……僕はこのまま沈む予定だったんだ。浮上することなんてないはずだったんだ。もがこうとも身体からだは動かず、方向も分からない。絶望という言葉さえ存在しない無の中に。落ちて。落ちる。

　でも、そんな僕に、彼女はずっと、諦あきらめることなくずっと、語りかけてくれた。呼び続けてくれた。「一かず輝き」「一輝」「一輝」あらゆる表情で。「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」あらゆる声色で。「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」「一輝」だけどどんな状況でも常に、愛情と希望を込めて。

　だから僕は、戻れる。




「一輝！」




　靄が払われ、一いつ瞬しゆんでキッチンに僕は戻った。心配そうなマリアの顔がすぐ側にある。卒業証書が入っているであろう筒つつを持ち、ピンク系でまとめられた花束が乱雑にテーブルの上に置いてある。

　意識が戻った僕は、急いで油が入った鍋なべの火を消した。

「だ、大丈夫か、一輝？」

　僕はマリアの目を覗のぞき込んで、大丈夫だと頷うなずく。

　ああ、確かに、僕の中にはいまだ、『空っぽ』があるようだ。それはいつ襲おそいかかるか分からない、僕に根付いてしまった病びよう巣そうだ。僕が過ごした無限に近い時間は質量を持っていて、時折僕の心を押し潰つぶす。耐えることができない重みだ。『空っぽ』という名の狂気は、いつでもぱっくりと口を開けていて、僕を『無』の世界に連れていく。

　でも、大丈夫だ。

　だって僕は知っている。

　そういうときは、マリアが僕を呼んで、連れ戻してくれるって。




　ねえ、僕はマリアとの永遠を求めるよ。

　そのためにはどうしたらいいのかな？　言葉にしたら一生語り尽くせないほどの気持ちを、どうしたら彼女に伝えられるのかな？

　ああ、でも、一ひと言ことだけで伝えられる気もするのだ。

　彼女が一言で僕を連れ戻せるように、僕も同じように呼べばいいんじゃないか？




　そうして僕は口を開く。

　一番大切な単語を口にする。

「　　　」

　久しぶりすぎて、ちゃんと発音できたか分からないけれど、きちんと言えたのだろう。

　だって、泣き虫なマリアは、うれしそうに泣いてくれた。













　　　　　　　　[image: くぎり２][image: くぎり２][image: くぎり２]星ほし野の麻ま理り亜あ、18歳　９月８日[image: くぎり２][image: くぎり２][image: くぎり２]







　一度切った髪は、この日のために再び伸ばした。まとめ上げた髪は、ベールの下に隠かくれている。

　昔は、髪を伸ばしたその姿は、少しだけあの人に似ていた。

　けれど18歳のあたしは、彼女にはもう似ていない。私に彼女の面おも影かげはもはやない。

　それはやっぱり少しだけ不安だ。

　だけど、不安なとき、いつでも彼は、私に必要な言葉を掛けてくれる。




「行こう、マリア」




　扉が開く。ホテルの最上階にあるスカイチャペルは、青い色で埋まっている。まぶしいほどの光が、大切な人たちの笑顔を照らしている。

　彼は純白のドレスを着た私の手を取り、前を向く。




　私たちの『願い』は永遠。

　神に誓ちかうその願いは、私たちにとってなんでもないことだ。





THE END












あとがき




　こんにちは。「空うつろの箱と零ゼロのマリア」のみ追いかけてくれている読者の方はお久しぶりです。御み影かげ瑛えい路じです。

　調べてみたところ、前巻である６巻の発売日は２０１３年の１月でした。つまり今回の最終巻が出るまでに２年５ヶ月経たっているわけですね。それだけならまだしも、４巻と５巻の間も二年ほど空いたように思うので、待ってくれているファンの方には申し訳ないと言うほかないです。本当にすみません……。というか本来、二度もそんな期間を空けたら出版できませんよ。こうやって無事に出せたのは、間違いなく応援してくれたファンのおかげです。

　でも、時期が空いたせいで、最終巻が出たことにそもそも気付いてもらえるのか不安です。みんな周まわりに教えてあげよう！　この本を貸して回ってくれても構わん！




「空ろの箱と零のマリア」は作家である僕を支えてくれた、大切な作品となりました。じゃあまだ付き合い続けたいかというと、書きたいことは書き切りましたので、まったく心残りはありません。僕の今の力は出し切れたと思います。さようなら一かず輝き、マリア！




　また、今回シリーズをやりきったことをいい機会として、ライトノベルからしばらく離れようと思っています。（他シリーズのファンの方ごめんなさい）

　ライトノベルを書くのが嫌いやになったということはまったくなくて、今後自分が作家として生きていくための、前向きな判断です。レベルアップして電でん撃げき文ぶん庫こに戻りたいと思っていますが、離れる期間が二年になるのか、十年になるのか、あるいは戻れないのか、現時点ではまったく分かりません。ただ、これからもＫＡＤＯＫＡＷＡ・アスキー・メディアワークスさんにはお世話になり続けるでしょう。

　書く場所が変わることで、作風が大きく変わるかというと、そんなこともないでしょう。その媒ばい体たいのルールには従いますが、僕は自分が書きたいもの、あるいは書くべきだと思ったものを書くだけです。自分が納得できないものを書く気はないです。もし作風が変わったな、と思われることがあるとしたら、それは媒体が変わったからではなく、その作品でやりたいことが以前の作品と違っているだけです。これからもただの商売として執しつ筆ぴつ活動を考えず、信念を持って作品を書き続けたいと思います。

　近いうちにどこかで『御影瑛路』の名前を見かけることがあったら、よろしければご贔ひい屓きにしていただけるとうれしいです。僕のツイッター等では、いち早く発表していきますので、気が向いたら検けん索さくなりして、チェックしてみてください。




　謝しや辞じです。

　現担当の三み木きさん、ありがとうございました。このシリーズは途中からの参加ということもあり、やりにくいところもあったかと思います。それなのに、僕が書きやすいように環境を整えてくれ、まったくストレスなく執しつ筆ぴつに専念できました。有能すぎます。

　前担当の川かわ本もとさん、あなたがいなければこの作品は生まれませんでした。作家としても人間としても未み熟じゆくだった僕にしてくれた厳しい指導が、結果的に僕の自信となり、支えになりました。今こうして活動できるのは、川本さんのおかげです。

　イラストレーターの鉄てつ雄おさん。長い期間、しかも空白の期間が多い中、最後までイラストを担当してくださり、本当にありがとうございました。何せいつ本が出るか分からない状況ですから、見捨てられてもおかしくなかったと思っております。鉄雄さんと出会えて本当によかったです。初めてマリアを見たときの喜びは、今でも何物にも代え難がたい感情です。

　他にも多くの人に支えられ、この物語はあります。完結できたのは、これは誇こ張ちようでもなんでもなく、今手に取ってくれている読者のおかげです。ぶっちゃけると、僕は応援の声がなければ、４巻で逃げ出す予定でした。逃げる手を捕つかまえてキーボードに押し付けてくださって、本当にありがとうございました。




　それからレプリカレターというユニット名で、楽曲を制作しております。この本が発売される頃には、「空うつろの箱と零ゼロのマリア」の楽曲も、ニコニコ動画やYouTubeにアップされているはずですので、それっぽい単語で検けん索さくして聴いてみてくださいね！




　それでは、これからも小説を書き続けることを約束して、お別れしたいと思います。最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉出身、神奈川在住。レーシック手術をしたので、大量のメガネはもういらない。
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イラスト／鉄てつ雄お

１巻から６年以上経っていたことが信じられないくらい時間の経過が早くて怖い……

無事に完結して良かった[image: かお]







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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※2015年6月10日発行の電撃文庫『空ろの箱と零のマリア7』初版に基づき制作
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